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序章「ある保守点検作業員の独白Ⅰ」







　私の名は、ダイアン・フォーチュナー。

　そう名づけられた者、これだけが、私の持ち物。

　他に何も私にはなく、他の何も、私が自由にできるものはない。

　それは、生も、死も同様である。

　私がいる場所は、深き山の地下深く、かつて聖塔とうと呼ばれし場所。

　そこには、かつて「神」がいた。

　絶対にして、間ま違ちがいはなく。

　完かん璧ぺきにして完全なる者がいた。

　そうあるように造られた者がいた。

　私は、その「神」に仕えるために作られた者。

　だが、今やその「神」はいない。

　ゆえに私の生に意味はなく、意味なき生には死すら与あたえられない。

　その日も私は、塔の中をさまよっていた。

　私の役割は変わらない。

　この塔の、補修と、点検。

　だれも住む者のない、主あるじを失った場所を、ひたすら維い持じ管理するのが、私の存在意義。

　地下深くにありながらも、壁かべ自体が発光し、昼間のように照らす廊ろう下かを歩く。

　塔とう内ない部の照明、及および空調機能の点検……問題なし。

　地下第二プラントの器具の一つが、経年劣れつ化かを起こしかけていたので、部品を交こう換かん。

　最下層にある原動力炉ろの出力の確かく認にん、調整。

　知っている。

　この塔に、もはや戻もどる者などだれもいない。

　だが、これをするために私は作られたのだから、せざるを得ないのだ。

　人の子が、呼吸をするために生まれてきたのでないだろうに、肺はい腑ふを動かすことと同じである。

　消しよう耗もう材が不足している。

　プラントを使って、補ほ充じゆう生産しておく必要がある。

　意味のない行こう為いである。

　戻ってくる者のいない場所を、「いつ誰だれかが戻ってきてもいいように」しているのだ。

　そんなことを、どれだけ続けてきただろう。

　三百十億三千七万二千二十九秒ほど経たったある時、大規模な、地ち殻かく変動が確認された。

　これほどの巨きよ大だいな地じ震しんは初めてである。

　おそらく、地上では山の幾いくつかが崩くずれ落おちただろう。

　だが、さほど問題はなかった。

　塔内部の電子演算器は、すでにこの事態を、数ヶか月げつ前から予測していた。

　その上で、塔の強度を考えれば、問題はないと判断された。

　しかし、予想は常に覆くつがえる。

　塔の強度計算は、あくまで、「完全な状態であれば」だ。

　かつて、この塔が地中に埋うまったあの日に壊こわれた箇か所しよは、計算に入っていない。

　塔の地下最下層区域。

　すでに地中に埋まっている状態で、地下というのもおかしな話だが、本来なら、私の管理補修点検区域外である。

　だが、緊きん急きゆう時ということで、内部に生存者がいた場合を想定し、私には一定時間、かの部分に入り、確認が可能となる。

　生存者？

　馬ば鹿からしい話である。

　いるわけがないだろうそんなもの。

　千年前に埋まった塔の、さらに地下深くに、ずっと生き続けたものなどいるわけがない。

　いるわけがないのだ……

　だが、私は少し気になった。

「誰か」はいなかったとしても、「何か」はあるかもしれない。

　永遠の補修点検を繰くり返かえす私に、ほんの少し芽生えた、人がましい感覚。

　そう、これは、「気まぐれ」というものか。

　崩ほう落らくによって開いた穴を通り、私は地下に潜もぐった。

　自動修復機能も壊れ、補修点検要員もいなくなった地下部分は、千年の時のあいだにくすみ、廃すたれ、すでに遺い跡せきと化していた。

　その中を進む。

　生命反応、なし。

　進む。

　ただ進む。

　生命反応なし。

　やはりなにもない。

　だが、この区画は一体何なのか？

　何度も感応機を働かせるが、生命反応は、やはりなにもない。

　ただし、生命があったものは、無数に転がっている。

　山のような、人骨。

　ケースの中に収められた、幾人もの骨が、いくつも、いくつも、何十――いや、何百も並んでいる。

　墓場か？

　当初、私はそう思った。

　死のない存在である自分にとって、縁えん遠どおいものであるが、人の子は死した後、死し骸がいを何らかの形で処置し、安置することを望むという。

　共感しづらい感覚である。

　永遠に安置することなど不可能なのだから、再利用したほうがまだしも生態系の一助に加わろうに。

　しかし、それとも異なる。

　試ためしに、骨の納められたケースの数を、数えてみた。

　一つ、二つ、三つ……百、百一、百二……まだある。

　千一、千二、千三……まだまだ、さらに続く。

　塔は、ワンフロアだけでもかなりの大きさだ。

　地下階のここも、相応の広さである。

　だがそれだけではない、地下階は、さらに地下二階、三階と続いているのだ。

　ワンフロア辺り千体のケースと、千体の骨があった。

　それが、地下十階まで続いている。

　千掛かける十階で、一万体の骨、骨、骨……

　最下層にまでたどり着いたところで、ようやく、この場所の意味がわかった。

　正しく言えば、まだかろうじて生きている制せい御ぎよ装置の存在を見つけた。

　この場所は、墓場ではない。

　むしろその逆、愚おろかしいまでに生に執しゆう着ちやくした者たちの成れの果て。

　冷れい凍とう睡すい眠みん装置だったのだ。

　三百億秒――およそ千年前に滅ほろびた帝てい国こくエウロペア。

　一夜にして滅びたとされているが、実際はもう少し、余よ裕ゆうがあった。

「神」が消えたことで、急速に廃れていった帝国は、残った力をかき集め、未来に希望を託たくした。

　希望？　託した？

　なんとも、いい風に言葉を弄いじくったものだ。

　現状をどうすることもできないから、「神」が戻ってくることを信じて……いや、それも違ちがうな。

　帰ってくるかどうかもわからぬ者にすがること以外、なにも思いつかなかったのだ。

　憐あわれで、惨みじめで、滑こつ稽けい――そう、帰る者のない塔を補修点検し続ける私と、同じだ。

　だが、「死」のない私と違って、「死」がある彼かれらは、「神」を待ちきれなかったようだ。

　この制御装置、おそらく、もって百年程度の生命維持しかできない。

　百年待てば「神」が帰ってくると思ったか、百年分しか力をかき集められなかったか、それはわからないが、ともかく、それが彼らの全部だった。

　しかし、百年では「神」は帰ってこないと、制御装置は考えたのだろう。

　一万人を百年ならば、五千人なら二百年保つ。

　二千五百人なら三百年保つ。千二百人なら四百年保つ――

　選考基準などありはしないだろう。

　ランダムに選び出し、それ以外の者への、生命維持の力は供給を停止する。

　実際はそこまで単純な計算ではなかっただろうが、それでも、力が尽つきかけるたびに、この方はこ舟ぶねは乗員を捨て、残った力を注ぎ、延命に延命を重ねたのだろう。

　だが、それも無む駄だに終わったわけだ。

　ん………？

　待てよ……。

　終わったのなら、全すべて死に果ててしまったのならば、なぜ制御装置はまだ動いている？

　制御装置の起動用の力まで注いで、初めて「終わり」になるはずだ。

　ということは……

「まだ、生きている者がいる……？」

　気づけば私は、数億秒ぶりに声を発していた。

　声とは、誰かと意思をかわすためのもの。

　誰もいない塔の中で、単機であり続けた私には、意味のないものだった。

　興奮している……のだろうか？

　数億秒の沈ちん黙もくを、破る者がいるかもしれないことに。

　最下層のケースを、ひとつひとつ確認する。

　そして、それを見つける。

　一番奥おくに残された、ぼんやりと光を放つケースの中に、一人の赤あかん坊ぼうがいた。

　ああそうか。子どもなら、しかも幼生体ならば、維持にかかる力もいくらか節約できる。

　保護液の中で眠ねむり続ける赤子。

　体温は低く、呼吸どころか、心臓すら動いていない。

　生体反応を限界まで薄うすくすることで、限りなく死に近い状態にすることで「生」を止め、長き時を待ち続けていたのだろう。

　私は、制御装置を操作し、ケースを開いた。

　保護液が流れだし、赤子の肌はだは千年ぶりの外気にさらされる。

　蘇そ生せい措そ置ちを行えば、息を吹ふき返すかもしれない。

　だが、私にそんな義務はない。

　私の使命は、この塔の保守と管理だ。

　しかし、緊急時には、この普ふ段だんならば立ち入ることのできないエリアに入り、生存者がいた場合は、保護することができる。

　少しだけ、私の中にノイズが走った。

　これも、きっと「気まぐれ」なのだろう。

　長い長い時をあり続けた者の、ほんの些さ細さいな、気まぐれ――







第一章「ヒルデガルド・フォン・ヘッセンの事じ件けん簿ぼ」







　ダンゴルティノーザ士官学校は、王都ベルンの郊こう外がいにある。

「世界の中心」ともてはやされる国際都市ベルンであるが、それでも王城から二十キロ近く離はなれれば、もはやど田舎いなか――もとい、自然にあふれる土地である。

「はぁ………」

　その学園の教室の片かた隅すみで、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――ヒルダは、深い溜ため息いきをついた。

「ごにょごにょごにょごにょ……」

「ひそひそひそひそひそ……」

「そわそわそわそわ………」

　チラリチラリと、彼かの女じよを横目で見ながら、同級生の少女たちがささやく。

「……………」

　そんな彼女たちを、ヒルダはつかれたような顔で、一いち瞥べつする。

「ひっ――！」

　途と端たんに、小さな悲鳴を上げ、女生徒たちは顔を逸そらした。

（いつまで続くんだ……これ……）

　改めて、今度は心の中で、ヒルダはため息を吐ついた。

　ゲーニッツの反乱――と称しようされた、ベルンでのクーデター事件から、三ヶか月げつが経った。

　騒そう動どうの主犯である親衛隊は解体され、その半数は軍ぐん籍せきを奪うばわれ、首しゆ謀ぼう者しやや主導者達たちは残らず逮たい捕ほされた。

　しかし三割から四割ほどの兵士は、いくらか制限はついたものの、あくまで上官から命じられただけという判断で、一いつ般ぱん兵へいとして別部隊に再配備される。

　そしてヒルダはというと、やや扱あつかいに困る立ち位置にあった。

　彼女は、僅わずか十五歳さいでありながら、貴族の家いえ柄がらということもあり、中ちゆう尉いとしてゲーニッツ直属の士官として親衛隊に属ぞくしていた。

　だが、ルートやスヴェンとの出会いによって、なにより、ゲーニッツ自身の放ほう逐ちくによって、事実上親衛隊を裏切り、王都解放に尽じん力りよくする。

　その結果、公王よりのはからいもあり、国家反逆罪に連座されることはなかったが、それでも、無罪放ほう免めんというわけにはいかなかった。

（一応、ボクも軍人だからなぁ、こういう決めごとはしっかりしなきゃいけないって、わかっているけど）

　それでも、溜息をつかずにいられない事態が、彼女には降りかかっていたのだ。

　武門の家柄に生まれた重責を、一人背せ負おい、軍人を目指したヒルダ。

　そのために視野狭きよう窄さくに陥おちいり、心を歪ゆがめていたが、様々な出会いもあって、自分の新しい可能性を探そうとしていた。

　正直、もう家に義理立てする気も枯かれ果はてたので、軍人以外の生き方を探そうとしていたのだが、ここで先の反乱事件が関かかわる。

　ヒルダの罪は免めんじられたものの、ゲーニッツの思想に侵おかされていたのは事実。

　すでにその支配下にないとはいえ、「はいそうですか」と看過できるほど、軍というのは生易しくない。

　もう一度軍隊教育をやり直し、その上で従軍するかどうか選せん択たくせよと命じられたのだ。

　要は、保護観察として、士官学校再入学をさせられたわけだ。

（めんどくさいけど、しょうがないよな……けっこういろんな人が動いてくれたみたいだし）

　この決定には、総司令官エルヴィンや、公王まで関わっている。

　実はかなりの恩情であり、感謝するべきお裁きなのだ。

　もし彼女があと十ほど年ねん齢れいを重ねていたなら、収容所送りは免まぬがれなかっただろう。

　それはわかっている。わかっているが――

「目つき怖こわいね……やっぱ親衛隊……」

　そんな言葉が、耳に入ってきた。

「はぁ」

　三み度たび、ため息を吐いた。

　このダンゴルティノーザ士官学校は、別名「お嬢じよう様さま予備校」と言われている。

　女子校という意味ではない。

　ワイルティア全土――いや、エウロペア大陸全土を回っても、ここほど「ぬるい」軍学校はなく、卒業生はもれなくナヨナヨとした事務方専任の士官となるからだ。

　よそのマッチョでマッシブな軍学校を出たものから見れば、ここの卒業生など、股こ間かんにモノがぶらさがっていようがさがっていまいが、変わらなく見えるということからついた、揶や揄ゆの言葉である。

（気を遣つかってくれたんだろうけどなぁ……）

　他の士官学校であれば、元親衛隊ということで、虐ぎやく待たいを受けると思ったのだろう。

　だからこそ、この大変穏おだやかな学校を選んで編入手続がされたのであろう。

　関わった大人たちの気き遣づかいが、痛いほど感じられる。

「ヒルダ、どうしたの？　また怖い顔しちゃって」

「あ……リーリエか……」

　眉み間けんにしわを寄せているヒルダに、親しげに声をかける少女――リーリエ。

「あいかわらず、無ぶ愛あい想そね。美人なんだからもっと笑いなさいよ」

「あいかわらずだから、愛想も良くできないし、ボクは自分を美人と思ってない」

　不ふ機き嫌げんではあるが、決して突つき放はなすような冷たさは込こめずに、ヒルダは応じる。

「まぁしょうがないわよ。ウチの評判は知ってるでしょ？　〝お嬢様予備校〟だもん」

　対して、おかしそうな顔で笑うリーリエ。

「言いたいことがあれば言えばいいだろうに」

　ヒルダが編入して三ヶ月――まともに口を利きいてくれるのは、このリーリエくらいであった。

　それ以外は、生徒は疎おろか教官、食堂のおばちゃんや購こう買ばいのおじちゃんまで、ヒルダを見るたび身構える。

　元親衛隊……その肩かた書がきが、否いや応おうなく周りを怯おびえさせるのである。

「お昼ごはん行こう。まだ食べてないんでしょ？」

「ん、ああ」

　リーリエに誘さそわれ、ヒルダは席を立ち、教室を出る。

　扉とびらを閉めた途端、聞こえる自分のうわさ話。しかもあまりいい類たぐいのものではないものを聞かないようにしながら、廊下を歩む。

　ダンゴルティノーザ士官学校は、軍の教育施し設せつというよりも、職業訓練校という方が、ニュアンスとしては近い。

　生徒の大半は、ベルン在住の、中流階級の家の子ばかりである。

　リーリエの家も、ベルンの商業地区で、貸し切りにすれば、そこそこ豪ごう華かな結けつ婚こん式しきを行える程度のレストランを経営しているらしい。

　貴族ほどではないし、大商人ほどではない。

　だが、そこそこの教育を施ほどこしたい親が入れたがる、そんなところである。

　なにせ、ワイルティアは十年戦争をしていたため、教育制度に掛ける予算も大たい砲ほうの弾たまに注つぎ込んでいた。

　なので、戦時中、それでも学校を増やさなければならないため、名目上〝士官学校〟という体てい裁さいにしたような所も多い。

　卒業生の中で、実際軍務に就つくものは半数いるかいないかであろう。

「辛い……、ヒルダ？」

　食堂に入り、テーブルに着き、今日のランチをつつきながら、リーリエが問うた。

「ん～…………」

　しばし考えて後、ヒルダは答える。

「正直に言うと、そこまででもないけどな」

「そうなの!?」

　リーリエは意外そうな顔をしているが、別に強がりでも何でもない。

　なにせヒルダは、今まで「没ぼつ落らく貴族」だの「黒犬」だの、実の父親に「ポルポラの子」などと言われて育ったのだ。

　あからさまな嘲ちよう笑しよう、差別と侮ぶ蔑べつに比べれば、怖がられるのはまだマシである。

　少なくとも、石を投げてくる者はいない。

　なにより、ここに来るまでの数すうヶか月げつで自分の経験した事態。

　そのままの意味で、何度も死にかけたあの日々に比べれば、平和この上ない光景である。

「ただ、ぐちゃぐちゃぐちゃぐちゃ、ささやかれるのはうっとうしいんだよ」

「それ、はっきり言っちゃったから、余計に……」

「あう………」

　編入初日、あまりにも周りのあることないことなささやき声がうっとうしいあまり、ヒルダは「何かボクに文句があるのか！」と怒ど鳴なりつけ、特に声のでかかった女生徒を睨にらみつけた。

　あまりの迫はく力りよくに、その子は泣き出してしまったのだが、その女生徒はクラスのリーダー格であった。

　ヒルダのこの状じよう況きようは、リーダー格を敵に回してしまったから――ではない。

　ダンゴルティノーザごときの、それもクラスの頭とう目もくレベルでは、この狂きよう犬けんのような元親衛隊の足元にも及ばないと、印象づけてしまったのだ。

　これでは、一般生徒など、近づけるわけがない。

「ヒルダの眼がん光こう鋭するどすぎだから……」

「そんなことない」

　感心したような、呆あきれたような顔のリーリエに、本心からそう返した。

「世の中にはもっと、ただ普ふ通つうに生きているだけなのに、女子供はおろか、大の大人を腰こし抜ぬかさせる眼光放ちまくっている奴やつもいるんだぞ！」

　思わず、オーガンベルツのパン屋を思い出した。
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「それ、人間なの……？」

「人間だよ」

　気分を落ち着け、椅い子すに座すわり直す。

　そうしている間に、食堂にいる他の生徒までヒソヒソ声で話し出した。

「ま……それでも、まだマシか」

　居い心地ごこちの悪さは否いなめないが、誰も殺さなくていいし、誰にも殺されずにすむありがたみは、一度死にかけなければわからないものである。

「あえて文句があるとしたら、パンがあんま美味うまくないことくらいかな」

　ライ麦パンをちぎり、クリームチーズを塗ぬりながら、ポツリと呟つぶやく。

「そうかなぁ、普通でしょ」

「うん、そうなんだろうな」

　元々ヒルダは、名ばかりの貴族で、貧びん乏ぼう暮らしに慣れているので、食い物の美味い不味いは言う方ではないのだが、トッカーブロートで働いていた一ヶ月の間、パンに関して舌が肥えてしまったようである。

「それにしても……どうも最近、様子が違うな」

　最初の一ヶ月から二ヶ月は、ヒルダが元親衛隊ということで距きよ離りをおいていたようだが、ここしばらく、それ以外の理由が混ざり始めていた。

「ボクの黒くろ髪かみは、そんな珍めずらしいか？」

　以前は、ヒルダにとって自分の黒髪はコンプレックスであったが、様々な事件の果てに、肯こう定てい的てきに受け入れられるようになっていた。

　しかし、周りの生徒たちが「やっぱり、あの黒髪……」と、つぶやいているのが聞こえたのだ。

　それこそ、ついさっき教室を出た時も、耳にした。

「いや、それはないはずよ。貴族サマほどウチはうるさく――あ、ごめん」

　一応貴族であるヒルダの前で、貴族を揶や揄ゆするようなことを言ったことに気づき、リーリエはあわてて口を塞ふさぐ。

「気にしなくていいよ」

　そんな彼女に、「かまわない」とばかりに手を振る。

　血筋を重んじる貴族たちの間では、純じゆん粋すいなワイルティア人血統ではない者の証あかしでもある黒髪はあまりいい印象がない。

　しかし、先述の通り、このダンゴルティノーザ士官学校は、ほとんどが中流階級である。

　そういった価値観に、重きを置いていないはずなのだ。

「多分なんだけど、それ、あの……最近、噂うわさになっている幽ゆう霊れいなんじゃないかなぁ」

　言いにくそうに、リーリエは話した。

「幽霊ィ～？」

　あからさまに、ヒルダはバカバカしそうな顔になる。

「くっだらないことで騒さわいでいるんだな、ここの連中は……」

「ヒルダって、幽霊とか信じない方なの？」

　またしても、呆れたため息を吐きそうになるヒルダに、リーリエは言った。

「当たり前だ。幽霊なんて見たことないしな」

「でも――」

「それに、幽霊より、生きてる人間の方が怖い……」

　十五年生きてきて、幽霊は見たこともないが、生きている人間に銃じゆう口こうを向けられたことはある。

「あなたって………ホント、タフなのね……」

「どういう意味？」

　今度はリーリエのほうが、呆れてなにも言えない顔になっている。

「で……なんでその幽霊とボクが関係あるんだ？」

「ん～っとね、その……」

　口ごもるリーリエ。

　おそらくその内容が、ヒルダには「話し辛い」ものなのであろう。

「その幽霊って……黒髪なんだって」

「は？」

　思わず、マヌケな声を上げてしまうヒルダ。

「まさかそれって……ボクが黒髪だから？　その幽霊と何か関係があるのかとか、そういう風に思ってるのか？」

「うん……あなたの黒髪を見て、幽霊が仲間だと思ってさまよっているんじゃないかって……」

「くだらないなぁ！」

　今までさんざん、くだらない迷めい信しんレベルのことで、侮蔑され差別されてきたが、「幽霊を呼び寄せた」なんて理由で拒きよ絶ぜつされたのでは、堪たまったものではない。

「上等だ……そんなに言うなら、おっかない元親衛隊の底力を見せてやる」

　いろいろと人生経験を重ね、前よりは大人になったヒルダではあるが、それでも

まだ十五の少女である。

　子どものたわごとと、看過してやれることには限度がある。

「なにをするつもりなの？」

「決まってるだろ……幽霊退治だ」







　ダンゴルティノーザ士官学校は、士官学校らしくない士官学校だが、それでも軍の教育訓練機関ではある。

　したがって、銃じゆう器きを扱う訓練もすれば、相応の戦せん闘とう演習も校内で行われるため、敷しき地ち面積はかなり広い。ちょっとした街ならすっぽり入るくらいだ。

　時間は夜の十時を過ぎた頃ころ――ヒルダとリーリエは、校内の一角の、ほとんど生徒が訪おとずれない、北西の裏庭の茂しげみの中にいた。

「帰ろうよ……ヒルダ～……」

「もうちょっと、あと一時間はねばる」

　二人は、この辺りで目もく撃げきされたという、幽霊を退治するためにやってきた。

「ホントに出てきたらどうするのよ？」

　尋たずねるリーリエ。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと準備はしている」

　そう言ってヒルダが取り出したのは、警棒だった。

　それも、ただの警棒ではない。堅い樫かしの木に、垂直に握にぎり手のついた、吶トン鉤フアーと呼ばれる、東洋の武具である。

「最近使い始めたんだが、これかなり便利だぞ？　勢いつければ骨もへし折れるし、防ぼう御ぎよにも使える。ヘタな刃は物ものよりずっと使い勝手が――」

「待った待った待った待った」

　嬉き々きとして説明するヒルダを、リーリエは制する。

「相手は幽霊だよ？　なんか他になかったの？」

「例えば？」

「聖水とか、邪じやを祓はらうシンボル的なものとか……」

「そんなのボク、どこで売ってるか知らないからなぁ」

　相手が死者か生者かわからないが、手に入る最も使いやすい武器を使う。

　それで対処できればよし、できなければ退たい避ひする。

　至し極ごく基本的な兵士の思考だった。

「でもこれじゃ、幽霊退治にならないでしょ!?」

「いいんだよ幽霊じゃなくても、幽霊がいなくても、どっちでもいいんだ」

「どういうこと？」

　きょとんとした顔のリーリエに、ヒルダは続ける。

「肝かん心じんなのは、幽霊とボクを関係ないって証明することなんだから」

　そのために、ヒルダはリーリエを連れてきた。

　幽霊の正体がただの不ふ審しん者しやなら、それで問題解決。

　幽霊が出なければ、ただの見み間ま違ちがい。

　どちらにしろヒルダは無関係ということになり、それをリーリエが周りに広めてくれれば、少なくとも幽霊分の不快なささやき声は治まる。

「あのさ、ヒルダ……一つ聞いていい？」

　震ふるえる声で、リーリエが尋ねる。

「もしも、幽霊がホントにいた場合はどうするの？」

　リーリエの目は、茂みの向こう側、裏庭の噴ふん水すいの向こうに釘くぎ付づけになっていた。

　その視線の先には、黒髪の女が、ゆらりゆらりと、たゆとうように歩いている。

「なっ―――!?」

　思わず、大声を上げそうになるが、すんでのところでこらえた。

　校内の人間ではない。

　異国の装しよう束ぞくを纏まとった、エウロペア人ではない顔立ち。

「そういえば、聞いたことがあるわ……うちの学校ってね……昔、とある貴族の屋や敷しきだったらしくてね………」

　その貴族の名は、ザルトバル。別名「首くび狩かり公こう爵しやく」――

　自領に攻せめ寄よせた異教徒を片かたっ端ぱしから返り討うちにし、捕とらえた捕ほ虜りよの首を刎ね、投石機で敵てき陣じんに撃うち込んだという逸いつ話わを持つ武将である。

「今でも、校内にはその貴族が生いき埋めにした異教徒の死体が埋まってるって……!!」

「ま、マジか～……」

　見たことのないものはこの世に存在しない。

　そこまで傲ごう岸がんに構えるつもりもなかったが、それでも目まのあたりにすると、背中に嫌いやな汗あせが滲にじんでくるのがわかった。

「リーリエはここにいろ……いざとなったらボクを見捨てて逃にげろ」

「え、でも――」

「助けを呼んで来いって意味だ」

　相手の戦力がわからない場合、二人いっぺんに逃げても、追つい撃げきされる恐おそれがある。

　ならば一人が足止めし、もう一人が援えん軍ぐんを呼ぶ。

　これもまた、合理的な、兵士の思考である。

（ったく、仮にも士官候補なのに、それくらい言われなきゃわからないか……？）

　ルートやスヴェンに比べれば、実戦経験も無く、圧あつ倒とう的てきに未熟者扱いされていたヒルダではあるが、その彼女からしても、この学校の生徒達たちは世間ずれしなさすぎていた。

「………………」

　そうしているうちに、噴水の向こうにいた幽霊が、こちらに視線を向けてきた。

（気づかれた……！）

　もはや躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。

　ヒルダは茂みを飛び出ると、吶鉤を構え、先手必勝とばかりに襲おそいかかった。

「どらあああああっ!!」

　狙ねらうは顔面。

　当たらなくても当たっても、相手の動きを止めることができる。

　わずかでも動きを止めることができたなら、次は脚あしを狙う。

　膝ひざを砕くだき、歩行を困難にするだけで、勝率も上がるし、逃とう走そう成功率も跳はね上あがる。

　ただし、幽霊に脚があればの話だが。

　が――

「あれ？」

　気づけば、景色が変わっていた。

　空に浮うかんでいた月が眼下に輝かがやき、地面が天てん井じようのように空を覆おおっている。

（違う、これは――）

　事態を把は握あくするより先に、ヒルダは上に吸い寄せられる――否いや、地面にたたきつけられた。

　一いつ瞬しゆんで、幽霊は吶鉤を掴つかむと、まるで何かの奇き術じゆつを用いたかのように彼女を半回転させたのだ。

「あ、あだだだ………」

　とっさに顔面や頭は守ったものの、それでも地面にしこたま体を打ちつけた痛みで、呼吸すらおぼつかなくなる。

「ヒルダ!?」

「バカ……なに……やって………」

　だから、悲鳴を上げるリーリエにも「なにやっている、早く行け！」とも言えなかった。

「なんやぁ？　いきなり襲いかかって来るから、どんな悪漢か思たら、お子さまやないの」

　緊きん張ちよう感かんのない声で、幽霊が言った。

「ゆ、幽霊って……こういう力も使えるものなのか……？」

　信じていたわけではないが、伝え聞く幽霊といえば、見えない力で物を動かすだとか、壁かべをすり抜ぬけるだとか、もっとこう、霊れい的てきな力を使うものと思っていたのに、随ずい分ぶんと物理的な攻こう撃げきを喰くらわせられた。

「は？　なにゆーとるんなアンタ。誰だれがオバケやねん」

　不機嫌そうな顔で、幽霊は――

「あれ……違うの……？」

「当たり前や」

　死人扱いされ、不機嫌そうな顔で、その女は答える。

「ウチの名前は、スズカ・アマキ……ヤマト大使館の駐ちゆう在ざい武官や」

　なんとも訛なまりの強い、ワイルティア語だった。




「ははぁ～……なーるほどなぁ。なんや、幽霊退治とは、なんとも威い勢せいのいいお嬢じようちゃんたちやなぁ」

　しばし後、ヒルダたちは、スズカに事情を説明した。

「す、すいません。あの、おかしいなぁとは思ったんですけど、美女の幽霊って聞いたんで、噂通りだと思って」

「あらいややわ。お世辞言うてもなんも出えへんで？　アメちゃん食べる？」

〝美女〟と言われ、少しだけ機き嫌げんを直すスズカ、どこから取り出したのか、琥こ珀はく色いろの飴あめを手て渡わたす。

（意外に抜け目めないな、コイツ……）

　しれっと〝美女〟という言葉を混ぜ込むことで、相手の怒いかりを鎮しずめた同級生の立ち回りの上手うまさに、ヒルダは少しだけ感心した。

「あの～……なんで、ヤマトの駐在武官さんが、校内うろついているんですか？」

　まだ体が痛むヒルダに代わって、リーリエが訊たずねた。

　幽霊ではなかったし、身元のはっきりした人間なのは理解したが、それでも、夜中の校内を徘はい徊かいしていい理由はない。

「ああ、ウチな、ここの特別講師に呼ばれてん」

「特別講師？」

「うん、東西の文化交流的な？　ちょっとした格かく闘とう戦せんの教練のためにな」

　ヤマトとは、エウロペア大陸とは異なる、エイジア大陸文ぶん化か圏けんの島国国家である。

　長きにわたって他国との交易交流を制限してきたが、半世紀ほど前に政権交代が行われたこともあり、ようやく外交を結ぶ。

　エウロペア大陸諸国家は、当初この国を「蛮ばん族ぞくの国」と侮あなどっていた。

　ワイルティアも、先王の御み代よまではその認にん識しきだったが、今から十五年前に起こった、北の大国家、ルシャーナ大公国との戦争で、ヤマトは勝利してしまう。

　エウロペア大陸人は、自分たちこそ最も文化的な、「進んだ」国家だという認識があり、潜せん在ざい的てきに他大陸の人間を見下す傾けい向こうがあった。

　だからこそ、誰もがルシャーナの圧勝を予想していたのだが、その下馬評は見事に覆くつがえされ、それどころか、ルシャーナは虎とらの子であった外洋方面艦かん隊たいを壊かい滅めつに追いやられ、国家の威い信しんを大きく削けずられてしまう。

　その後、エウロペア大戦が勃ぼつ発ぱつ。

　ワイルティアは初期こそ敵対していたものの、紆う余よ曲きよく折せつの末、ヤマトとの同盟を締てい結けつ、定期的に東西の文化交流が行われるようになったのだ。

「格闘戦の教練というと……〝ブジツ〟か？」

「あらン？　よう知っとるな、お嬢ちゃん」

　ヒルダの口から出た言葉に、スズカは少し驚おどろいたような顔をする。

　ブジツとは、東洋で編み出だされた格闘術である。

　ただ力任せに殴なぐり、蹴けるのではなく、人体の構造を理論的に解かい析せきした上で、最も効率的に敵を戦闘不能にする。

「こっちの方で、知っとる人は少ないはずやねんけどなぁ」

　ただし、その習得には高い技量とセンスを必要とし、なにより教えられる者が圧倒的に少ないため、数十万を越こすワイルティア軍人の中でも、使えるのは東西の軍事交流で習得した、一部の者だけである。

「ええっと、以前、使える人に会ったことがあるんだ」

「世の中広いようで狭せまいもんやね」

　ヒルダは、一度、ブジツを目にしたことがある。

　ルート・ランガート――元「白銀の狼おおかみ」と呼ばれし腕うで利ききのパイロットは、格闘戦においても高い技量を持ち、そのすさまじい技わざの冴さえを見せつけた。

「でもなぁ、ウチの使うのんはちょっと違ちがうねんで」

　そこまで話して、スズカはおかしそうに笑う。

「ウチが使うんはな、〝ブジツ〟やのーて、〝ブドー〟や」

　言うや、握あく手しゆを求めるように、ヒルダに手を差し出す。

「…………？」

　意味もわからず、とりあえずその手を握り返した次の瞬しゆん間かん――

「―――!?」

　ヒルダは、その場に膝から頽くずおれた。

「な………なにをしたんだ……？」

　たとえどんな力ちから自じ慢まんでも、握手したような状態から、相手を倒たおすことはできない。

　まるで、巨きよ大だいな巨きよ人じんに、頭から押おさえつけられたような、違う――

「自分で……倒れた……？」

　信じられないが、そう表現するのが、ぴったりな現象だった。

「これが〝ブドー〟や。〝ブジツ〟は、自分の体を最も的確に、自在に動かす方法……〝ブドー〟はさらにそれを進めて、相手の体すら自在に動かすことができんねん」

　百聞は一見にしかずと言うが、理り屈くつだけ話されても「そんなバカな」と思えたが、実際にやられると、信じざるを得ない話だった。

「〝ブドー〟には、筋力の多た寡かなんて意味ないねん。うちみたいなか弱い美女でも、しわしわのおじいちゃんでも、使いこなすことができたら、大男でもかなわへん」

「ふえ～………」

　サラッと自分のことを「美女」と称したことを突っ込むことを忘れるほど、ヒルダはあっけにとられていた。

「それ、ボクらも使えるようになるのか？」

　教練の講師として呼ばれたということは、自分たちにも、その〝ブドー〟を学べる機会があるということだと、ヒルダは思った。

「アホいいな。学生サンの片手間で覚えられるほどちゃちい技やない」

　ヒルダは知らないが、〝ブジツ〟でさえ、使いこなせるのは、ルートやソフィアといった、高い身体能力とセンスを持つ者だけ。

　ましてや〝ブドー〟となれば、幼き頃より、血けつ尿にようを垂れ流すような辛しん苦くの果てにようやく使える次元であろう。

「あ～……でもまぁ、一人だけおったかな。片手間で使えるようになりよった人が……ウチのお師しさんが〝しょっく〟うけてたわぁ」

　懐なつかしそうに語るスズカ。

　おった、と過去形で語るのは、その相手はもうこの世にいないということなのだろう。

「それで……その特別講師の方が、こんな夜中になにしているんですか？」

　リーリエが尋ねる。

　幽霊と間ま違ちがえて、襲いかかったのは確かに問題があるが、元はといえば紛まぎらわしい行動をしているスズカにも問題はある。

「おつきさま」

「は？」

　空に浮かぶ満月を指さし、答えるスズカに、ヒルダが呆れた声を上げた。

「今日はお月さんがキレイやろ？　ウチの国では、ジューゴヤ言うんや。こういうのを、フーリューゆーんや。夜のお散歩くらいしたなるやろ」

「ええっと……」

　月を見て、美しいと感じる程度の感傷は、ヒルダにもあるが、そんなくだらない理由で紛らわしいことをしていたと言われ、力が抜ける思いだった。

「なんだよそれ、まぎらわしい」

　どうやら、幽ゆう霊れい騒そう動どうは、元からあった怪かい談だん話ばなしに、たまたまスズカの姿が目撃されたことで、組み上がった話であったらしい。

（ま、どっちにしろ問題はないか）

　明日から、このことをリーリエが広めてくれれば……いや、スズカが客かく員いん講師として生徒たちの前に出れば、いやでも終息するだろう。

「ん………」

　ふと、違い和わ感かんを覚えたのと、〝それ〟を感じたのは、ほぼ同時であった。

「―――!!」

「どうしたの、ヒルダ？」

　真っ青な顔で、背後を振り返かえるヒルダ。

　そのただならぬ様子に、リーリエが慌あわてて声をかける。

「いや………」

　ヒルダの視線は、自分たちがさっきまで隠かくれていた茂みにある。

「なぁ……えっと……スズカ、だったか？　聞いていいか？」

　ヒルダの声は、少しだけ震えていた。

「アンタ……いつこの学校に来たんだ？」

　肝心なことを忘れていた。

　スズカは、今日学校にやって来たばかり。

　彼かの女じよがもっと早く来校していたのならば、幽霊話の矛ほこ先さきは、三ヶ月前からいたヒルダではなく、スズカに向けられるだろう。

　いや、そもそも、スズカが夜中に校内を徘徊していると、誰もが思うだろう。

「今日の夕方くらいやけど？　部屋で荷に解ほどき終わって、ようやくひと心地ごこちついたとこや」

　そして、スズカの返答が、それを裏付ける。

　幽霊はスズカが来る前からいた。

　そして、今、一瞬――

（誰だ……誰かが見ていた……？）

　何者かの視線を感じた。

　スズカではない。ずっと、茂みに潜ひそんでいた自分たちを、誰かが見ていたのだ。

　振り返った一瞬、すぐにそれは消えたが、赤い光が見えた。

「なぁ……なんか……見えなかったか？」

「？　なんのことや？」

　ヒルダは、あらためてスズカに問うが、彼女には見えなかったらしい。

（〝幽霊〟は他にいる……？）







　翌日――ダンゴルティノーザ士官学校に朝が来る。

　その日の特別授業は、東洋の同盟国から来た駐在武官を特別講師としての、格闘戦の講義であった。

　教室ではなく、数クラス分の生徒が入る訓練場で、授業は始まった。

「まいどどうも～、ヤマトから来た、スズカ・アマキ言います。遠えん慮りよせんと、親しげに、でも最低限の分別はつけて、アマキ先生って呼んでな？」

　朗ほがらかな笑え顔がおを振りまきながらも、決して一線は越えさせないスタイルで、スズカの講義が始まる。

　生徒たちも、このテンションの掴みづらい東洋人を前にうろたえている。

「おやぁ？」

　居並ぶ生徒たちを前にして、スズカは首をひねる。

「なぁなぁ、そこのそばかすちゃん？」

「わ、私ですか？」

　生徒たちの中から、昨夜会ったリーリエを見つける。

「昨日おったちみっこい子はどこ？」

「えっと……」

　生徒たちの中に、ヒルダの姿はなかった。

「あの、えっと、その……お腹なかが痛いと……」

　しどろもどろに答えるリーリエの態度が、嘘うそだということをこれでもかと表していた。

「ほお～……ウチの最初の授業をおサボりあそばすとは……いやはや、なめられたもんやねぇ」

　言いながらも、スズカの顔は笑ったまま。

　というよりも、これが彼女の普ふ段だんの表情なのだろう。

　おかしくもないのにいつも笑っているような顔。

　だから、怒おこっていても、笑顔のままなのだ。

「今度会おうたら、特別授業したげようかしら……うふふ」

「ああ～………」

　不気味に笑うスズカを前に、生徒たちは皆みな、緊張に顔をこわばらせていた。




　そして一方、当のヒルダはというと――

　授業をサボって、裏庭の辺りを調べていた。

「考えられる理由は三つ……」

　調べながら、考えを口に出し、情報を整理する。

「一つ目は、ボクの気のせい……それが一番簡単だけど、それだと、他の生徒が見た幽霊の説明がつかない」

　昨夜感じた、異様な気配。

　何かが残されていないかと思ったが、足あとの一つも残されていない。

「二つ目は、本物の幽霊がいた」

　それであるならば、もはやヒルダに講じられる手段はない。

　悪あく魔ま祓ばらい師しでも呼んでくるしか方法はないが、それも三つ目の可能性を否定してからだ。

「三つ目は――」

「どなたかな？」

　ヒルダが、三つ目の予想を口にしようとしたところで、背後から声をかけられる。

「今は講義の時間じゃろう？　いかんのう、サボりかね？」

　そこにいたのは、農作業着を着た老人。

　ヒルダを責めるでもなく、ホッホッホッと、面白おもしろそうに笑っている。

「あんたは……？」

「庭師じゃよ。まぁ、それ以外にも、いろいろ雑用のようなことをやっとるもんじゃ」

　学校が雇やとっている、校務員のようなものなのだろう。

　老人の手には、木々を剪せん定ていする用の大鋏ばさみを持ち、肩かたには折りたたみ式のハシゴを担かついでいた。

「サボるんじゃったら、もうちょっと別のところにしたほうが良えぞ？　ここいらは、不良生徒も近づかんからのう」

「なんで……？」

　見れば校舎の陰になり、めったに人も通らない。

　夜もそうだが、昼も寂さびしい場所……授業をサボタージュした不良生徒のたまり場としては格好の場所であろうに。

「ありゃ、おめぇさま知らねぇのかい。そういや見ねぇ顔だねぇ」

「三ヶか月げつ前に編入したばっかなんだ」

「道理で、道理で」

　へっへっへっと、薄うす気き味み悪わるく笑うと、老人は、手て袋ぶくろをはめた手を伸のばし、裏庭の奥おくを指差した。

「あれは……倉庫？　とは違うな……なにかの蔵くらかな？」

　昨夜は夜よる闇やみに隠れて見えなかったが、石造りの小ぶりな建物がそこにあった。

「納骨堂じゃよ、あれ」

「え！」

「この学校が、昔は貴族様のお屋敷だったっちゅうのは知っとるじゃろ？」

　昨夜リーリエが言っていた、「首狩り公爵」ザルトバル。

「あすこはその貴族様のご遺骨を安置しとった場所なんじゃよ」

　貴族が貴族たる所以ゆえんは、その名めい誉よある血統であり、先祖の墓は守るべき大切なもの。

　ゆえに、自宅の敷しき地ち内ないに作ることが多いのだ。

「幽ゆう霊れい云うん々ぬん以前に、墓場の近くじゃ騒ぎ辛いか……」

「そういうことじゃよ」

　納なつ得とくした顔のヒルダに、老人はまたもおかしそうに笑う。

「なぁ爺じいさん……この辺りで幽霊を見たって噂は、いつから話されるようになったんだ？」

　念のため、何かの手がかりが得られないかとヒルダは訊ねた。

「幽霊……？」

　その答えにも、老人はおかしそうに笑う。

「ああ、またかい」

「え？」

　返ってきた答えに、ヒルダは驚く。

「確かになぁ、場所が場所だけに、若いモンたちがいろんなうわさ話に花はな咲さかすことはあるがなぁ。え～っと……銅像が動いただの、首なしの騎き士しが歩いていただの、パンツ一丁で走り回る中年オヤジがいただの、牛みてぇにデカイ狼が現れただの……」

　一つ、地味に聞きき逃のがせないリアルに不気味なのがあったが、あえてヒルダは聞き流した。

「その中に、黒髪の女の幽霊ってのは？」

「それこそ聞いたことねぇよ」

「でも、生徒たちの間で噂になっているんだぞ？　そのせいでボクは……」

　黒髪というだけで、自分が幽霊を呼んだと、後ろ指を指されているのだ。

「言っただろ。この辺りは昔っから不気味な場所として人が近づきにくいのさ。そんなとこじゃ、自然に怪談話が湧わいて出る……まるで、この場所そのものが、人を近づけさせねぇようにしているみたいにな」

「近づけさせない……」

　老人の言葉が本当だというのなら――

　ヒルダが脳のう裏りによぎった一つのひらめきをまとめる前に、声がもう一つ増える。

「そこのキサマ、何をしておるか!!」

　ビクッと、身をすくませてしまう、雷らい鳴めいのような怒ど鳴なり声ごえ。

「そこのキサマだ！　今は講義中であろうが！　所属クラスと姓せい名めいを名乗れ!!」

　現れたのは、いまどき珍しい、時じ代だい錯さく誤ごのカイゼル髭ひげを蓄たくわえた、厳しい面つらの老人だった。

　ヒルダは知っている。

　老人の名は、アレクサンドル・フォン・シュルベル＝フォウティオ・ライマーゼン……舌を噛かみそうになる長い名前の、このダンゴルティノーザ士官学校の校長である。

　三代前のワイルティア皇こう帝ていの友人であり、元陸軍大将。

　――と言っても、猟りよう兵へい機きはおろか、戦車や航空機すら戦場になかった時代、馬に乗って槍やりを振ふり回まわしていた世代である。

　もう百の大台も見えかけているというのに、気ばかり若く、なにかあったら軍司令部に乗りこみ説教をする「ご意見番」気取りなため、このダンゴルティノーザ士官学校校長という役職を与あたえ、王宮から遠ざけられた人物である。

「答えんかぁ、キサマ[image: ]」

「あわわわわ」

　この歳でよくもまぁこんな声量で怒鳴れるものだと呆あきれてしまう大声に、ヒルダは面食らう。

「あ、あの、ボクは――」

「〝ぼく〟じゃと!?　軍人ならば、そんな子どものような物言いをするでない!!　ちゃんと、〝ジブン〟もしくは〝小官〟と言わんかァ!!」

「じ、じじじじジブンはぁ!?」

　ヒルダは、幼少の頃から、父親に虐ぎやく待たいを受けていた。

　そのせいもあって、本人にも自覚は薄うすいが、「男性の怒鳴り声」を苦手としている。

　困こん惑わくし、なんとかこの老人の怒ど声せいを止めようと、とっさに言い訳を口にした。

「あ、あのですね。庭師のおじいさんのお手伝いをしていまして……」

　今まで話していた、もう一人の老人に助けを求めようとした。

「どこにおるんじゃい？」

「え？」

　振り返ると、さっきまでそこにいた、庭師の老人の姿はなくなっていた。

「なんじゃいキサマ！　さては、ワシが年寄りじゃとバカにしてコケにしてからかっておるんじゃな!?　これだから今時の若いもんは!!」

「ひええええ!?」

　今時の若いもんは――老人がこの言葉を口にしたら、この後何を言っても無む駄だである。

　全面降こう伏ふくし、ひたすら謝罪をしたとしても、「所しよ詮せん口だけだろう、バカにしおって」となり、正当性のある事情を説明したとしても、「言い訳をするな！」となってしまう。

「大体じゃな、この学園の生徒は、どいつもこいつもたるんでおる！　これじゃから庶しよ民みん出身の連中は信用ならんのだ！　どいつもこいつも、いざとなればあっさり旗を変え、逃げ出す腰こし抜ぬけどもに違いないわい！」

　話がどんどん飛ひ躍やくしていく。わずかな失態をネタに、そこから世代や、階級にまで話を広げ始めた。

「古来より戦場とは、武門の家いえ柄がらが、責任と責務と信念をもってあたるものじゃ！　であればこそ、貴族として、騎士として尊ばれたのだ。それが今はどうだ！　小知恵を利きかせた兵器が埋うめ尽つくし、かつての国の威信をかけた光景など消え去った!!」

　ヒルダ一人にもかかわらず、校長はまるで大観衆を前にするように、演説を始める。

　それがまた、小やかましく、ヒルダは辟へき易えきとする。

（なんだこの老人……まるでウチの父親みたいな言い草だな……）

　社会的地位は天と地ほど離はなれているが、落ちぶれ貴族の自分の父親と似たような物言いの校長に、ヒルダは徐じよ々じよに苛いらつき始める。

　信念だとか、信条だとか、誇ほこりだとかなんだとか大おお仰ぎように叫さけんでいるが、そんなものは、後方の司令部でがなりたてる者たちだけが口にできるものだ。

　実際の前線では、砲火が閃ひらめくたびに、何十人もの人生が消えてなくなっている。

　それらを、「損失数」でしかカウントできないものが、何を言うかと……

（親衛隊の反乱も……今思えば、似たようなものだな……）

　首しゆ謀ぼう者しやであったゲーニッツとは、袂たもとを分かったものの、彼かれが壮そう大だいな野心と理想を持っていたのは確かであっただろう。

　だが、公王の「反乱軍宣言」が出された途と端たん、次々と武装解除し、逃げ出すものが後を絶たなかった。

　それどころか、反乱鎮ちん圧あつ後、かつてはゲーニッツに忠誠を誓ちかっていたはずの者たちは、「自分たちは強制されただけ」「本意ではなかった」と、全すべて死者のせいにして保身に走った。

（この爺さんも、勝手なこと言っているけど、いざ戦争になったら、この歳じゃもう戦場に行かなくていいわけじゃないか……）

　昔どれだけ活かつ躍やくしたか知らないが、安あん全ぜん圏けんに逃げ切きって、悠ゆう々ゆう自じ適てきな閑かん職しよく暮らし。

　金と名誉と綺き麗れい事ごとを口にして死ぬまで生きられる人間に、果たして今の若者の苦労がどれだけわかっているのかと、疑問に思わざるをえない。

（この士官学校の生徒にやる気が無いのも、しょうがない気がするな……学校の数が少ないから、軍学校でも入れざるを得ない。学歴を持たなきゃ、選せん択たく肢しも狭せばまるし……）

　みんな、考えて生きているのに、なにも知ろうとせずに――

「ぷっ」

　そこまで思ったところで、ヒルダは思わず吹ふき出した。

（それこそ、今までのボクじゃないか……）

「キサマァ!!　人が話しているときに鼻で笑うとは何事か！」

　それは、自じ嘲ちようの笑えみだったのだが、校長の目にはそうは映らなかった。

　むしろ、自分を小こ馬ば鹿かにしたと感じたのか、相手が小こ娘むすめだろうが関係なく、鉄てつ拳けんをもって矯きよう正せいしようと、腕うでを振り上げた。

「あ～～～～～～～、ここにいたのかね、ゴメンゴメンゴメン!!」

　その時、まるで見計らったかのようなタイミングで、何者かが現れた。

「いやぁ、キミ、すまないなぁ。ほったらかしにしちゃって。いやいや、すまないすまない」

　現れたのは、一言で言えば、「うさんくさそうな男」、だった。

　でっぷり突つき出でた腹に、たるんだ頬ほお、にもかかわらず、妙みようによく通る声であった。

　しかし、特筆すべきうさんくささの最たる部分は、どこで買ったのか……というより、どこのバカが売れると思ったのかと思ってしまうほどの、趣しゆ味みの悪い丸サングラスであった。

「あら、これは校長、どういたしました？」

「どういたしましただと……？　サモンくん、彼女はキミの関係者か！」

　サモンと呼ばれたその男を、ヒルダは知らないが、この学校の講師の一人らしい。

　校内で制服を着ないでいい者は、生徒以外では一部の講師と、校務員だけだ。

　そもそも、年ねん齢れいは四十前後といったところ、生徒にしてはトウが立ちすぎている。

「いやぁ、実はでアリマスね、彼女には資料の運び出しを手伝ってもらってたんですよ。ほら、地下書庫あるでしょ？　あそこから　必要な文ぶん献けんをネ、運ぶのは僕ぼく一人だけじゃ辛いんで」

「今はすでに授業中――」

「そうなんですよその通り！　僕もね、休み時間の間だけで終わると思ったんです終わるはずだったんです。それが鍵かぎが見当たらなくて、鍵が。なのでね、職員室の保安管理担当のね、ラバイバルさん、いるでしょ？　あの人にね、聞こうと思ったんですが、見当たらなくて、探して、探して、探し回ってやっと見つけたところで彼女をここに置きっぱなしていることに気づいたんですよ。いやもう僕ったら間ま抜ぬけですね」

「い、いや、ならば、その――」

「そうなんですそうなんです全くその通りですよね。日ひ頃ごろの管理をもっとしっかり、注意深くやっていればこんなことにはならなかった。まさにその通りなんです。気持ちの緩ゆるみは心の緩みですからね？　ただでさえ腹が緩んでいるのに中身まで緩んじゃ救いがありません」
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「お、おう……」

　校長の説教が大たい砲ほうの発射だとするならば、サモンのそれは機き関かん銃じゆうであった。

　しかも、アタリなど付けずに次から次へとまくし立て、相手に反論するきっかけを与えない。

　人の話を全く聞かず、自分のことだけを話し続けられると、相手は徐々に、話す気力を失うというものである。

「ああ、その……ならば、すぐに教室に戻もどるように」

「はいはいはい、かしこまりました了りよう解かいであります校長閣下！　後のことは全てこのわたくしサモン・ハンターにおまかせくださいませ。ハイ！　お疲つかれ様さまでございます！」

　最後に吐はき捨すてるように言って去っていく校長に、サモンはやはりペラペラとまくし立てた。

　ここまで聞いてヒルダは気づいたが、この男、ここまでの間に一いつ切さい噛かんでいない。

　どれだけ鍛きたえ上げられた滑かつ舌ぜつなのかと、そこだけは感心した。

「さてさて、怖こわいご老人は去ったことだし……」

　言いながら、サモンがいまさらとばかりに、ヒルダに問う。

「キミ、誰？」

　彼が、自分が誰とも知らずに話しかけてきたと知って、ガクッと、ヒルダは肩を落とした。




　ダンゴルティノーザ士官学校は、軍学校ではあるが、同時に、戦争下でなんとか学術機関を増設すべく、士官学校の名目で予算を確保したという背景がある。

　ゆえに、サモンのような、一見、軍人の育成向きではない男も、講師として所属している。

「どうせ今から行っても入りづらいだろう。紅茶でも飲み給たまえ。ええっと……ヒルダくん」

　教室棟とうから離れた場所にある、職員棟の外れの一角に、サモンは個人の研究室を与えられていた。

　そこでヒルダは、サモンにお茶に誘さそわれていた。

「あの……なんです、それ？」

　紅茶は、ティーポットに茶葉を入れ、熱湯を注ぎ茶葉を蒸むらした後、あらためて熱湯を入れてカップに注ぐものである。

　しかしサモンは、糸付きのろ紙につつまれた乾かん燥そう茶葉の入った袋ふくろをカップに入れ、そこにケトルから直接熱湯を注ぎだした。

「ああ、これはティーバッグというんだ。ノアの方で発明されたものでね。面めん倒どうくさい器具がなくても、どこででも美味おいしく紅茶が飲めるという素す晴ばらしい発明だよ」

　ノアとは、エウロペア大陸とは別の大陸であり、今から四百年ほどまえに「発見」された、〝新大陸〟とも言われている。

　先のエウロペア大戦では、最後まで完全な中立を保ち、ワイルティアを中ちゆう軸じくとする同盟軍にも、それと敵対する連合軍とも、一いつ切さいの交流を断たち、自大陸のみでの通商圏けんを確立し、一種の鎖さ国こくでもある大孤こ立りつ政策を進めた国の名前でもある。

「あの国は素晴らしいよ。王様だの貴族だの、そんなものはない。民衆こそが国の主なのだ。あれこそ民主主義だよ」

「はぁ」

　勧すすめられるままに、ティーバッグとやらで淹いれた紅茶を飲む。

　不味まずくはない。

　そもそも、ヒルダはあまり食べ物の美味うまい不味いにこだわるほうではないから、文句を言う気はない。

　だが、どこか物足りない。

　オーガンベルツでパン屋の小娘をやらされていたとき、あの店のウェイトレスがぶつくさ言いながら淹れた紅茶のほうが――いや、マレーネとかいう、ちょっとおかしなシスターが下手くそなりに淹れてくれた紅茶のほうが、美味おいしかった。

「ええっと、ヒルダくんだったね？　なぁるほどねぇ、キミが噂うわさの親衛隊か」

　ヒルダの〝凶きよう状じよう〟は、生徒だけでなく、講師の間でも有名であったらしい。

「そんなキミが、なぜあんな所にいたんだい？」

　サモンとは初対面であり、彼の講義をヒルダは受けたことがない。

　そもそも、彼の研究室にかかっている札――「社会人文学研究室」とあったが、そんな分野に、ヒルダはなんの興味も持っていないのだ。

　そんな、全く自分と無関係の生徒を、なぜサモンが小こ芝しば居いを打ってまで校長から助け出してやったのかというと――

「いやはや、なるほど、納骨堂の幽ゆう霊れいね……うむうむ、やはりやはり、声をかけて正解だったよ」

　サモンは、ヒルダの存在は知っていたが、顔まで知っていたわけではない。

　あの場において、校長に追及を受けている生徒だから助けたというわけだ。

「元親衛隊さんなら、名前くらい知っているだろう？　あの校長、元『貴族会議』の一員だよ」

「え!?」

　貴族会議――「古き良き、伝統と格式のあるワイルティアを取とり戻す」を標ひよう榜ぼうする、古参貴族によって構成された政治団体である。

「古き良きと言えば聞こえはいいが、要は失った自分たちの利権を取り戻したがっている老人会だよ」

「確か……先の事件で、主要メンバーは全員逮たい捕ほされたと聞いたけど……」

　ゲーニッツと手を組み――実際は彼に利用されていただけの者たちだった彼らは、最後には見捨てられ、王宮奪だつ還かんに駆かけつけた正規軍によって捕ほ縛ばくされた。

「一応十年以上前に脱だつ会かいしてたみたいだがね。でも創立メンバーの一人だよ、なにせ先々代の公王とも知ち己きの、大貴族だからねぇ」

　同じ〝フォン〟の称しよう号ごうを持っていても、没ぼつ落らく貴族のヒルダのヘッセン家とは雲うん泥でいの差である。

「このダンゴルティノーザに来たのも、中央から追おい払はらわれたというより、上手うまく追及から逃にげ出すためだろうね、おぞましい老人だよ」

「それと、納骨堂にどういう関係が……？」

　校長がどういう人間か、などはヒルダにはそこまで関心はない。

　どちらかと言えば、それがどう、「納骨堂の幽霊」につながるのかが問題である。

「知ってるだろ？　あそこは首狩り公こう爵しやく時代の設備だ。あそこの地下には、ザルトバル公爵が用いた、拷ごう問もん器具の数々が安置されている」

　攻せめ込んで来た異民族や蛮族、異教徒に異い端たん者しやといった者たちを、ある時は捕ほ虜りよとして、もしくは強制的に連行し、残ざん酷こくこの上ない処しよ刑けいを繰くり返した道具の数々。

「貴族会議の連中はね、一種の歴史修正主義者だよ。彼らの中では、ワイルティアの貴族は高潔にして清せい廉れんで、たとえ異民族であろうが慈じ悲ひをもって接し、相手もそれに感じ入って、自然と支配を受け入れた――なんて戯たわ言ごとを、本気で正史にしようとしている」

　人間は神でも悪魔でもない。

　ゆえに、その行いが、常に善性を帯びたものだけでは成り立たない。

　しかし、歴史は勝者が作る。

　勝者は常に、自己の歩んだ道を輝かがやける祝福されたものにしたいものだ。

　臆おく病びようだった過去を、裏切った過去を、虐しいたげた過去を、手を血に染めた過去を、なかったことに……もしくは、違う意味を持たせようとする。

　そのたびに、いいように利用されるのは、反論できぬ者たちだ。

　それは死者であったり、もしくは、敗者であったり、様々である。

「だから、あの納骨堂に近寄られたくないんだよ。首狩り公爵なんていないってね。そのために、始終隙すきを見てはうろついているのさ、あのご老人は」

　過去にどれだけ戦功を重ねた者であろうが、もはやあのご高こう齢れいでは、まともに出来る仕事は限られる。そもそもが退たい役えき軍人の天下りとして与えられた名めい誉よ職しよくなのだから、やるべき仕事など最初から存在しない。

「なら……幽霊は？」

「多分、あの老人の仕込みだろうよ。役者でも雇ったか……もしくは……愛人にでも変装させたか」

「え……だけど、部外者を立ち入らせるなんて!?」

　教育機関であり、軍の関連施し設せつである。

　訓練用の型落ちではあるが、小しよう銃じゆうや、それに装そう填てんする弾だん丸がんも保管されている。

「関係ないよ、ああいった手合にはね。お年を召めされているようだが、そちらの方はまだまだ現げん役えきみたいだねぇ。英えい雄ゆう色を好むとでも言うのかな？　下げ卑びた話だ」

　吐き捨てるように、サモンは言った。

「そんな……」

　嫌けん悪お感を抱いだかずにはいられない話に、ヒルダも、どう言うべきか、言葉が見つからなかった。

「ここは本当に汚きたならしい場所だよ。君たちを哀あわれに思う」

「哀れって……なら、あなたはなんで、ここの講師をしているんです？」

　哀れみは、時に侮ぶ蔑べつと同様のものとなる。

　思わず反発するように、ヒルダは問いかけた。

「あのご老人の好きにさせないためさ……僕はね、議会の良識派の方々ともお付き合いがあるんだ。閉へい鎖さされた環かん境きようでも、なんとか口出しくらいは出来る。僕はね、この学校の生徒達たちをただ守りたいだけなんだよ」

　妙に、芝しば居いがかった……というか、演説のように語りだす。

「あんな老人に洗脳されてはいけない。もし困ったことがあれば、いつでも僕にいい給え。僕は君たちの味方だ」

　サモンがそう言ったとき、授業終しゆう了りようを告げる鐘かねがなった。

　それはまるで、なにかの芝居の一幕の終わりを告げるようであった。







　その日の夜――ヒルダは幽霊退治には出なかった。

　ベッドに横になり、ひたすらぼうっとしていた。

　そんな風にしていると、思い出したくもないものが脳裏に浮かぶ。

　起きているのか寝ねているのかの自覚もない、夢ゆめ現うつつの状態で、ヒルダはちょっと前のことを思い出した。




「ああ、ヒルダか……そうか、もうそんな時間か」

　なんの用でだったか、ただ「午後三時に執しつ務む室しつに来い」と言われていた時のことだ。

　扉とびらをノックし、その男の部屋に入ったとき、彼は執しつ務む机づくえにではなく、ソファーに足を投げ出しながら、なにか古い本を読んでいた。

「これかね？　古い、異国の戦記さ。なかなか興味深い。戦場というものは、人間の心根が否いや応おうなしに露ろ呈ていする」

　エウロペアではない、別の大陸の言語で書かれた本を、退たい屈くつしのぎのペーパーバック娯楽小説代わりに読みふけっていたらしい。

「ヒルダ？　ちょっとここで簡単なクイズを出だそう。キミはある砦とりでを守っている軍団長だ。そこに敵が攻めてきた。さて、どのように兵を配置する？」

　その砦は、平原の真ん中にあり、東西南北に門があるという。

　その問いに、ヒルダは、四方にそれぞれ均等に兵を配置すると答えた。

「う～ん……ヒルダ、それはダメだ。兵というものはね、可能な限り集中させるべきなんだ。各所に分散すれば、どんな大軍も、その力を十全に発揮できない」

　四方に兵を置けば、もしその内の一門が襲おそわれても、一時的に対応はできる。

　しかし、全軍の四分の一では、防げる数にも限界がある。

「ただの城門警備とは違ちがう。戦争において、守るということも、攻こう撃げきなんだよ」

　その男が言わんとしていたことは、「攻めてくる敵が、どの門に向かってくるかを当てよ」ということだと、ヒルダは理解した。

　どこから攻めてくるかわかれば、他の門には最低限の兵を残し、全軍で迎げい撃げきすればいい。

　しかし、それがわかれば苦労はしない。

「偵てい察さつを使う、間者を放つ、敵軍の中に裏切り者を作る、方法は色々ある……だが、ちょっと面白い方法もあるんだ。例えばね……わざと、一つの門を壊こわしておくのさ」

　そうすれば敵はそちらに誘ゆう導どうされる……なるほど――とは思えなかった。

　それではあまりにも、あからさますぎないか、と。

「うん、そうなんだ。相手が優ゆう秀しゆうな指揮官なら、特にそう思う……ならね、そんな時はどうすると思う？」

　わからなかった。

　わからなかったから、素す直なおにそう答えた。

　すると、その男は面白そうに、手品のタネを明かすように言った。

「もっと、あからさまにするのさ」




（そうか………！）

　半分眠ねむりかけていたヒルダは、ようやく、「納骨堂の幽霊」の正体がわかった。

　ベッド脇わきに置いていた、懐かい中ちゆう時計をつかむ。

　親衛隊所属時に、支給されたものだ。

　夜光塗と料りようが使われており、闇やみ夜よでも時間が分かり便利なため、今でも愛用している。

　時間は、夜の十時を過ぎた頃ころ――納骨堂のある裏庭に、幽霊が目もく撃げきされる時間だ。

　起き上がり、隣となりのベッドを見る。

　同室のリーリエは、そこにはいない。

　シーツに手を当ててみる……冷たい。

　手洗いかなにかで、一時的にどこかに行ったのではない。

　最低でも、三十分は前に、移動したのだろう。

「おそらく……あそこか………」

　ポツリと呟つぶやくと、ヒルダはナイトウエアを脱ぬぎ、大急ぎで制服に着き替がえると、その場所に向かった。







　同時刻、裏庭の納骨堂――そこに訪おとずれる、一人の女がいた。

「ジューゴヤ過ぎたらイザヨイか……これもまたフーリューやねぇ」

　満月から僅わずかに欠けた月を眺ながめつつ、その女は歌うようにつぶやく。

「お嬢じようさん……何しとるんじゃ？　こんな夜よ更ふけに」

　そんな女に、一人の老人が話しかける。

「この学園はな、夜間は生徒も教師も外出禁止じゃ……黙だまっといてやるから、はよ戻りんさい」

　現れたのは、昼間ヒルダの前に現れた庭師の老人。

　背中を丸め、がに股またで、曲がった腰こしで杖つえを突きながら歩く姿は、どこかおとぎ話に出てくるドワーフを思わせる。

「アンタさん、どなたですのん？」

「この学園に雇われておる、庭師じゃよ」

　女の問いに、老人は答える。

「あらあら、おかしな話やねぇ」

　しかし、女は、大げさな素そ振ぶりで、わざとらしく、驚おどろいたふりをする。

「このガッコ……庭師なんて雇ってへんそうやで？　校務員さんがおるけど……四十何歳かで……アンタさんみたいなおじいちゃんやないなぁ」

　女がそう言うと、庭師の――否いや、そう身分を偽いつわっていた老人は、一いつ瞬しゆんビックリしたような顔をしたと思ったら、高らかに笑いだした。

「驚いたな、アンタこそなにモンだい？」

　そして、笑い終わった後に放たれた声は、あきらかに老人とは異なる青年の声だった。

「ヤマトの駐ちゆう在ざい武官……特別講師として招かれた、スズカ・アマキや」

　女――スズカは、笑ったまま……否、笑っているようで、その実すさまじく鋭するどい視線を、男に向ける。

「ほほう、招かれたねぇ？　俺おれの調べじゃ、アンタの特別講師……外務省からの干かん渉しようがあったな。あそこの事務方の一人は、軍の指導教練部門の責任者と同じ大学の出だ」

「それがどないしたん？」

「その事務方な、ヤマトの大使館と昵じつ懇こんで有名なヤツだよ。ちょっとしたお願い……それこそ、『ある士官学校に入り込みたいので、手引してくれ』ってお願いくらいなら喜んで聞いちまうくらいのな」

「あらあらあらあら～………」

　しばし、両者の視線がぶつかりあう。

「――――!!」

　先に動いたのはスズカだった。

　駆ける――でもなく、ましてや跳とぶように、でもない。

　まるで地を滑すべるような高速移動で老人に迫せまると、その肩を掴つかんだ。

　彼かの女じよの使う技わざは、体の一部でも触ふれれば、それこそ小指の一本からでも、大の男を屈くつ服ぷくさせることができる。

　触れられた段階で、敵は九割敗北したも同然なのだ。

　だが――

（なんや、この体!?）

　人体の構成を熟知することで、最も効率的に敵を破は壊かいする技の使い手なればこそ、触さわっただけで、その異質さに気づいた。

　これは、人間の体ではない。

「せいっ[image: ]」

　それでも、半ば無理やり、力任せに老人をぶん投げた。

　正しく発動させることはできなかったが、それでも、大きな弧こを描えがき、老人は地面に叩たたき伏ふせられ――

「残念だったな」

　――とはいかなかった。

　老人は、外見に似合わぬ軽かろやかな動きで、着地する。

　そして同時に、その体に異変が起こる。

「アンタ……何モンですのん？」

　つねに崩くずれぬ笑みを浮うかべたまま、ただし、わずかに頬に冷ひや汗あせを垂らしつつ、スズカは問うた。

　老人の体が、膨ふくれ上あがっていくのだ。

　それも、ガチャリガチャリと、まるで機械を分解し、再接合するような音を響ひびかせて。

「人間の関節ってなぁ、何個あるか知ってるかい？」

　音が鳴るたびに、男の体は大きくなっていく。

　それは、正確には異なるのだろう。

　どちらかと言えば、まるで若返っていくと言ったほうが近い。

「ウチをだれやと思とんねん……二百三十や……」

　答えながら、スズカは男が何を言いたいのかを理解する。

　人間の関節は、そのつなぎ目の間に、わずかに隙すき間まがある。

　関節液であったり、軟なん骨こつであったり、そうすることで、可動するようにできているのだ。

　その全ての隙間を詰つめれば、当然ながら、その分、体は縮む。

　成長期を過ぎた青年が、老化とともに縮むのも同じ理り屈くつだ。

　だから、目の前の男が、徐々に若返ったように見えたのだろう。

　なにせ、人じん為い的てきに体中の関節を詰めることで、体を圧縮させ、小こ柄がらな老人に擬ぎ態たいしていたのだから。

「アンタ……人間なん？」

「ヒデェな、人間だぜ……ただし、半分ほどだがな」

　スズカの問いかけに答えたときには、男はその声こわ音ねに相応ふさわしい、若々しい姿へと変わっていた。

「髪かみはかつら、シワだらけの面は人工皮ひ膚ふってな……科学の力ってのは凄すさまじいやな」

　にやりと笑う男は、まるでいたずら好きの少年のようであった。

「悪いがなぁ、ここの裏事情にあんまり踏ふみ込まねぇでくれるか？　たとえ同盟国であろうとも、知られたくねぇお家の事情ってのがあるんだよ」

「その口ぶり……なるほど、アンタが噂のアプヴェーア……」

　アプヴェーア……ワイルティア公国の諜ちよう報ほう機関。

　その役割は、他国の諜報機関との情報戦、ならびに国内の反乱分子の捜そう査さ、逮捕である。

「ワイルティアの醜しゆう聞ぶんを掴んで、今後の国家間交こう渉しようを有利にするカードにしようとしたんだろうが……そうはいかねぇ。今帰るなら見なかったことにしてやるぜ？　女に拳こぶしは上げたくねぇ」

「あらら、ジェントルメンやねんなぁ……」

　拳を固める男に対して、スズカは、口調こそ飄ひよう々ひようとした態度のまま、ゆらりと、片かた腕うでをたらす。

　それは彼女の戦せん闘とう態勢。
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　いかなる強力な力を持つ者の攻撃とて、流水のように捌さばく。

「そう言われて、ほなさいなら――と、でけへんのが宮仕えの辛つらいとこや」

　一目一いつ聴ちようで、相手がただの人間でないことは理解した。

　目の前の男は、機械兵――体の半身を機械化することで、人外の力を得た者たち。

「それよりも、アンタの名前聞かせてくれる？　〝すりりんぐ〟な夜を過ごす相手の名前も呼ばれへんのは、女として悲しいもんやで？」

「ふっ………悪いが、名前は名乗れねぇ。偽ぎ名めいも本名も、曰いわくがありすぎてな……だから、呼びたきゃゲシュペンスト幽霊、とでも呼べ」

「こりゃまたなんとも……」

　スズカは知らない。

　眼めの前にいる、幽霊を称しようするこの男の正体を。

　彼の名は、エーリッヒ・ブリッツドナー――「紅ぐ蓮れんの鷹たか」の異名を持つ、ワイルティア公国軍最強の男であった。







　一方、納骨堂の真逆の位置、学園敷しき地ち内ないの南東に、それはあった。

　全生徒収容可能の講堂、普ふ段だんは、週に一度の全生徒集会で、校長の長話を聞かされるために使われている施設である。

　あと他には、校内の式典にも使用される。

　そこに、その夜、数十人……百にも届こうという数の生徒が集まっていた。

「先の親衛隊の反乱で明らかになったように、この国は腐くさっている！　先の大戦での勝利など、もはや過去の栄光だ！　政府も、議会も腐ふ敗はいの中にあり、抜ばつ本ぽん的てきな解決こそが迫られている！」

　彼らの前で、朗々と演説をする者がいた。

　よく通る声であり、見事な滑かつ舌ぜつ、聞く者を引き込む仕草、彼を見る生徒たちの顔には、崇すう敬けいの光が宿っていた。

「なぜこのようになったか、原因は一つである。王政国家という古ふる臭くさい制度を守っているがゆえの歪ゆがみだ。国家の真の主は我々民衆であり、それこそが民主主義なのだ！」

　男の言葉が繰くり返かえされるたびに、少年少女たちは頬を赤くし、興奮を深めていく。

「我々こそが未来を勝ち取るのだ。君たちこそが未来を勝ち取るのだ。愚おろかな政府を倒たおせ！　愚かな老人どもを追い払え！　君たちが範はんとなり、無知な民衆を導くのだ！」

　男の声はどんどん熱を帯びていく。

「再び先の大戦の様な悲劇を起こさぬためにも、我々は立ち上がらねばならない！　平和のための戦いである。君らは平和の戦士となるのだ！」

　そして、生徒たちは興奮の中、拳を高く上げ、強く賛同の意を示そうとしたところで、講堂の扉とびらが開いた。

「なるほど、そういうことか」

　現れたのは、黒くろ髪かみの少女、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンであった。

　ざわつく生徒たち、その目が、彼女に注がれる。

「昔、ある男に言われたことを思い出した……」

　それは彼女が親衛隊であった頃、彼女が信しん奉ぽうしたある男が言っていた。

「不確かな情報は、時に幽霊ゲシユペンストを生む」――と。

　情報操作をすることで、存在しない者をあるように見せることで、敵軍の動きを制限する、もしくは誘導する。情報戦の初歩である。

「幽霊なんて最初からいなかったんだ」

　霊れいのあるなしという意味ではない。

　そもそも、『納骨堂の幽霊』というものが存在しなかった。

　いるのは、「見た」「見たらしい」「見たという人を知っている」という不確かな情報だけである。

「最初から全て、ここにいる生徒たちが示し合わせて吐ついた嘘うそ……近づかせないためのね。でも、それは納骨堂じゃない。納骨堂の真逆にある、この講堂で行われる、集会から目をそらすため……」

　人は好こう奇き心しんの動物である。

　幽霊が出る、と言われれば、恐きよう怖ふするが、同時にそこに注意が向く。

　中には本当にいるのか、見に行ってやろうと考える者もいるだろう。

　事実、ヒルダはその通りに動いた。

「それも、ただの幽霊話にするんじゃない。その裏に、さらに何かが隠かくされているように仕向けた。それこそ、『納骨堂の地下になにかある』みたいにね」

　ヒルダがかつて、ある男から聞いた、「とある国の攻こう城じよう戦せん」。

「もっとあからさまにする」――

　ただ隙を見せるだけでは、敵は罠わなを警けい戒かいし、近づかない。

　だが、その罠すら見せるようにすれば？

　敵は逆に、無む駄だな勘かんぐりを始める。

「この罠も見せかけなのではないか？」「本当に近づかせたくないから、わざとなにかあるようにしているのではないか？」と。

〝空くう城じようの計〟という策がある。

　あえて防備を固めず、敵に罠があると疑わせることで、撤てつ退たいさせるという戦術である。

　それと同様のものではないかと考える。

　そうやって裏の裏をかいたつもりで、「見せかけの罠」の裏にある、「本物の罠」に引っかかるのだ。

「お前たちがそんなことをした理由は……ボクにこの講堂での集会を知られたくなかったんだろう？　まぁムリもないよな。軍の士官学校で、反政府活動なんだから」

　言うや、ヒルダはカツカツと歩を進め、壇だん上じようにいる男を睨にらみつける。

「驚いたなぁ……もうちょっと隠し通とおせると思ったんだが」

　自らの策を見み抜ぬかれても、男は別段慌あわてた様子はなかった。

　それどころか、余よ裕ゆう綽しやく々しやくとばかりに、丸まる眼鏡めがねを上げたのは、ダンゴルティノーザ士官学校講師、サモン・ハンターだった。







　同時刻――裏庭、納骨堂前。

（ったく、やりづらいったらありゃしねぇな……）

　スズカと戦闘を繰り広ひろげる、ブリッツドナー。

　相手が女性だから――ではない。

　そんな気き遣づかいを必要としないほど、スズカ・アマキという女は高い戦せん闘とう技能を有していた。

　それどころか、下手に手加減をすれば、自分の方が危あやういと感じさせるほどである。

　問題はそんなものではないのだ。

　彼女は、ヤマトの大使館に属する、駐在武官である。

「やりすぎて」しまえば、国際問題に発展しかねない。

「ちっ！　普段と勝手が違うからやりづらいわ！」

　だが、それはスズカもまた同じようであった。

「なぁネーチャン、マジで退ひいてくれねぇか？　お互たがい、制限付きの戦いは好みじゃねぇと見たが？」

　スズカもブリッツドナーも、武の才覚でのし上がってきたような者たちである。

「思いっきりぶん殴なぐってはいけない相手との戦い」というのは、双そう方ほう、得意としていないのだ。

「ワイルティアの醜聞、その尻尾しつぽだけでも掴んだんだ。俺がここにいるってだけで、上への報告には十分だろ？」

　アプヴェーアの捜そう査さ官かんが秘ひ密みつ裏りに調査をしている。

　それだけで、ダンゴルティノーザ士官学校に、表おもて沙ざ汰たにできないことがあると認めたようなものなのだ。

「そうはいかへんねや。ようやっと、〝平和教〟の連中の情報が手に入りそうやねんから」

「ああ、なるほど。お前さん、そっち狙ねらいだったか」

　平和教とは、大戦後……いや、戦前からアンダーグラウンドで暗あん躍やくしている、過激思想家たちのことである。

　たちの悪いことに、彼かれらの活動内容は、「自国を滅ほろぼすために、他国に協力する」としか言いようのないやり口なのだ。

　例えば、戦車なり戦せん闘とう機きなり猟りよう兵へい機きなどの兵器は金食い虫だ。

　兵器である以上、どうしても高額となる。

　それをもって「兵器に使う金があるなら貧しい者にパンをよこせ」と叫さけぶ。

　ワイルティアのみならず、十年の大戦が終わって間もない状態、社会保障が追いついていないのは事実。

　しかし、かといって国防のための軍備を疎おろそかにすれば、貧しい者も富める者も、等しく命を失う。

「連中はともかく、目先のことばかり言うからなぁ……というか、わかりやすい構図にして責め立てる。そうすれば、〝正義と平和の戦士〟でいられるからなぁ」

　疲れたようなため息を、ブリッツドナーは吐ついた。

　国土や国民の生命、財産を守るには、軍備は不可欠である。

　だが彼らはそれを「無む駄だ遣づかい」と叫ぶ。

　さりとて、貧ひん弱じやくな装備に足りない物資で作戦を敢かん行こうし、戦死者を出せば「人殺し」と言う。

　無から有を生み出せというのかと、叫びたくなる話だった。

「だが、連中のはそれだけじゃすまねぇんだよな」

　ワイルティアは立憲君主制の国家である。

　公王に権力はあるが、それは憲法によって制限されている。

　極論を言えば、いかに公王の命令であろうとも、一いつ般ぱんの国民の権利を侵しん害がいすることはできない。絶対王政の時代とは違うのだ。

　だから、言論の自由が認められている以上、声を上げる事自体は違い法ほうではなく、むしろ健すこやかな民主主義国家の姿なのだ。

　だが、ここからが問題であった。

「連中は異論や反論は一切認めない。自分たちの〝教義〟こそが絶対で、それに歯向かう者たちは、権力者の手先だ、犬だと叫び、弾だん圧あつする……それこそ、異教徒を認めない狂きよう信者のようにな」

　異論反論あってこその民主主義である。

　だが彼らは常に一方的であり、一切耳を貸さない。

　自分たちの崇すう高こうなる思想以外は、邪じや悪あくな陰いん謀ぼうであり、それらを叩たたき潰つぶすことは、罪ではなく、それもふくめて「平和のため」とのたまう。

「美び辞じ麗れい句く……きれい事をお題目にした過激派テロリストなんやよねぇ……」

　スズカも、疲つかれたように言葉を漏もらす。

　目的のためなら手段は選ばない、なのだろうが、その目的が歪ゆがんでいるのだ。

　平和な世界を作るため、というお題目を唱える自分たちを、正しいと認めさせるため、彼らは戦う。

　それは時に、テロリズムと変わらなくなる。

　軍高官や政治家の命を狙うだけでなく、その家族や親族、わずかに縁えんのある者を見つけ出し、命を狙う。

　当然、そんなやり方が正しいなどと思う者ばかりではない。

「なにかおかしい」と、言う者も現れる。

　そんな「異分子」は、排はい除じよされる……いや、ただしくは、総そう括かつされる。

　何度も何度も何度も何度も、暴力をもって恫どう喝かつされ、自分の考えが間ま違ちがっていると、「説得」され「反省」させられる。

　その過程で、大半の者は死ぬ。

　それを、「自分の過あやまちを認め、恥はずかしさのあまり自ら命を絶った」とする。

　もはやそれは思想ではない、宗教に等しい、ゆえに平和教なのだ。

「それでも、自国内で〝カツドウ〟しとる分には、まだよかってんけどな」

　彼らに、国境という概がい念ねんはない。

　なにせ、「平和の名の下に、人類は一つ」という、大変耳みみ触ざわりの良い言葉を放つ者たちである。たとえ敵国だろうがお構いなしに、ネットワークを結んだ。

　その結果、そこに介かい入にゆうする者たちも現れる。

　敵国が平和の名の下に、新兵器の導入を見送ったり、新装備の開発が遅おくれたりすれば、戦略的に有利となる。

　そのため、彼らの支し援えん者しやの中には、かなりきな臭くさいものたちも多いのだ。

「狂信者どもはどうでもええねん。ウチの目的も、その裏で動いとる連中や……せやけど、末まつ端たんの構成員捕つかまえたかて、なにもわからへん」

　自分たちの行いが、世界の平和のためだと信じて疑わぬ者たちが釣つれるだけだ。

「ようやく動きが見えてきてん……サモン・ハンター、その筋では知られた〝カツドウカ〟や」

「なるほどな……アンタらも、連中には困っているわけか」

　彼らのネットワークは、ワイルティアを始めとしたエウロペア大陸圏けんだけではない。

　エイジアでも、その存在は確かく認にんされている。

「なら……協力しないか？」

　ここまで話しながら、二人は、凄まじい攻こう防ぼうを繰り広げていた。

　大地を穿うがつほどの拳と蹴けりを放つブリッツドナーに、それを紙かみ一ひと重えでかわしつつ、ブドーの技をもって地面に叩きつける――という応おう酬しゆう。

　だがここで、ブリッツドナーは停戦を提案する。

「情報は提供する。なんなら尋じん問もんも立ち会え。わかっていると思うが、いかな大使館付きの武官でも、捜そう査さ権けんまではない」

　本来なら、スズカは大手を振ふって捜査出来る立場ではないが、特別講師としてダンゴルティノーザに入り込み、「たまたま偶ぐう然ぜん、目撃した」という体てい裁さいで進めようとしていたのだろう。

「ふぅ……」

　しばし、スズカは考える。

　ブリッツドナーに見つかった段階で、すでにヤマト大使館側の計画は失敗したも同然。

　ならば、ここは同盟国らしく、友好的に事をすすめるほうがよい。

「りょーかいや。そうしまひょ」

「軽いな、アンタ」

　ワイルティアに伝わる、ヤマトの民たみのイメージは、「勤勉で真ま面じ目めで堅かた物ぶつ」なのだが、スズカはやや、その範はん疇ちゆうからズレたものらしい。

「アンタのその口調じゃ……サモンが何者かは、知ってるんだろうな？」

「無論や、世紀の大誤報の仕し掛かけ人にんやからな」

　戦時中、一つの大スクープが、エウロペア諸国を駆かけ巡めぐった。

　それは、「ワイルティア軍が違法薬物を組織的に生成、ペルフェ国内に流し、国内を不安化させると同時に、軍費の一助とした」というものだった。

　無論、それは荒こう唐とう無む稽けいこの上ない話であり、彼が「証言者」としたワイルティアの軍人も、実在するかどうか怪あやしい。

　証しよう拠ことして彼が用意した写真も、軍用の鎮ちん痛つう剤ざいを生成している医薬品工場であった。

「報道関係から追放されとったような男が、なんでまた士官学校の講師になんてなれたんや？」

「そりゃ、本人は最後まで認めなかったからさ。〝ない〟を証明するのは、〝ある〟を証明するよりもっと難しい。それを擁よう護ごする、連中のシンパもいたからな……議会にさえも」

「なんともはや、やるせない話やねぇ」

　どれだけ理屈で「違う」と言っても、「絶対に違うという証拠はない！」などと詭き弁べんを通されれば、裁判や検証委員会でどれだけ誤報だと言っても、感情論で動く者たちの耳には入らない。

　それどころか、サモンは「国家権力に弾圧されながらも自説を曲げなかった」として、英雄として箔はくをつけることになってしまった。

「だが、奴やつこさんに計算違いの事が起こった」

　サモンは、講師として入り込んだ士官学校内部で、徐じよ々じよに生徒たちの間に己おのれの思想を浸しん透とうさせていった。

　そうやって〝信者〟を増やしていき、最終的には、自分の兵隊として持ちうるつもりだったのだろう。

　士官学校ならば、たとえそれが「お嬢じよう様さま学校」と揶や揄ゆされるダンゴルティノーザでも、半分は軍に属する。

　軍内部に、未来の協力者を入れることが出来るのだ。

　しかし、彼の前に、一人の少女が現れた。

「あの黒髪の嬢じようちゃんが、全すべての誤算だったのさ」

　黒髪の嬢ちゃん――ヒルダには、この学園に編入する際、紹しよう介かい状じようが書かれた。

　書いたのは、ワイルティア軍のトップ、エルヴィン元げん帥すいである。

　彼の行動に、なんの意味もない。

　ただ、「事情のある子なので、配はい慮りよを頼たのむ」と書いただけである。

　先の反乱事件で、元親衛隊の一員でありながら、複雑な経けい緯いを辿たどり、反はん攻こうのきっかけを作った少女を、慮おもんぱかってのことであった。

「だが、元帥ゆかりの者が入り込んだってのは、弱よわみのあるやつからすれば、脅きよう威いこの上ない」

　サモンら平和教一派は、彼女を査察のために送り込まれた密みつ偵ていだと疑った。

　そこで、くだらない幽ゆう霊れい話ばなしを立ち上げ、彼女の視線を変えようとしたのだ。

「なるほどなぁ……それでアンタは、逆にその機会を利用し、裏でなにか企たくらんでいるサモンの尻尾をつかむために入り込んだいうわけか」

「その通り」

　スズカに言われ、ブリッツドナーは頷うなずく。

「ついでに、あの嬢ちゃんもこっそり護衛してたんだぜ？　体型まで変えてな」

「なるほどなぁ……せやけど」

　そこまで話したところで、スズカは口元に手をあて、困ったような顔をした。

「あの子、今かなりピンチっぽいで？」







　再び、場面は講堂に――

「まさか、軍の教育機関に入り込んで、革命軍の真似まね事ごとをするなんて、考えもしなかったよ」

　サモンの陰謀を暴あばいたヒルダ。

　彼女がサモンを疑った最大の理由は、彼の一言からだった。

「僕ぼくは君の味方」――

　この言葉を放つ者は、大たい抵ていが、相手を利用しようとする者だ。

　彼女を今まで、これでもかと言うほど利用したあの男に比べれば、サモンなど三さん文もん役者も同然である。

「なるほどな……やはり君は……元帥の送り込んだスパイか？」

「んなわけあるかい！　バカどもが、バカばっかやってるから、なんでもかんでも無駄な勘ぐりするんだ！　それにしても……」

　ヒルダの視線が、講堂に集まった生徒たち……サモンの〝信者〟たちに移る。

「オマエは、ボクの監かん視し役だったんだな」

　そばかす顔の、あかぬけない、だが憎にくめない顔立ちの少女、リーリエに移る。

「ヒルダ……これは……」

　校内で唯ゆい一いつ、ヒルダとまともに接してくれた相手もまた、そうあるように仕向けられた一人だった。

「残念だ……ボク、初めて友だちができたと思ったんだけどな」

（さすがにちょっと、つらいなぁ……）

　あの男が、鉄仮面までかぶって自分を欺あざむいたあの日のショックを経験していなければ、さすがに泣きそうになるところだった。

　心の痛みは、悲しいかな、なれることが出来るのだ。

「なるほど……つまり君は元帥のスパイじゃない……つまり、後ろに兵隊を引き連れてきたわけじゃない……んだね？」

　サモンは、含ふくむような言い方で確認した。

「ああ、だから……もうこんなバカ騒ぎやめろ！　国家反逆罪が、どんな重い罪か、わかっていないのか？」

　国家は、最大限、国民の権利を尊重する。

　たとえ政府に反する発言をしようが、抗こう議ぎ運動をしようが、それが認められている権利の内ならば、手出しはしない。

　小石程度なら、いくら投げられても、ただ黙って打たれ続ける。

　だが、権利の範疇を超こえたとき、国家は動き出す。

　なぜなら、国家は国民を守るために存在しているのだ。

　一部の〝市民〟を称する者の行動が、他の国民の権利を侵害し、それが国益を損そこなうと判断した時、彼らは敵となる。

　国家は、国家の敵に容よう赦しやはしない。

「ガキの遊びじゃすまなくなるぞ、オマエら！」

　ヒルダは生徒たちに思いとどまらせようとしたが、反応は、酷こく薄はくなものだった。

「うるさい黙れ！」

「お前になにがわかる！」

「体制におもねった飼い犬が！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらしが返ってきた。

　ここに集まった生徒たちが、なんでサモンのような男を崇あがめるのか、ヒルダには理解できな――くもなかった。

　彼らは、多感な時期に、親元を離はなれ、集団生活をしている。

　そんな中では、外とは異なるルールで、場を乱すことを許されない空気で生きることになる。

　それに反すれば、それこそ、元親衛隊として距きよ離りを置かれた自分のようになる。

　その抑よく圧あつの中、「かわいそうに」「君は何も悪くないのに」「君は本当は優やさしい人間なのに」と言われれば、相手を自分の理解者のように感じてしまう。

　その果てに、「私は君の味方だよ」と言われれば……

（こいつらは、ちょっと前までのボクだな……）

　あの男に操あやつられ、あの男の存在が自分の全てだった。

　彼らは、あの男の下げ僕ぼくであった頃の、自分なのだ。

「そんな脅おどしに、我々は屈くつしない。平和のため、自由のため、我々は自分の信念を貫つらぬくのだ。なぁ諸君！」

　寄りかからなければ、自分を保つことができない者たちの背中を、サモンは容赦なく押おす。

「我々は屈しない!!　我々は屈しない！　弾圧する者には、毅き然ぜんたる態度をもって抵てい抗こうする！」

　その声を合図に、生徒たちは銃じゆうを構え始める。

　それは、訓練用に使用される、型遅れの旧型銃。

　二世代前のシロモノだが、銃じゆう弾だんは出るし、当たれば人を殺せる武器だ。

「どこまでバカだオマエら……わかってるのか、人を殺すってことが!!」

　叫さけびながら、ヒルダはかつての自分の愚おろかさを再さい認にん識しきした。

　つい数ヶ月前まで、彼女は、銃じゆう口こうを人に向けることに、なんのためらいもなかった。

　だが、あの感謝祭の夜、人の頭ず蓋がいを弾だん丸がんが貫く光景を目もく撃げきした。

「死んだら……終わりなんだぞ……？」

　そして、かつて呼吸するように人を殺し続けてきたがゆえに、その過去に縛しばられ、苦しみ、悩なやむ一人の狼おおかみだった男を見た。

「殺したら……終わりなんだぞ……？」

　一人の人間の、想像を絶する苦痛と悔かい恨こんの日々を、そして、その中でようやく見み出いだした希望を、いともあっさり、一発の銃弾は摘つみ取とれる。

「黙れ！　この権力者の犬が！」

「俺たちは信念と覚かく悟ごをもって立ち上がったんだ！」

　ヒルダの叫びを、銃口を向ける生徒たちは聞きもしない。

　それどころか、「そんなことをすれば犯罪だぞ、警察に捕まるぞ」程度にしか認にん識しきしていない。

　そうではない。そうではないのだ。

　覚悟だの、信念だの、そんな言葉は、生易しく使っていいものじゃない。

　それこそ、その果てに、人がましい死に方もできず、歴史に敗者として記され、永えい劫ごうに愚ぐ者しやとして語られるほどの屈くつ辱じよくに、甘あまんじられる者だけが語れる言葉だ。

　ハイドリゲのように、ルートのように、ゲーニッツのように。

　いいやつも、悪いやつも、どちらでもないやつも、みんな、本気で生きていた。

　借り物の言葉に、自分を預けたりしなかった。

「このバカ野や郎ろうどもが！」

　ヒルダの最後の叫びを合図にしたように、銃じゆう声せいが一いつ斉せいに轟とどろいた――

「え…………」

　無数の弾丸は、ヒルダの体を貫き――は、しなかった。

　それどころか、彼女は傷一つ負わなかった。

　なぜなら、その直前に、駆け寄よったリーリエが、彼女の盾たてになるように覆おおいかぶさり、その身に、全ての弾丸を受けたからだ。

「え……なんで……リーリエ……バカがオマエ……？」

　ただの監かん視し役やく、自分を見張るだけの役割だった少女が、なぜ自分を守ったのか、ヒルダは、最初理解できなかった。

「友達……って、言ってくれたから……」

　倒たおれるリーリエは、ヒルダの腕うでの中で、小さくつぶやいた。

「何言ってんだよ……」

　やはり、ヒルダにはわからなかった。

「私も……ともだち……はじめて……」

　わからなかったが、眠ねむるように目を閉じたリーリエを前に、涙なみだが溢あふれ出だす。

　偽いつわりだらけ、欺ぎ瞞まんだらけの中、たったひとつ、本物があったことを、知ったから。

「リーリエ！　バカ!!　死ぬなバカぁ!!」

　ヒルダは叫ぶ。

　また自分の前で、自分の知る者が死ぬ光景を見る。

　それはあまりに、辛つらく苦しかった。

「あれ……？」

　しかし、そこで彼女は一つの奇き妙みような事実に気づく。

　リーリエは銃弾の斉せい射しやを浴びた。

　死んでいておかしくないし、仮に死ななかったとしても、血の一滴てきくらいは流れるはずだ。

「なんで？」

　しかし、リーリエの傷口からは、何も流れ出ていない。

　それどころか、着ていた衣服に弾痕は付いたが、その下の体には銃弾はめり込むこと無く、防ぼう弾だん壁へきに当てたように、ひしゃげて潰つぶれている。

「おい……？」

　それどころか、それどころか、リーリエは無言で、ゆらりと立ち上がる。

　死にかけの者の動きではない、それどころか、人の動きでもない。

　足首の力だけで、体を持ち上げるような立ち上がり方。

「オマエ……リーリエ……なんで……オマエの目、赤いの？」

　見覚えのある目の色であった。

　あのルート・ランガートに仕える、銀ぎん髪ぱつのウェイトレスのように。

　あのベルン潜せん入にゆうの際に現れた、赤髪の少女のように。

　真っ赤な、瞳ひとみ――

「疑ぎ似じインターフェイス解除……緊きん急きゆう事態と認識、要一種警護対象、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンの生命身体の保護を最優先……」

　声とは、同じ口から発せられた同じ音でも、ここまで変わって聞こえるものかと、ヒルダは思った。

　立ち上がったリーリエの口調は、静かというよりも、冷たく無機質な、まるで、機械の音声のようであった。

「七十五秒に限定し、第二次までのリミッターを解除！」

　そして、意味不明の文言を、呪じゆ文もんのように口にしたと思ったら、次の瞬しゆん間かん、ヒルダは凄まじい力に引っ張られ、宙を舞まう。

「のおおおおおおええええええっっ!?」

　講堂の高さは、およそ十メートル。

　通常の建物ならば、三階相当の高さがある。

　その高さを、リーリエはヒルダを抱かかえたまま一跳とびし、それどころか、屋根を足場にして、さらに飛んだ。

「ひょはああああああああああっっ!?」

　なにが起こったか分からぬヒルダは、ただ叫ぶだけであった。

「なんだああああああ!?」

　そしてそれは、壇上から勝かち誇ほこっていたサモンも同様であった。

　屋根を蹴り、急降下爆ばく撃げき機きのように迫せまるリーリエの靴くつ底ぞこが、凄すさまじい速さで迫ったかと思うと、そのまま顔面を踏ふみつけるように蹴りつけた。

「ぷぎゃっ！」

　豚ぶたのような声をあげ、そのままひっくり返る。

「さ、サモン先生!?」

　一拍ぱく遅おくれて、〝信者〟の生徒たちが振り返る。

「敵総数四十七名……無力化を開始……」

　ボソリと、リーリエがつぶやく。

　なにが起こったのか、どういうことなのか、ヒルダにはわからない。

　わからないが、もし彼かの女じよが、自分の知る、スヴェンやレベッカと「同質」のものであるとしたら――

「殺すな!!」

　それだけは言っておかねばならなかった。

「了りよう承しよう」

　それだけ返すと、リーリエはさらに駆ける。

　ヒルダを抱だきかかえたまま、両手が塞ふさがっているので、脚あしだけで、攻こう撃げきをくわえる。

「がっ!?」

「なに……！」

「うぐっ……！」

　風のように駆け、生徒たちの間を走はしり抜ぬけるだけにしか見えぬ速度で、彼女は蹴りの一いち撃げきを放つ。

　一人一撃、たったそれだけ。

　ただし、一発一発は重く、食くらったものはもれなく、手か足かの骨をへし折られた。

「い、痛いよォ～！」

「折れてる、これ折れてるよ!?」

　泣なき叫び、混乱する生徒たち。

　片かた腕うでが折れた程度でも、片足が折れた程度でも、まだ銃を撃うつことは出来るだろうに、彼ら彼女らは皆みな、武器を放ほうり出し、己おのれの体の痛みに大おお忙いそがしであった。

　若き平和の戦士たちは、いともあっさり瓦が解かいした。

「あららら～……なんや、終わってるやん」

　そして、今いま更さらながらに、スズカとブリッツドナーが到とう着ちやくする。

　彼らの手をわずらわせるまでもないほど、あっという間に事態は鎮ちん圧あつされた。

「オイ、ヤマトのネーチャン、あらどういうこった」

「あ～……アレなぁ。アンタんトコの博士からのもらいもんやねんけどな」

　先の反乱事件の際、ヤマト大使館は、秘密裏に王宮奪だつ還かん作戦に協力した。

　その際の見返りとして、超ちよう法ほう規き措そ置ちでワイルティアの最高機密である人間型猟兵機のプロトタイプを譲じよう渡とされたのだ。

「ただな、アレ、コミュニケーション能力がいまいちいうかな？　どうも作りモンすぎたんよね」

　プロトタイプは、基き礎そ的てきな性能こそ、スヴェンやレベッカに匹ひつ敵てきするものがあったが、いかんせん、〝心〟が未発達であり、自じ我がを得るには至らなかった。

　そのせいで、対人反応が、どうしても機械的に過ぎたのだ。

「せやからあの博士にお願いして、疑似インターフェイス搭とう載さいしてもろたんよ」

　疑似インターフェイスとは、従来の人間型猟兵機が、〝心〟を有し、感情をもって作る表情や仕草を、擬ぎ似じ的てきに再現する機能である。

　それらはただの「このような状じよう況きようではこのようにする」というプログラムの組み合わせにすぎない、「笑っているようにみえる」であって、「嬉うれしい」ではない。

「んでな、そのテストと、より豊富なデータを取るためにな、同じくらいの年とし頃ごろの子がおる場所に、潜せん入にゆうさせてん」

「まさか、そのついでに、諜ちよう報ほう活動と、あの黒くろ髪かみの嬢じようちゃんの身辺を調べさせたりしたのか？」

「あったり～」

　人間型猟兵機は、ダイアンに裏の目もく論ろ見みはあれども、その表向きの開発理由は、諜ちよう報ほう索さく敵てき、並びに潜入捜そう査さである。

　そういった意味で言えば、スズカの行ったことは理にかなっているが……

「実戦でテストとデータ収集を兼かねるって……無む茶ちや苦く茶ちやしやがる」

「ええやん、結果オーライやったんやし」

　呆あきれるブリッツドナーに、スズカはいたずらっぽく笑う。

「それにしても……なんか様子おかしくねぇか？」

　無数のうめき声が響ひびく講堂の真ん中で、ヒルダを抱きかかえるリーリエ。

　その顔に、わずかに赤みがさしている。

「ヒルダ……もう大だい丈じよう夫ぶだよ、あなたをいじめようとした人たち、みんなやっつけたから、もう安心して」

「あ、うん……えっと……ありがとう……う～んと……」

　事態が飲み込めないヒルダは、とりあえず感謝の言葉を返すが、それよりも、さしせまって問題となるものがあった。

「あのさ、えっと、リーリエのままでいいんだよね？　あの、ちょっと顔近いかな？」

　顔を赤らめたリーリエ、吐はく息も当たらんばかりに、ヒルダに顔を近づけている。

「ヒルダ……私、こんな気持ち初めてなの……あなたを守れって、マスターからの命令だったけど、そんなの関係ない……あなたが死んじゃうかもって思ったら、私の中にすごいノイズが走ったの」

「の、ノイズってなに？　えっと、だからね、近いから顔が、一いつ旦たんおちつこ？」

　ヒルダは離れようとするが、彼女は未いまだに抱きかかえられたまま。

　ジタバタと手足を動かすが、リーリエの手はほどけない。

　大切な宝物を、決して手放さないと、優しく、それでいて強く、抱いている。

「ヒルダ……かわいい……」

「近いから、顔近いからー!!」

　二人の間に漂ただよう、なんとも言えない空気を前に、スズカとブリッツドナーはただじっと、静観していた。

「あれ、どうなってんだ？」

「あれれれ～……しばらく見ん間に、随ずい分ぶん情じよう緒ちよ豊かになっとるなぁ」

　リーリエこと、プロトタイプは、自我が芽生えず、〝心〟が生じなかったことで、「欠けつ陥かん品ひん」の烙らく印いんを押おされた。

　だが、スズカにも、ブリッツドナーにも、ましてや造ぞう物ぶつ主しゆたるダイアンにも予想外のことだったのかもしれないが、彼女の中には、無数の〝心の欠片かけら〟とでも言うものがあった。

　それが、同年代の少年少女の中で過ごすことで、撹かく拌はんされ、固まり始め、そこにヒルダの一言が核かくとなり、急激に一つの自我となって結合したのだ。

　人間とは社会性を持った動物である。

　自分をどう思うか、だけでなく、周りがどう見るか、によって、その存在は形成される。

　スヴェルゲン・アーヴェイが、ルート・ランガートと出会ったように。

　レベッカ・シャルラハートが、エーリッヒ・ブリッツドナーと出会ったように。

「友だち」――

　機械人形の自分を、友人として見てくれた少女によって、プロトタイプは、〝リーリエ〟という、〝個〟を得たのだ。

　今のリーリエは、卵の殻からを割って、顔を出したばかりの雛ひな。初めて見たものを親と思うように、ヒルダに対して、強い思いを抱いていた。

「ヒルダ……好き……♡」

「待って待って待って待って――――」

「ちゅっ」

　ヒルデガルド・フォン・ヘッセンは、この冬、十六歳になった。

　恋れん愛あい経験はない、処女である。

　そして、その唇くちびるも、誰だれかと触ふれ合あわせたことはない。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！！！！」

　声にならない悲鳴がこだました。

「なぁ、あのむすめの名前って、お前が名付けたのか」

　見てられないとばかりに、ブリッツドナーは顔を手で覆おおいながら、スズカに尋たずねた。

「せやよ。ウチの家の家か紋もんやねん、百合の花リーリエ」

　骨を折られうめき声をあげる生徒たち。

　ショックのあまりパニックを起こし叫びまくるヒルダ。

　この上なく幸せそうなリーリエ。

　そして――

「く……ううう……鼻が、チキショウ……潰れた……」

　ボタボタと鼻血をこぼしながら、這はいずるように逃にげるサモン。

「おっと、忘れてた忘れてた」

　その前に、ブリッツドナーとスズカは立ちはだかった。

「今のところ国家反逆罪というか、凶きよう器き準備集合罪どまりだが、それでも逮たい捕ほする理由としちゃ十分だ。これから取り調べで長い付き合いになりそうだな」

　サモンは、今まで巧こう妙みように、自分のシンパや支援者の力を借り、その尻尾しつぽを掴つかませずにいた。
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　しかし、身み柄がらさえ押さえれば、もはや逃げ切きることは不可能。

　彼が今まで犯おかしてきた、「平和のためのカツドウ」の馬ば脚きやくが顕あらわになるのも時間の問題だろう。

「黙だまれ、そこを退けぇ！」

　激高するサモン、無理やり押し通ろうと、まだしも力押しがしやすそうなスズカに腕を振るう。

「あらいややわぁ」

　しかし、その相手は、「触れるもの全てを戦せん闘とう不能に出来る」ほどの武の使い手、一いつ瞬しゆんの後に、サモンの手は本来なら曲がらない方向に捻ねじ曲まげられる。

「あ、あひゃああああ!?」

「これで後、婦女暴行未み遂すいもプラスやね」

　肩かた、二にの腕うで、手首に至るまでの関節を、同時に外され、床ゆかをのたうちまわるサモンを見下ろしながら、スズカは言う。

「き、キサマらァ……わかっているのか、これは思想弾圧だ!!　自由と平和を求める者を、力ずくで体制側の人間が弾圧したのだ!!　これはあきらかな人権問題だ！」

　関節を無理やり外されれば、ともすれば骨折以上の激痛が走る。

　なのに、サモンは涙なみだと鼻水とよだれを撒まき散ちらしながらも、舌を回す。

　舌先三寸だけで平和教の有力者になっただけのことはある。そこだけは、感心できる部分だった。

　だが、あくまでそれだけ――

「バカ言ってんじゃねぇよ。テメェが自由と平和を求める者？　笑わせるな」

　サモンがやったことは、子供らを扇せん動どうし、自分の私兵にしようとしただけである。

　彼かれらは、自分がなにをしようとしたのかもわかっていない。

　スケールだけはデカい話に乗っかり、自分たちは世界の真実を知る者だと、特別な者だと囃はやし立たてられただけ。

　そして、サモンがしたことはそれだけだ。

「お前がしたことは、お前に反論したあの黒髪の嬢ちゃんを弾だん圧あつしようとしただけだ。武器も持たず、徒党も組まず、たった一人で『やめろ』と説得に現れた小こ娘むすめを、殺そうとした」

　弾圧者というならば、それこそサモンこそが弾圧者である。

「うるさい！　キサマらのような、権力者の犬どもがなにを言う！」

　しかし、サモンは悪びれない。むしろ、未だに自分は「正しい側」と思っている。

　理り屈くつは通じない。

　自分たちは正義であり、異論を唱える者は、異常な存在だから、聞く必要はない。

　排除してもかまわない。殺してもかまわない。

　だって自分たちは、平和と自由のために戦う者たちなのだから――

「楽なもんだな。感情任せで鳴き喚わめいてりゃ自分が何者かになれたと思えるんだからよ……俺おれが犬なら、テメェは豚だ」

「なっ………！」

　みるみるうちに顔を真っ赤にするサモン。

　その形相は、痛みなど忘れ、目の前のブリッツドナーに激しい憎ぞう悪おをたぎらせていた。

「このままですむと思うなよ……」

　そして、不気味につぶやいた。

「我々の同志は、各地にいる……お前たちや……あの黒髪の小娘の素す性じようも、すぐに突つき止とめてやる……親類縁えん者じや、友人知人……無事ですめばいいなぁ……」

　下げ卑びた笑いを上げ始めた。

「悪いのはキサマらだ……我々は平和と自由のために戦っている……その我々に逆らう者は、平和と自由の敵だ……」

「いやいや、アンタらが世界の平和と自由の代表者って……誰が決めたん？」

　思わず突っ込むスズカだったが、「平和と自由の代表者」を気取る者は、聞く耳を持たない。

「黙れ黄色い猿さるが!!」

　それどころか、肌はだの色で「平和と自由」は差別されるらしい。

「はぁ～～～………」

　そんなサモンの姿に、ただただ、ブリッツドナーは呆れ果はてたようにため息を吐いた。

　そして、これだけはしたくなかったんだがなぁという顔で、彼に向き直り、言った。

「〝西のアザラシ〟のメイリン・ポー、か……あんた童顔巨きよ乳にゆうが好みなんだな」

「へっ――!?」

　その一言に、サモンは目を見開いて驚おどろく。

「あと、ローラン・ポアールのアンリ・ジャスミン嬢にもご執しゆう心しんか……どこも高級店なのに、よく毎週通えるな？」

　ブリッツドナーが口にしたのは、ベルンにある売春宿の店名であり、そこで働く売春婦の名前であった。

「わかるぜ、男だからな。そういうとこも行きたい気持ちってのは………でもよ、士官学校講師の正当な給金じゃ軽々しく通えねぇよなぁ………」

　これらの店はどれも高級娼しよう館かんであり、軍の佐さ官かんクラスでもめったに通えない。

　貴族や大商人の旦だん那なさん方で、ようやっと「馴な染じみ」になれるレベル。

　そこに、サモンは毎週、ときには二日とおかずに通っているのだという。

「そんなお高い店ですのん？」

「高い高い、店にだけじゃねぇ、服や宝石花束と、嬢への贈おくり物ものは欠かせねぇし、付き人や他の従業員に付け届けは基本だ。一回通うだけで……こんくらいじゃね？」

　尋ねるスズカに、ブリッツドナーは指を数本立てて、推定金額を掲けい示じした。

「うっわ、なんですのんそれ!?　ウチの月給三ヶか月げつ分やないの！」

　その実態は単純にして明快である。

　サモンは、「活動協力費」「支し援えん金きん」などなど、様々な名義で、彼らのもとに流れてくる、平和と自由を愛する善良なる一いつ般ぱん市民が託たくした金を、横領していたのだ。

「違ちがう……それは………その……」

　サモンの目が泳ぎ始める。

　このことが明らかになれば、彼は積み上げてきた「圧制者と戦う、自由と平和の闘とう士し」の地位を失ってしまう。

「違うか違わねぇかは、オマエの同志たちが決めるんじゃねぇの？」

　いや、それだけではない。

　異い端たんを排はい除じよすること、狂きよう信しん者しやの如ごとしな、彼のお仲間たちに、糾きゆう弾だんを受けるだろう。

　どこにいようが逃げることはできない。

　親類縁者、友人知人にまで累るいは及および、彼は社会的に抹まつ殺さつされる。いや――

　物理的にも、殺されるだろう。

　今までも彼は、同様の目にあった者たちを何人も見てきただろうし、関かかわってきたのだから。

　平和と自由のための資金に手を付けたから、ではない。

　平和と自由のために戦っています、というお題目に泥どろを塗ぬった。

　それが、罪となるのだ。

「た、助けてくれ……!!」

　顔を真っ青にして、サモンはすがりついてきた。

「お前らの知りたいことはなんでも話してやる！　だから、僕を保護しろ！　証人の保護はお前らの義務だろ、そうだろ!!」

　証人保護プログラムというものがある。

　特定の組織に属する者が、その組織に不利となる証言をし、報復される場合に備え、時には新たな家、仕事、戸こ籍せきまで国家が用意して保護する制度がある。

　さっきまで犬と呼んだ者に、節操もなく助けを求めはじめた。

「ま、そりゃ保護するがよ……」

　もはや呆れはててなにも言えないという顔で、ブリッツドナーはさらに深くため息を吐いた。

「宮仕えは辛いとこやな、お互たがい」

　察するように、スズカが言う。

「しょうがねぇよ。こんなヤツでも、ワイルティアの国民だ。国に雇やとわれている以上、守らなきゃいけねぇんだよ」







　かくして、事件は終息する。

　今回の事件は、無関係の一般生徒にまで危害が及ばぬよう、表おもて沙ざ汰たにはされなかったが、ダンゴルティノーザ士官学校は廃はい校こうとなった。

　サモンの〝信者〟であった生徒たちは、逮捕されることはなかったが、一定期間保護観察処分となり、当然だが、軍関係の教育機関への編入は不許可となった。

　廃校後、校舎は、中世期の貴族文化の博物館となる。

　ちなみに、納骨堂の地下に、首狩り公こう爵しやくザルトバルの遺品などはなかった。

　そもそも、地下室自体なかった。

　名めい誉よ館長として、校長のアレクサンドル（以下略）校長が就任。

　さほど歴史的に価値もなく、見ごたえもなく見る価値も薄うすい展示物のうんちくを、一日に一人か二人来るか来ないかの来館者に、頼たのまれもせずに披ひ露ろうしている。

　サモンは、いくつかの情報をアプヴェーアに提供した後、その見返りとして、同志たちの追つい跡せきを逃のがれるべく新しい戸籍を得て、ワイルティアの植民地の一つに、家付きで高飛びした。

　なんでも、顔の整形まで希望したというが、真しん偽ぎは不明である。

　そして、ヒルダはというと――




「ざわざわざわ……」

「ごにょごにょごにょ……」

「ぼそぼそぼそ……」

　ダンゴルティノーザとは別の、ベルン郊こう外がいにある士官学校のとある教室。

　生徒たちは、席に着くヒルダを遠巻きに見つつ、ヒソヒソと囁ささやいている。

（なんでこんなことになったんだよ……）

　元親衛隊という凶きよう状じようゆえ、だけではない。

「前の学校を廃校に追いやった極きわめ付つきの問題児」としてである。

　ダンゴルティノーザ廃校の原因がぼかされたままに終わった結果、ヒルダがその元げん凶きようとして広まってしまったのだ。

「あれが……学校を潰つぶした……」

「ちっさい体だけど、東洋の武術の達人なんだって……」

「え、俺は軍の諜報機関のエージェントだって聞いたぞ？」

　半はん端ぱに真実が混ざるものだから、余計にたちが悪かった。

　問題なのはそれだけではない。

　反乱事件の後、ようやく平へい穏おんな学生生活を送ると思っていた彼女が、またしても騒そう動どうに巻き込まれたと知って、様々な大人たちが、慮おもんぱかってくれた。

「ああ、あの小娘が……大変だな。また紹しよう介かい状じようを書いてやるか」

　ワイルティア軍元げん帥すいエルヴィンが、またしても一筆「挨あい拶さつ」をしたためた。

「あ～～～、あの嬢ちゃんか……一言挨拶の電話くらいしておくか」

　ワイルティア有数の大企業「ビリオンズ」の会長、ジェコブの祖父にして、ブリッツドナーの父、シャイロックが直々に「お願い」をした。

「ふむ、あの時の娘か……知らぬ仲でもないし、『よきように』と伝えておいてくれ」

　ワイルティア公王、ヴィルヘルム三世が、めったにしない「要よう請せい」をした。

　これら、一国のＶＩＰたちの善意が、余計に事態をややこしくする。

「あの子、エルヴィン元帥の隠かくし子ごらしいわよ」

「いや、あの『銭ぜにゲバ』シャイロックの孫だって噂うわさだぞ」

「違う違う、公王陛下の腹はら違ちがいの妹なんだって」

　話がどんどんどんどん、膨ふくれ上あがってしまった。

　だが、ヒルダに言わせれば、それらはまだ、マシだった。

　もう一つの問題に比べれば……

「ヒルダったらどうしたの、怖こわい顔しちゃって。可愛かわいい顔が台無しよ」

「リーリエ……オマエ、なんでいんの？」

　何故なぜか、ヒルダの転校先に、リーリエも付いて来たのだ。

「そんなの決まってるじゃない……」

　夢見るような眼まな差ざし、かつ紅潮した頬ほお、手を組みながら、リーリエは言う。

「私たち、お友だちだから」

　ヒルダは知らないが、本来は、ヤマトの「所有兵器」であるリーリエ。

　彼女のパーソナリティを育成するのに、学校という環かん境きようは有効だと判断され、継けい続ぞくして通学することになった。

　だがその際に、本人からのたっての希望で、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンと同じ学校、同じクラスの、隣となりの席となった。

　管理官でもあるスズカは難色を示したが、なにせリーリエ、「聞いてくれなければ今すぐここで腹かっさばいて自壊します」とまで言うのだから、聞かざるを得なかったのだ。

「はは、ははは、ははははは………」

　疲つかれた笑い声を上げるヒルダ。

　リーリエの正体はともかくとして、彼女は決して悪人ではない。

　それどころか、身を挺ていして自分を守ってくれて、戦ってくれた。

　彼女が自分を友だちだと思うのは認めるし、自分も、友だちであるのならば、なんの問題もない。

　しかし、リーリエの瞳に、時折混ざる赤い光は、あきらかにその範はん疇ちゆうを超こえているように思えて、仕方がなかった。

「ヒルダ、ヒルダは将来なにになりたい？　私はね、ずっと、ずぅ～っと、ヒルダのお友だちでいたいなぁ～♡」

　隣の席に座すわり、椅い子すを近づけ、体を密着させ、甘えるネコのようにリーリエは尋ねる。

「ボクは……ボクは……フツーの女の子になりたい……」

　心からの魂たましいの発はつ露ろであった。

　ちなみに――この先ヒルダは、各地の士官学校内で起こる様々な問題、事件、難題に巻き込まれ、「親友」リーリエとともにそれらを解決していくことになるのだが……。

　それはまた、別の機会に語ることとしよう。







第二章「ある保守点検作業員の独白Ⅱ」







　私の名前は、ダイアン・フォーチュナー。

「神」の去った世界で、戻もどってこない「神」のために玉座を磨みがき続ける、世界で最も意味のない保守点検作業員。

　何億秒もの意味のない時を過ごしていた私は、たまたま、一人の赤あかん坊ぼうを拾う。

　滅ほろびたエウロペア帝国の、奇き跡せきの生き残り。

　私にこれを育てる義務はないし、権限もない。

　だが私は保守と点検の他に、この「塔とう」の人間を保護する義務がある。

　本来ならば、「塔」の管理責任者に伝え、あとを任せるべきである。

　だが、この「塔」の中で動く者は私だけだ。

　ならば、何者かが――この赤ん坊を任せるに足る存在が現れるまで、私にはこの子を保護する義務が発生する。

　ならば、私は彼の生命を維い持じできるよう、必要な栄養分を摂せつ取しゆさせる必要がある。

　ならば、私は彼が排泄をした場合、自己でその処理ができない彼に代わって、彼の排泄器官を清せい浄じように保つ義務がある。

　ならば、私は彼の体温低下によって生命が失われる危機を回かい避ひするべく、体温を下げないよう、衣服をまとわせる義務がある。

　ならば、私は孤こ独どくに泣き叫さけぶ彼の精神的均きん衡こうを守るため、安あん眠みんを促うながす音楽を口にする義務がある。

　必要なものは全て用意できた。

　プラントは生きている。

　古いにしえの帝国の産物。

　水と空気と光から、あらゆる物質を作り出す。

　食べ物だろうが、飲み物だろうが、衣服だろうが、ベッドだろうが、シーツだろうが、振り回すとガラガラと音を立てるおもちゃだろうが――それらの製作には、設計図が必要だが、幸いそのデータも残っていた。

　なにも問題なく、私は彼を保護する義務を果たすことができた。

　迎えに来る者などいるわけもない時を、三億千五百三十六万秒――およそ十年ほど過ごした。

　正直に言うと、少し、いや、だいぶ……楽しかった。

　なにせ私は、ずっとずっと、千年前のものを、変わらず維持することだけをやってきたのだ。

　それに比べて、なんとおもしろいのか、人の子とは。

　一年もすれば立ち始め、二年もすれば言葉を話し始め、三年もすれば私と意思の疎そ通つうを可能にし始めた。

　五年もすれば、私が「塔」の維持管理のため巡じゆん回かいに向かうと、それに後ろからついてくるようになった。

　なんとおもしろいのか、見ていて飽きるということを知らない。

　そして私は、さらなる義務を果たすことにした。

　いずれ誰かが迎えに来たとして、その際に、彼が問題なく他の者たちと集団の構築をなせるように、知識を与あたえることにした。

　と言っても、私にできることは、この「塔」の中に残されたデータを元にした、古の、とうに滅ほろびたエウロペアの知識だけだ。

　科学、数学、物理学、工学、化学、医学、薬学、天文学まで、思い付く限りの様々な知識を、彼に教えた。

　エウロペアは滅び、外界はどうなったであろう。

　もしかして、一から歴史を積み重ねなおしているのであろうか。

　だとしたら、もしかしてこの子は、世界で最も進んだ段階までたどり着いたものの、誰も継承者のいない叡えい智ちの、たった一人の受じゆ諾だく者しやになったわけだ。

　まぁ、それもどうでもいい。

「ねぇ、なんでエウロペアは滅びたの？」

　ある日、彼が私に問いかけた。

　なるほど、まっとうな疑問だ。

　私は彼に様々な知識を教えた。彼はそれらを貪どん欲よくに吸収した。

　世界の法則を限りなく突き止めた万ばん能のうの力を得た帝国が、なにゆえに滅んだのか。

　疑問に思わぬほうが、おかしい。

「エウロペアは、神を求めた。神とは何か、分かるかね？」

　私は必ず、彼に問いかける形でものを教えた。

　疑問こそが、最も知識を人に刷すり込ませる方法だと、データの中にあったからだ。

「絶対なもの……？」

　彼は、正しく私の質問の意図に答えた。

　宗教的な意味での「神」とは異なる。

「神」とは、絶対なもの、間違わないもの、全てに正しく裁定を下せる者。

「エウロペアは、絶対を求めた。正しく言えば、絶対を担保するものを」

　それが、「正しい」といえば、正しくなり。

　それが「悪い」といえば、悪となる。

　全てを明と暗に分けるもの、全てに白黒をつけるもの。

　もっと言えば、「それが言っているのだから、従わねばならない」と認めさせてくれる存在。

「人では、人を裁ききれない。故に争いが起こり、戦争が起こる。分ぶん裂れつと再結合は、生命のサガだからな」

　だが、それでもエウロペアの民たみは諦めきれなかった。

　絶対への希求、神への憧しよう憬けい、自分たちが、神民であるという栄えい誉よ。

「そこで、エウロペア人は、みんなで神様になったんだよ」

「みんなとは、どういうこと？」

　まったくわからないという風に彼は首をかしげていた。

　無理もない。

　私も、本音で言えば、理解しかねる。

「人間が、人間たりえる部分は、意外に少なくてね」

　遺伝子――人間の体内にある、「ヒトノカタチ」を作る設計図。

　その中で、他の生物とは異なる部分、人を人たらしめている割合は、３％程度だという。

　それと同様に、エウロペアの人々は、精神の中に、純じゆん粋すいな人間の部分が存在すると考えた。

「神とは何かと言われれば、人を超こえたものだ。〝純粋な人間〟だけで構成された人間は、もはや人ではない、超ちよう人じんだ。それこそが神だと結論を出したんだよ」

　エウロペアの人々は、電脳化し、互いの精神を並列化させた。

　一千万を超える人々が、一つにつながり、まるでそれこそ神を降臨させるように、人間の中に僅わずかに存在する〝神〟の成分をつなげ合わせ、ついに「神」を作り出した。

　私たちのいるこの「塔」にある、巨きよ大だいサーバーに鎮ちん座ざした「神」という名の高密度情報体は、全ての人間に完璧で完全で的確な、絶対の回答を授けた。

　エウロペア帝国の国民、〝神民〟たちは、朝起きてから眠ねむるまで――否いや、生まれてから死ぬまで、全てを「神」の言うとおりに生きることで、完全な安あん寧ねいと、完璧な平和を享きよう受じゆする。

　ここに、ついに人々は究極の自由を手に入れた。

「自由を放ほう棄きする自由」――一いつ切さいの選せん択たくからの解放。

「全てを『神』が決めて、人間はその通りに生きる……死ぬまで……」

「そう」

　彼は、どこか、なにか恐おそろしい話を聞いたような顔をしていた。

「そんな国が、なんで滅びたの？」

　再び、彼は改めて、同じ質問をした。

　だが、その言葉の意味合いはやや異なるように感じた。

　そんな彼に、私は問いかけるように、あえて謎なぞ掛かけのように答える。

「決まっているだろう。『神』の怒りに触ふれたのさ」







第三章「聖誕祭の聖女と悪あく魔ま」







　聖誕祭――その起源は、今からおよそ千年前、エウロペア帝てい国こくが突とつ如じよ消しよう滅めつした後、混乱に覆われた世界に現れた、一人の聖女に由来する。

　彼女は秩ちつ序じよを失った世界で、人々を導き、数々の奇き跡せきを起こした。

　その聖女を讃たたえ、エウロペア大陸各国では、年の暮れに祭りを行う。

　旧ふるき年が終わり、新たな年の到とう来らいが、祝福に満ちたものであることを願う祭りである。

　教会では祈いのりの歌が捧ささげられ、家々ではささやかなごちそうを楽しむ。

　そして――







　冬も近づくオーガンベルツに、一人の女がやって来た。

「あんの～、すんませんですけど～」

　妙みように訛なまりのキツイ喋しやべり方かた、どこの田舎いなかからやって来たのかと、田舎町の者にまで言われるほどであった。

「はいはい、どうかいたしましたか～？」

　しかし、彼女の訪おとずれた店の店員は、そんな女に怪け訝げんな顔をすること無く、むしろ旧知の友人が訪れたことを喜ぶように、完かん璧ぺきな営業スマイルで出で迎むかえる。

「あちし、ワザケインさんからのご紹しよう介かいで、この店を取材させていただくことになりました、メアリ・クラリッサともうします」

　女――メアリは、そう言うと、バカ丁てい寧ねいなまでに深くお辞じ儀ぎをする。

「はぁ、ワザケインさん……？」

　メアリの告げた名前を、店員は自身の口で反はん芻すうする。

　その店員は、きれいな少女だった。

　間ま違ちがいなく、美少女というにふさわしい。

　特に、流れるような美しい銀髪と、宝石のように輝かがやく赤い瞳が印象的だった。

「ああ、もすかして、あなたがスヴェンさんですか？　噂通りのべっぴんさんです」

「噂……？　わたくしの名前をご存じですの？」

　そこまで話して、スヴェンは、メアリの言った人物の名前を思い出す。

「ああ、広報課の！」

　以前、飛空船の騒動の際に出会った、ペルフェ総そう督とく府ふの役人の名前である。

「はい。そのワザケインさんから、今回の取材に協力してくださりそうな方をご紹介いただけないかとお願いしまして、んで、こちらのお店を教えていただいたのです」

「ん……申し訳ありません……ちょっと話がわからないのですが」

　いきなり現れた女に、紹介されたと言われても、何をしに来たのか分からなければ対応のしようもない。

　とはいえ、優ゆう秀しゆうな看かん板ばん娘むすめであるスヴェンにとって、相手がパンを買いに来たわけでなくとも、何らかの事情をもって訪れたのならば、丁てい重ちようにもてなすことを是ぜとしている。

「とりあえず、中にお入りくださいませ」

　店内――トッカーブロートの中に、メアリを招き入れた。




　メアリ・クラリッサ――年としの頃ころは二十歳はたちを少し過ぎた頃くらい。

　立派に大人の女性なのだろうが、どうにも野や暮ぼったい風ふう体ていの人物だった。

　ボサボザの髪かみの毛けにぐるぐるの眼鏡めがね、ほっぺは下しも膨ぶくれでそばかすが浮うき――おそらくあまり規則正しい生活をしていないからだろう――そして、着ている服はボロボロのセーターにズタボロのズックと、正直、やや汚きたならしい。

　こう言ってはなんだが、そこらの道みち端ばたに座すわり込んでいたら、かつその前に空あき缶かんが置かれていれば、通りすがりの裕ゆう福ふくな人間がお金を入れていってくれそうなレベルである。

「わたし、グレーテンから来た、モノカキなんでがす、はぁ」

　トッカーブロートの店内には、ちょっとした軽食も楽しめるフードコートのようなスペースが在る。

　そこの椅子に腰こし掛かけ、スヴェンが淹いれた温かな紅茶を口に含ふくみながら、メアリは言った。

「モノカキ……ええっと……」

「へぇ、文字を書いて文章にすることなら、大たい概がいなんでもいたしやす」

「はぁ、なるほど」

　言葉を仕事にしている人間にしては、ずいぶんとクセのある喋り方だなぁとスヴェンが思った……ことを悟さとったのか、メアリは自分から言う。

「でへへ、こちらの方はあんま来ねぇので、言葉良くわからんくて……訛り、キツイでしょ？」

「いえいえ、そのようなことは……ちょっと、特とく徴ちよう的てきではございますけど」

　苦笑いしつつ答えるスヴェン。

　彼女の訛りは、確かにキツイものがあったが、グレーテン出身と聞けば、それも無理はないかと思う話だった。

「グレーテン語でなら、あたすもちゃんと、しゃべれるんですだよ？」

「ええ、そうなのでございましょうね」

　メアリの言葉を、スヴェンは心からそう思い答えた。

　グレーテン帝国――かつては、「日の沈しずまぬ国」と言われるほどの繁はん栄えいを誇ほこり、現在も大国家の一つだが、数百年前はエウロペア諸国の中でも「田舎」扱あつかいが激しかった区域である。

　それでも、その本土を構成する三区域のうち、首都のあるブリトニスならばともかく、グレーテン人からさえも「ど田舎」と言われるオールズ地方となれば、もはや言葉も通じない。

　もしそのオールズの生まれの者だったとしたら、まずグレーテンの標準語を学び直し、次にペルフェでも使われるワイルティアの共用語を習得したのだとしたら、むしろこの程度の訛りで収まっているのは大したものなのだ。

「それで、当店にどのようなご用向きで？」

「ええ、それなんですだども……この街を取材させていただこうと思いまして、はい」

　メアリの職業は、要は文筆業――なんでも彼女はとある雑誌で記者のようなこともしており、ワイルティアに併へい合ごうされた国ペルフェの人たちの暮らしぶりを調べているのだという。

「ペルフェのあちこちも、まだ色々とあるみたいですだな」

「ええ、それは……」

　言われて、スヴェンは少し言葉が重くなる。

　併合後のワイルティアの政策は、決して旧ペルフェ地区に住む人々を弾圧し、虐しいたげているわけではない。

　だが、勝利して呑のみ込んだものと、戦わずして呑み込まれた者とでは、どうしても、意識にずれが出る。

「なんでも、旧ペルフェ人の中には、先祖代々続くペルフェ式の名前を捨て、ワイルティア風の名前に変える者も多いみたいですな」

「らしいですわね……その方が、就職や進学も有利になるなんて言われているそうで」

　現実に、そんなことはありえない。

　事実、ワイルティア政府も、ペルフェ総督府も、ワイルティア人であろうが、旧ペルフェ人であろうが、等しく雇こ用ようするよう、各種法令で定めている。

　だが、定めなければならないということは、定めなくば反する者が出るということの裏返しである。

「上手うまくやっていこうと、されている人もたくさんいるのですが……」

　スヴェンがこの地に来てからだけでも、多くのペルフェ人が、少なからぬ悲しみと怒いかりをもって彼かの女じよの前に現れた。

　一つの国がなくなるということは、その国に住まう人間にとっても、小さなことではない。

「ええ、それをお聞きしたんですだよ」

　暗くなりかけたスヴェンに、逆に明るい顔で、メアリは言う。

「こちらのお店は、地元の方々とも仲良くやってらっしゃると聞きましたもんで……んだで、やって来たんです」

　悲劇を語るだけならば、それで耳じ目もくを集めるのは容易たやすい。

　だが、その現状から、小さくとも希望を見つけ出してこそ、記事として意味がある。

「このお店を、取材させていただけねっすか？」

　メアリが本題を口にしたその時、店の奥おくからひょっこりと顔を出す者がいた。

「スヴェン……？　誰が来ているんだい？」

　現れたのはこの店の主あるじ、ルートだった。

「………………」

　しばし、現れたルートの顔を見て、凍こおりつくメアリ。

「ひょえええええ!?」

　その上で、悲鳴を上げて椅子ごとひっくり返った。

「め、メアリさん!?　どういたしましたの!?」

　慌あわててスヴェンが声をかけるが、メアリはそのままルートから隠かくれるようにテーブル下に引っ込んでしまう。

「こ、これだけしか持ってないですけど……勘かん弁べんしてくんなっせ！」

　そして、震ふるえる手で、財さい布ふを放ほうり出だす。

「こ、交通費だけは……グレーテンの大使館までの交通費だけは許してくんなせぇ……」

　国外旅行者の最後の命いのち綱づな以外は全部差し出す勢いだった。

「いや、あの、えっと……すいません……」

　そんな彼女に、ルートは大変申し訳なさそうに頭を下げた。

　ルートの顔は怖こわい。

　どれくらい怖いかというと、もう大概慣なれ始めたオーガンベルツの住人でさえも、夜道で遭そう遇ぐうしたら腰こしを抜ぬかすほどである。

　冬になり、日暮れが早くなったため、先日も大の男をすっ転ばせたところである。

「つい、知り合いが来たのかと思い……申し訳ない……」

　そんなルートであるが、友人知人の類たぐいはさすがに見てすっ転ぶというところまでは行かない。

　窯かま場ばで作業をしていたら、店内で話し声がして、それが常連客との差さし障さわりのない世間話とは違う様子なので、それこそ、常連のマレーネやジェコブが訪れたのかと思ったのだ。

「えっと、店主のルート・ランガートと申します……」

「ひ、ひええええ……」

　あらためて丁寧に自己紹しよう介かいをしたが、それでもメアリは怯おびえて、顔を合わせてくれなかった。

「あ、主さま？　お気になさらないでくださいませ？　慣れないうちは色々と、アレでございますので」

　ルートに対し、絶対の忠誠と親愛を捧げるウェイトレスなスヴェンが必死でフォローするが、ルートは肩を落とし、落ち込んでいる。

「はぁ、こんなだから、今年は〝悪魔〟になっちゃったんだなぁ」

　力なく、ポツリとこぼした。

「悪魔？　どういう意味だす？」

　その言葉に反応し、メアリがようやく落ち着きを取とり戻もどした。

　ただし、やはりルートから顔をそらしながら。

「ええっと、それはですわね――」

　説明するスヴェン。

　話は、一週間前まで遡さかのぼる――




　営業時間を終え、「CLOSED」の札をかけたトッカーブロートに、丘おかの上の教会のマレーネが訪れた。

「なんの用ですの。お茶なんて出しませんわよ」

「相変わらず……上等ね」

　客だけでなく、ジェコブやミリィなどの、トッカーブロートにはつねに多くの人が訪れる。

　閉店後の僅わずかな時間だけが、スヴェンにとってはルートと二人きりになれる時。

　それを邪じや魔まされて、あからさまに嫌いやな顔をしたのだ。

「この時間じゃないと話せない話があったのよ。お茶とかいらないから、ルート呼んでくれる？」

「どうしたんだいマレーネ？」

　そこに、窯場の後始末を終えたルートが現れた。

「うん、あのね、ちょっとあなたに……っていうか、あなたたちにお願いがあって来たの」

「わたくしたちに？」

　ルートだけでなく、自分にもなにか用があって来たのだとわかり、スヴェンは不思議そうな顔をする。

「そう、もうすぐ聖誕祭でしょ？」

「そういえば、そんな時期だったですわね」

　すでに街のあちこちには、解け切れぬ雪が積もり出し、周囲の山々は一日ごとに白に染まっていく。

「今年ももう終わりですわねぇ」

「早いもんだねぇ」

　おそらく、人類が暦こよみを作ってから、何億回と繰くり返かえしてきたであろうセリフを、スヴェンとルートは交かわした。

「うん、その聖誕祭で、子どもたちに配るお菓か子しを、ルートに作って欲ほしいの。前の感謝祭の時のアーホルン・ヘルブスト……あれ、評判良かったから」

　感謝祭で、ルートは街の人々に請こわれ、皆みなに振ふる舞まう菓子を作った。

　幸福のお守りを意味する馬ば蹄てい形けいに焼き上げ、中に甘あまいメープルジャムの入った特製パンは、あっという間に品切れとなり、「来年も楽しみにしている」と、多くの人々に絶賛されたのだ。

「そんなの――」

　ルートの顔がこわばる。

　これが、彼のことを知らない人間が見たのなら、「そんな面めん倒どうくさい仕事できるか。他所よそを当たれ！」と怒ど鳴なられると思っただろう。

　だが現実は違った。

「やるに決まっているじゃないか！　むしろやらせてくれ!!」

　興奮した口調で、掴つかみかからんばかりに快かい諾だくした。

「何を作ろうかなぁ……クランツかリキュールケーキか……やっぱ、聖誕祭だから、見た目も楽しいのがいいよね。パミエとかどうだろう？」

　ルートはパン職人としての超ちよう一いち流りゆうの腕うでを持っているが、菓子職人としても、一流の腕を持っている。ともに、小麦を使い、砂糖を使い、生クリームやバターを用いる、両者は親しん戚せきのようなものだ。

「そっかぁ……聖誕祭で、子どもたちが俺の作った菓子を食ってくれるのかぁ……」

　幸せそうに、そして感かん慨がい深ぶかそうなルート。

　この、善良にして温おん厚こうなパン屋は、なにが嬉うれしいかというと、自分の作ったものを食べてくれた人の笑え顔がおが、なによりの喜びという男なのだ。

　そして、一年に一度の大切な日に、自分の作ったものが彩いろどりを加える……彼にとって、ある意味これこそが、聖誕祭の贈り物と言ってもいいくらいの話だった。

「あの～……ルート、あのね、実はね、お願いしたいのはね、それだけじゃないの」

「え？」

　言いづらそうな顔のマレーネ。

「どうしましたの？　奥歯に何か挟はさまったような物言いで」

「えっと……ね」

　スヴェンに尋たずねられ、マレーネはようやく語りだす。

「あなたたちにね。聖誕祭の仮装をしてほしいの」

　聖誕祭は、広くエウロペア大陸諸国で行われているお祭りである。

　教会では祈りと賛美歌が捧げられ、各家庭では一年を過ごせたことを感謝し、来るべき新たなる年が良きものであるよう祈り、ささやかなごちそうをもって祝われる。

　その祝賀は、ある意味宗教的なものを超こえ、土着信しん仰こうとして各地に残る。

　なにせ、公おおやけには宗教を禁じているオーガスト連れん邦ぽうのような思想の国でさえ、ご家庭レベルではお目こぼしがされているほど、特別な日なのだ。

　だが、同じ文化風習でも、地域によって、微び妙みように内容が異なる。

「そっか、ルートは知らなかったわね。ペルフェの……オーガンベルツの聖誕祭の内容」

　ルートはオーガンベルツに住み始めて、二年と少し。

　去年も聖誕祭が行われていたが、その頃はまだルートは街の人々に溶け込めておらず、「強面こわもての怪あやしいパン屋」として、避さけられていた時期である。

「去年は、一人で部屋の中でじっとしてたから。具体的にどんな風にお祝いしていたか知らないなぁ」

「主さま……またサラッと、悲しい思い出を……」

　隣でスヴェンが涙なみだぐんでいる。

「たしか聖誕祭って、〝白おじさん〟が家々を回って、子供に贈りものを上げるんだよね？」

　ルートはワイルティアの首都、ベルンで生まれ育った。

　ベルンでは、白い髭ひげを蓄たくわえた恰かつ幅ぷくのいいおじいさんが、子どもたちに大人気となる。

「ペルフェでは違うのかい？」

「うんとね……その〝白おじさん〟に相当する者として、〝聖女〟様ってのが回るの」

「〝聖女〟……ははぁ～ん」

　そこまで聞いて、スヴェンがピンときた顔になる。

「さては、その仮装をわたくしにせよというわけですわね？」

　ワイルティアでもベルンでも、回る人物に違いはあれど、ようは「プレゼントを配る役目」の仮装をする人物が必要ということなのだろう。

「そう、街の自治会でね……この街で一番ふさわしいのはやっぱあなたってことになって」

　マレーネは、教会のシスターではあるが、だいぶマシになった経営事情は厳しい。

　街の人達たちの寄付でどうにか賄まかなっているところもあるため、そのお礼として、様々な行事の実行委員を任せられる事が多い。

　今回も、そういった流れで、聖誕祭で家々を回る仮装をする人を探していたのだ。

「〝聖女〟は、銀色の髪に白い服……あなたにぴったりでしょ？」

「ん～……どーしましょーかしらねぇ～……」

　少し、意地悪な顔で勿もつ体たいつけるスヴェン。

「お願い！　子どもたちのためにも、一ひと肌はだ脱ぬいで！　私じゃ、顔バレしちゃうし」

「はい？」

　言っている意味がよくわからず、問い返す。

「うちの、孤こ児じ院いんの子どもたち……さすがに年長の子はともかく、ちっさな子は、信じているのよ、聖誕祭の聖女様のことを」

　エウロペア諸国で、聖誕祭を祝う土地では、この時期、いたずらをした子供には、決まってこう言う。

「悪い子のところには聖女様が来ませんよ」――と。

　しかし、実際には、いい子にしていようが悪い子にしていようが、大たい抵ていの家では、聖女の代わりに、親が寝ねている間に枕まくら元もとにプレゼントを置く。

「あの子達にはいないから、寝ている間に置いてくれる人が……だから、いい子にしてても、自分たちのところには聖女様が来ないって……それって、悲しいじゃない」

　どれだけいい子にしていても、どれだけ悪い子にしていても、誰だれもやって来ない。

　プレゼントのあるなしではない。

　自分たちが、この世で誰にも気にかけられない者と思うことは、時に心に傷をもたらす。

「むぅ……そういうこと言われると、断りづらいですわね……いや、まぁ、引き受けますけどね！」

「ホント、ありがとう！」

　スヴェンの手を握にぎり、マレーネは、自分の役割を果たせた――ではなく、子供らを喜ばせてあげることができるということに、喜んでいた。

「やれやれですわ」

　喜ぶマレーネの顔を見て、スヴェンも、悪い気はしていなかった。

　日ひ頃ごろ、ルートを挟んで睨にらみ合あうことのある二人だが、それ故ゆえにか、二人の間には、ややひねくれた友情めいたものがあったのだ。

　なにせ、先の事件で、スヴェンがオーガンベルツからいなくなった際、ルートたちが奪だつ還かんに向かった時も、店を守っていてくれた。

　それだけでなく、スヴェンが戻った時、泣きながら抱だきしめてくれた。

　そんな彼女の頼たのみを、断るという選せん択たく肢しは、スヴェンの中には存在しなかったのだ。

「それでね、あと、そのもう一人必要なのよ……」

　再び、言いにくそうな顔になるマレーネ。

　その視線の先に、ルートがいた。

「もしかして……？　俺おれもやるのかい？」

　視線の意味を感じ取ったルートに尋ねられ、マレーネは、大変申し訳なさそうに頷うなずく。

「でも……聖女、だろ？」

　言うまでもなく、ルートは男である。

　仮に女装しなければならないというのなら、もっと適任がいる。

「いや、そうじゃなくてね……オーガンベルツの聖誕祭では、〝聖女〟と一いつ緒しよに……〝悪魔〟も、来るの……」

「あく……ま……？」

　呆ぼう然ぜんとした顔のルートに、マレーネは続ける。

「うん、他の地域と違ちがうのはね……聖誕祭の夜に来るのは、聖女だけじゃないって

ことなの……その……悪い子を連れて行く悪魔がね……いるの」

　ペルフェ地方には、聖なる夜に聖女が現れ正しき者を導き、悪あしき者には滅ほろびを与あたえたという伝承がある。

　そこから広がった風習で、聖誕祭の夜には、良い子には贈おくりものが、悪い子はズダ袋ぶくろに入れて地じ獄ごくへ連れていくと脅おどすというものが出来上がった。

「まるで東洋にあるという、ナマハゲですわね」

　東洋のとある島国では、鬼おにの仮面をかぶった大人が、子供に「悪い子はいないか」と泣くほど脅し、悪事をさせないように釘くぎを刺さすという風習がある。
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「それでね、あの……悪魔……ルートなら……ぴったりって……街の人たちがね？」

　心から申し訳なさそうなマレーネ。

　面と向かって、「アンタ悪魔みたいだね」と言っているに等しい。

　それも、そんな自分のご面相を気にしている人に向かってである。

「あの……断ってくれていいから！　ごめんなさい！」

　さすがに申し訳ないと思ったか、マレーネは謝あやまろうとするが、ルートは無言で、そんな彼女を手で制する。

「いや……俺、やるよ……」

　そして、その手をぐっと固める。

「それでみんなが……笑顔になるのなら……!!」

　正直に言うと、気にしている顔の怖さをいじられているようで、少し――いや、かなり辛い。

　しかし、街の人々が期待してくれている。

　子どもたちが待っている。

　その事実の前に、自分ひとりのこだわりなど、瑣さ末まつな話である。

「たとえ悪魔であろうとも、聖誕祭に参加できるだけ、去年よりずっとマシだし！」

「主さま……おいたわしや……」

　ルートの悲ひ壮そうな覚かく悟ごに、彼かれの忠実なる下げ僕ぼくと己おのれを称しようするスヴェンは涙ぐんだ。

「ホント？　ありがとう、助かるわ～……これで子どもたちにも示しがつく」

「どういう意味ですの？」

「あのね～、最近の子供ってのはひねくれてるのよね～、聖女も悪魔も信じやしない」

　産業に革命が起き、大陸間を横断する鉄道が敷しかれ、空には航空機が舞い、海には巨きよ大だい船せん舶ぱくが航行する。そして、戦場には人型強きよう襲しゆう兵器が闊かつ歩ぽする時代である。

　百年や二百年前のように、素す直なおに伝承を信じる子供は少ない。

「言うこと聞かない子は、悪魔にさらわれちゃうわよ！　って言っても、鼻で笑うやつまでいるんだもん。こりゃ大人の沽こ券けんにかけてね、なんとかしなきゃなーっと」

「あなた、もしかして最初からそのつもりで……？」

　訝いぶかしむような眼差しのスヴェン。

「まぁまぁ、世の中いろいろと事情があるのよ」

　そう言って、マレーネはややいたずらっぽく笑った。

　かくして、トッカーブロートは聖誕祭に向けてのお菓子作りと、聖女と悪魔の仮装をすることになったのであった。







「と、まぁそういう事情でございましてね？」

「なるほど」

　時は戻してトッカーブロートの店内。

　スヴェンから説明を聞き終えて、メアリは複雑な表情で返事する。

「でも、確かに……」

　ちらっと、メアリはルートの顔を見る。

「悪魔にはぴったりね」

　ひと目見ただけで悲鳴を上げてすっ転んだ彼女には、説得力のありすぎる話だった。

「あんまり言わないでくださいまし」

　否定しづらい案件だけに、スヴェンも言葉を選ぶ。

　そんなやり取りをしている横で、ルートはがっくりと肩かたを落としていた。

「そーゆーわけでございまして、当店は現在大おお忙いそがしなのですわ。申し訳ございませんが、あまりお構いできる状態ではありませんの」

　取材したいと、トッカーブロートにやって来たメアリ。

　本音で言えば、「忙いそがしいからお断り」と言いたいところだが、わざわざグレーテンからやって来た客人を追い返すのも、後うしろ髪がみ引かれる話であった。

「大だい丈じよう夫ぶです。勝手について回らせていただきますですので。あちしのことはいないもんとして見てやってくださいな」

　スヴェンの言葉の意図を理解し、メアリは応じた。







　聖誕祭の準備に明け暮れるトッカーブロートを、この店の常連客にして、店主ルートの年の離はなれた友人である、ジェコブが訪れる。

「おいーっす、元気……って、誰、この人？」

「あ、あちしのことはおかまいなしで」

　ジェコブの視線の先には、店のテーブルの一つを借り、取材活動に勤いそしむメアリの姿があった。

「ああ、ジェコブさん。この方は記者の方なんですのよ」

　メアリは、あくまで普ふ段だん通りのトッカーブロートを取材したいということと、ルートたちが忙しいことを考こう慮りよして、あるがままをただ観察するという取材方針を取っていた。

「ふ～ん、なんかいろいろやってるんだねぇ」

　スヴェンから事情を聞き、わかったようなわからないような声を返す少年。

「ルートいる？　ちょっと用事があるんだけど」

「え、主さまは、その～……えっと～……」

　スヴェン、なんとも答えづらい顔をする。

「いるの？」

「えっと～」

「いないの？」

「あの～」

　なおもジェコブに尋ねられるが、あたふたと目をそらす。

　現在、ルートは窯場で作業中である。

　しかし、その作業は、聖誕祭で配る菓子の試作。

　聖誕祭では、ルートとスヴェンは仮装をして子どもたちにお菓子を配り歩く役目を担になっているからだ。

　今窯場を見られては、「聖女と悪魔」の、中に人がいると、お子様であるジェコブにバレてしまうこととなる。

　それで、スヴェンは答えづらい顔になってしまったのだ。

「なんだよ～……聖誕祭で仮装して配る菓子づくりに必要な物があるって聞いたから、わざわざ出向いてきたのに」

「え？」

　しかし、当のお子様は、なんともリアリティのある返答をした。

「あの、ジェコブさん……え～っとご存知だったんですか？」

「ご存知って……？　今年スヴェンが聖女やるんだって？　お似合いだと思うよ、がんばって」

「ええ～……」

　大人たちが全力で信じさせようとしているにもかかわらず、子供は概がいしてドライなものだった。

「あ、もしかして……僕ぼくが信じてなきゃマズかった？」

「マズかったというよりも、なんといいますか……拍ひよう子し抜ぬけ？」

　昨日訪れたマレーネなど、教会では他の子どもたちにバレてしまうからと、わざわざ閉店後にやって来たというのに。

「しょうがないよ、今時、聖女とか悪魔とか、本気で信じる子供はいないよ。あ、でも、僕よりもうちょっと年下の子ならまだ信じていると思うよ」

「はぁ、それはどうも……」

　信じていないどころか、フォローを入れられてしまった。

（まったく、思った以上に、きょうびのお子様たちはスれてらっしゃいますわね）

　思わず、心のなかでため息をつくスヴェン。

「だいたいさぁ、聖女とか悪魔とか、あと白おじさん、だっけ？　いるわけないじゃない」

「そうですわねぇ……」

　呆あきれたような声のジェコブに、スヴェンは困ったように答える。

「来るのは赤いおじさんなのにね」

「は？」

　と思ったら、少年の口から、予想外の言葉が出てきた。

「聖誕祭の夜に来るのは赤いおじさんじゃない？　大人も寝ね静しずまった真夜中に、窓から入ってきて……僕見たことあるし」

「え……ジェコブさん？」

　いきなり少年が口にしだした新説、それも目もく撃げき証言つき。

「五年くらい前だったかなぁ、一回だけ見てさ。真っ赤な服着たおっさんで、『かーちゃんにはナイショだぜ』って、なんか色々くれた」

「は？　え……？　それって……？」

　口ぶりからして、おじさんと言っても、比ひ較かく的てき若めのおじさんであったようだ。

「でも、思ったよりも変な贈りものでさ、袋の中に、チョコやらビスケットやら……あと小こ銭ぜにと、くしゃくしゃの紙し幣へいと……タバコとポケットウィスキーと水着グラビアの載のった雑誌まで入ってた」

「なんですのそれ？」

　まるで、軍隊の一いつ般ぱん兵が持ち込める私物一覧のようなプレゼントである。

「あ………」

　と、そこまで話したところで、スヴェンに一人、思い当たる人物がいた。

　ジェコブの父親――ある事情から、行方ゆくえ不明となっている、己おのが主ルートをも凌りよう駕がする伝説的エースパイロット、ブリッツドナー少しよう佐さ。

　彼は、パーソナルカラーとして、愛機の色も真しん紅くに染め、普段の服装も赤一色だったらしい。

「まさか……ねぇ……」

「どうしたの？」

「いえいえいえいえ、なんでもありませんわ」

　まさか、未いまだに消息不明のエースパイロットが、我わが子こにプレゼントを送るために、わざわざこんな山やま奥おくの田舎いなか町まちまでやって来たとは考えづらい話である。

（本人に話したところで、混乱させるだけですわね）

　限りなく人間に近い感情と思考を持つ、人間型猟りよう兵へい機き、スヴェルゲン・アーヴェイは、この時、まことに人間らしい感情、「聞かなかったことにする」をもって、スルーすることとした。

「あの、それで……菓子づくりに必要なものとは？」

　話を変えて、彼がここに来た目的を問い直す。

「うん、なんでもね、バンブルかバングラか……ともかく、そういうお菓子を作るのに必要な器具らしくってね、それを作るのに必要なガラクタがないかって言われたんだ」

　ジェコブの家は、現在は畳たたんでしまったものの、つい数ヶ月前までは町工場を営んでいた。

　使えそうなガラクタに関しては、この町で一番多く集まる場所だ。

「バンブル……？　なんでございましょね？」

「んとね、確か設計図も渡わたされたんだ。意外に器用だよね、アイツ」

「そらまぁ、兵隊稼業を経験しますと、どうしてもそうなりますわ」

　兵隊は、鉄てつ砲ぽうをパンパン撃うちまくるだけが仕事ではない。

　時に何万、何十万という数の人間が移動するということは、一つの街と同レベルか、それ以上の様々な職種が必要となるということなのだ。

　わかりやすいもので言えば、兵隊たちに食事を作る炊すい事じ班。

　病気やケガを治ち療りようする医い療りよう部隊。

　兵士の着る軍服や野戦服を管理する被ひ服ふく班。

　使用する兵器の管理、メンテナンスを行う整備班。

　さらに、陣じん地ち設営のために、土建屋顔負けの工兵部隊もある。

「主さまは元特務の方ですから、なんでもできるように、そこら辺の訓練は一通り受けているんですわ」

「ふ～ん、パン作りも？」

「いえそれは別です」

　ルートがパン作りを学んだのは、とある街に、偵てい察さつ員いんとして潜せん入にゆうしていたのがパン屋だったからである。

　そこで年単位で下働きとして働いていた際に、基き礎そを学んだ。

「軍隊は人間の集まりですからね。人が集まれば、予想外の需じゆ要ようが生まれる……上も可能な限り組み上げて専用の器具を開発しますけど、それまでは現場が臨機応変に対応しなきゃいけませんから」

「例えば？」

「お風ふ呂ろとかですわね」

　戦場という究極の肉体労働に疲つかれた兵士たちの、汗あせと泥どろ、時には返り血を落とすためにも、入浴施し設せつの充じゆう足そくは急務だったが、屋外用の移動用大型給湯器など、そう簡単に用意できるものではない。

「なので、ありもののパイプと、電熱器やエンジン、発電機を組み上げて、ボイラーを作ったりした部隊もありましたわね」

「兵隊さんも大変だ」

　こういった事例も多いため……また、兵士たちの中に元々町工場で働いていた技術者なども多かったため、軍隊に入って、出てきたときには妙みように小器用になっていた元軍人は多いのだ。

「でもルートのやつ、何作るつもりなんだろ。この材料で……」

　ジェコブの持っていた設計図には、必要な材料が幾いくつか書かれていた。

　鉄パイプと複数の鉄骨、さらに何個かのギア――

「あ、来たのかジェコブ」

　奥から、そぉ～っと顔を出しながら、ルートが現れた。

「どしたの？」

「いや、ちょっとな」

　昨日、油断してメアリを驚おどろかせてしまったことを気にしてか、まず最初に誰が来たのか確かく認にんするようにしていた。

「材料、お望みのものありそうだったよ。溶よう接せつ用の機器もまだあるし、好きに使いなよ」

「悪いな、ありがとう」

　必要なのは材料だけでなく、それらを組み上げるための工具もだった。

「礼代わりといっちゃなんだけど、聖誕祭用のお菓子の試作をしてたんだ。よかったら食ってってくれ」

「ホント？　こりゃいいタイミングで来たなぁ」

　日頃、十歳さいとは思えない大人びた雰ふん囲い気きのジェコブだが、それでもまだ子供である。

　甘いお菓子がありますよと言われ、心を浮うき立たたせないわけはない。

「さぁ、食べてくれ」

　少しして、ルートが用意した、菓子の試作品が並ぶ。

「これは……なに？　まるで宝石みたい」

　まず目を引いたのは、赤や緑、黄色や青といった、宝石のような菓子だった。

「ふむ……これ……不思議な食感だねぇ……う～ん、美味おいしい！」

「パミエっていう果物のゼリーだよ。ゼラチンじゃなくて、ペクチンで固めたものだから、独特の食感がクセになるだろ？」

　ペクチンとは、植物などに含ふくまれる多糖粘ねん性せい類であり、ジャムなどが冷めるとゼリー状になるのは、この成分によるものである。

「こっちは……うん、これも美味しいねぇ」

「クレープケーキだよ。クレープ生き地じでスポンジを包つつみ込んだものでね」

　スポンジにはそれぞれ香かおり付けに酒を染み込ませており、オレンジリキュールにラム酒、ブランデーにウォッカと、多種多様である。

「これどっちかって言うと大人向けだね」

「うん、子供だけでなく、大人にも喜んでほしいからね」

　一口入れただけで、鼻にまで抜ける芳ほう醇じゆんな香りがたまらない一品であった。

「さすが主さま……見事なお手前ですわね」

　前回、王都ベルンでの事件に巻き込まれ、それが解決して後、ルートはせっかくだからと街の様々な店に寄って、勉強に勤いそしんでいた。

　そこで得た知識を、さっそく実じつ践せんに移した主に、スヴェンは感かん嘆たんの声を上げる。

「う～ん……」

　しかし、ルートはどこか、物足りない顔をしていた。

「なんだろう、なんかこう、手て応ごたえを感じない」

　いまいち思っていた反応が返ってこなかったのか、ルートは難しい顔をしていた。

「あ～～～それアレだよ、今日はミリィがいないから」

　丘の上の教会に、孤児院の子どもたちやマレーネとともに住む、トッカーブロートの下働き少女ミリィ。

　食くいしん坊ぼうで、美味おいしいものが大好きな彼かの女じよは、ルートが何かしら作る度に、これでもかというほどいいリアクションを取ってくれる。

　何度か試食を頼むのだが、「あまりの美味しさに目を回して倒たおれる」という、まるでお芝しば居いの一場面のような反応を、素すで返してくれるのだ。

「作りがいがあるんだよな～」

「あそこまでやられるとねぇ」

　ちなみにミリィには、聖誕祭前のこの時期は、休きゆう暇かを与えている。

　家族も同然の他の子どもらと共に過ごさせたい――というだけではない。

　なにせ教会である。

　聖誕祭も近づけば、いろいろと人手がかかるので、それを考慮してである。

「どうですメアリさん？」

　ならばとばかりに、ルートは店の奥おくのテーブルに着く女記者に問いかける。

　彼女にも、スヴェンの淹いれた紅茶とともに、試作品を振る舞っていた。

「あ……すいません……私、あの……食べ物の評論は専門外で、すいません」

　目を逸そらし、さらに顔を伏ふせての返答であった。

「あ、そうですか……すいません」

　ルートもまた、申し訳なさそうに謝あやまる。

「ちょっと、お手洗いに……」

　それだけ言うと、メアリは出だされた試作品はほとんど食べずに、その場を立ってしまった。

「お酒が苦手な人なのかな？」

「ちょっと強すぎたか……」

　メアリの後ろ姿を見送りつつ、ジェコブとルートは呟つぶやいた。

「まぁそれはともかく……こんだけ作ったんなら、もうこれでいいんじゃない？　子どもどころか大人も大喜びだよ」

　油で揚あげた小麦粉の塊かたまりに砂糖をまぶしたドーナツもどきでも大喜びする田舎町の住人にすれば、夢のようなシロモノであろう。

「いや、まだだ……もっと喜んでもらいたいんだよ。年に一度のことだしね」

　しかしルートはさらなる高みを目指してか、拳こぶしを握にぎりしめている。

「このテのことには手を抜ぬかないねぇ、この人」

「そこが主さまの良いところでございます」

　半分感心し、半分呆あきれているジェコブに、なぜかスヴェンは胸を張った。

「それで、主さま……なにをメインにされるおつもりなのですか？」

　図面まで引いて、専用の器具まで用意して、何を作ろうとしているのか、スヴェンも気になっていた。

「うん、それはね――」







　その日の夕方――スヴェンは、丘おかの上の教会に、経過報告に訪おとずれていた。

「とまぁそういうわけでして、お菓子作りの方は順調ですわ」

「ふぅん、そんな変わったお菓子があるのね、私も初めて聞くわ」

　ルートが作ろうとしているお菓子がなんなのか、それを聞いたマレーネは、不思議そうに首を傾かたむける。

「なんでも、ワイルティアの北部の方で作られている名物らしいですわね」

　ペルフェは、ワイルティアの南東の国境に面した地域である。

　マレーネやジェコブが知らないのも無理はない。

「きっと子どもたちも喜ぶわ……頼んで正解だったわね」

　嬉しそうに彼女がそういった時、教会の奥から、怒ど鳴なり声ごえが聞こえた。

「こらー！　ケンカしちゃダメだって言っただろ！　なんですぐに手を出すんだよオメーは！」

　そして、声のした方から、駆かけてくる小さな足音が近づいてくる。

「あらあら、なんですの？」

　スヴェンが音のする方を振り向むくと、七つか八つ程度の幼女が、不ふ機き嫌げんそうな顔で、何かから逃にげるように走っていた。

「あら、フラン」

　その幼女を見て、マレーネが声をかけるが、幼女は止まらない。

「マレーネ！　フラン止めて！」

　そして、フランと呼ばれた幼女を追って、教会の奥から、スヴェンも見知った少女――トッカーブロートで下働きをしている、ミリィが現れた。

「オマエなぁ！　なんであんなことしたんだよ！」

　強気で勝気な少女のミリィだが、今日はいつも以上に声が荒ぶっていた。

「大層な剣けん幕まくですわね？」

「あ……なんでアンタ来てるの？」

　スヴェンの姿に気づき、訝いぶかしむミリィ。

「野や暮ぼ用ようですわ、それより何がありましたの？」

「なにがあったじゃねーよ！　聖誕祭の飾かざり付けやってたのに……それ、フランがひっぺがしちまったんだ！」

　丘の上の教会は、元はテロリストであったマレーネが、正体を隠かくすために廃はい墟きよとなった教会で勝手に始めたものである。

　言うなればモグリの教会なのだが、それでも教会は教会。

　神様に祈いのりを捧ささげる場であるし、聖誕祭となれば、相応に準備も行う。

「フラン……なんでそんなことをしたの？」

　マレーネが尋ねるが、幼女はムスッとした顔で口を結び、答えようとしない。

「オマエ……そんなことしてたら、聖誕祭の夜に聖女様が来てくんねーぞ！」

　反省の色が見えぬフランに、この時期の定番のフレーズでミリィが戒いましめた。

　だが、幼女は、態度を改めるどころか、強い憤いきどおりを込めた視線を返す。

「聖女なんて来るわけねーじゃん……ミリィねーちゃんバカじゃね」

「なっ――!?」

　あからさまにバカにしたような言葉に、ミリィの顔は一いつ瞬しゆんにして怒いかりで赤くなる。

「オマエなぁ、そんなこと言ってたら、悪あく魔まに連れてかれるぞ、いいのか！　ズダ袋に入れられて、地獄に連れてかれちまうんだぞ！」

　なおもミリィは、今度はもう一つの〝悪魔〟を引き合いに出して脅しをかけようとした。

「ふん！　いるわけないじゃんそんなの」

　だが、やはり通じない。

　フランは鼻で笑う。

「お、オマエ――!!」
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「聖女だろうが悪魔だろうが！　いてもいなくてもどうでもいいよ！」

　ダメ押おしにそう怒ど鳴なり返すと、フランは背中を向け、走り去ってしまった。

「あいつ～!!」

　怒り収まらぬといった顔のミリィ。




「あらあら、あなたの言ったとおりですわね」

　今時の子どもは、聖女も悪魔も信じない――マレーネの危き惧ぐが、そのまま形になったかのような光景だった。

「う～ん……それだけでもないのよ」

　だが、わずかに影かげをさすマレーネの表情に、別の事情が垣かい間ま見みえた。

「ウチの孤児院の子どもたち、色んな事情で集まっているのよね。大半は、戦災孤こ児じなんだけど……」

　ミリィもその一人である。

「ほとんど、身寄りがないんだけど……あの子、フランは、家族がいるの」

「それって……もしかして、出で稼かせぎか何かで？」

「当たり」

　大戦が終わり、各種軍ぐん需じゆ景気は沈ちん静せい化かしたものの、併へい合ごうされたペルフェの再開発のため、ワイルティアから莫ばく大だいな資本が投入された。

　戦争で職を失った人々への、戦災復興も兼かねた政策であり、それを目当てに田舎いなかから都会に出稼ぎに出たものは多い。

「フランには姉がいるの、私の昔の知り合いで……それで預かったんだけど……」

「帰ってこないんですの？」

「それどころか連れん絡らくもなし」

　なんでも、フランの姉は、「来年の聖誕祭に帰る」と言いながらも、戻もどってこなかったそうなのだ。

　それが、一年前の話。

　マレーネは何度か手紙を出したが、宛あて先さき不明で戻るばかり、居場所はおろか、生きているかどうかもわからない。

「丸一年連絡なし……考えたくないけど……」

「嫌いやな話ですわね……」

　スヴェンの脳のう裏りに、一人の男の顔が浮かんだ。

　たった一人の妹を見捨てたことを生しよう涯がい悔くい続け、絶望の中に生き、そして、最後まで晴れること無く死んでいった、一人の兵士の顔が。

「せっかくのルートのお菓か子しだけど……あの子の心には届かないかもしれないわね……」

　フランが一番欲ほしいものは、甘あまいお菓子でも、高価なおもちゃでも、可愛かわいいぬいぐるみでもない。

　たった一人の身内、そして、「自分が捨てられたわけではない」という確証。

　それは、一いつ介かいのパン屋には、さすがにどうしようもない話だった。







「そうか、そんなことがあったのか」

　翌日、聖誕祭当日の朝――スヴェンからフランの話を聞いたルートは、複雑な心境で答えた。

「ええ、辛いお話ですわ……」

　語ったスヴェンにも、言いようのないもどかしさが見える。

「……スヴェン、変わったね」

「え？」

　突とつ然ぜん、自分に話が向けられ、スヴェンは驚く。

「君がここに来て最初の頃ころは、そんな顔はしていなかった気がするからなぁ」

　スヴェンは、ルートへの絶対の親愛と敬愛と忠誠を抱いている。

　彼のためならば、自らの命すら惜おしまないだろう。

　だが、同時に、それ以外の者に、かなり「どうでもいい」と考えていたフシがあった。

　トッカーブロートに訪れる客にも、笑え顔がおで接するものの、それは「ルートにとって大切だから」丁てい重ちように扱あつかうに過ぎない。

　彼女にとっての世界は、全すべて一度ルートを挟はさんでからしか成り立たなかった。

「君は、そのフランって子のことを、かわいそうだと思っている。なにかしてやりたいが、なにもできない。そのことに辛さを感じている……」

「わたくしは……そんな……」

　スヴェンは戸と惑まどう。

　これが他の人間に言われたならば、「なにをバカな」と笑うこともできただろうが、ルートは、彼女がそうであるように、この世界で誰だれよりも自分を理解してくれる人だと、スヴェンは感じている。

　それは決して盲もう信しんではない。

　自分が、軍用兵器であった頃、鋼鉄の巨きよ人じんであった頃、自分の中にいて、自分とともに生死を分け合った人なのだ。

「それはとっても大切なことだよ……俺おれはそれを一度忘れかけた。そして、取り返しの付かないことをした……」

　ルートは大きな背中を丸め、カチャカチャと、何かを組み立てている。

　その背中越ごしに、スヴェンは、彼の辛い過去を感じる。

　殺されて、奪うばわれて、失って……そして、奪い、殺す者となってしまった過去への、激しい悔かい恨こん。

「あの、主……さま……」

　なにか声をかけようと思ったが、日ひ頃ごろあれだけ朗々とまくしたてられる自分の口が、こういう時だけ、上手うまく回ってくれないことに、スヴェンは口くち惜おしさを覚えた。

「おはよールート、あれ、何やってんの？」

　そうしているうちに、来訪者が現れる。

　今、ルートの組み立てている器具の製作に協力した、ジェコブであった。

「ああ、それが、アレを作るヤツ？」

「ああ」

　ジェコブに応じるルートの顔は、いつもと同じだった。

「………………」

　いつもと同じ、笑顔ではない、知らぬ人が見たならば、まるで苦く役えきに耐たえているような表情。

　スヴェンはふと思った。

（もう一度、主さまの笑顔を見たいな……）

　昔、まだ自分が猟兵機アーヴェイであったころ、別わかれ際ぎわに一度だけ見た笑顔。

　スヴェンとなってから九ヶか月げつ、ルートのそばにいたが、未だ一度もあの時の笑顔を見れていない。

　どれだけ求めても得られぬ辛さ。

　あのフランという幼女の気持ちに、わずかに共感したのは、そんなもどかしさを抱かかえる者同士だったからかもしれない。

「スヴェン、どうしたの、難しい顔して？」

「え、いえ、あの……あはは」

　ジェコブに声をかけられ、我に返るスヴェン。

　慌あわてて、乾かわいた笑いでごまかした。

「今から、ルートがあの器械使うんだって」

「ああ、あの……」

　ルートが組み立てていた、あるお菓子を作るための道具。

　二本の太い鉄柱の間に、金属製のパイプがかかっている。

　パイプはさほど長くない、せいぜい一メートル。

　太さも、二～三センチといったくらいだろう。

　パイプの軸じくの片側には、Ｌ字型のハンドルがついている。

「ホントは電熱式にしたかったんだけど、こっちの方が作りやすいから……ま、古いスタイルでなんとかするよ」

　パイプの下には薪まきの入った、小さな炉ろが置かれている。

　焼くべられているのは、ブナやシラカバと言った、臭においの少ない種類だ。

「この火で熱した金属パイプに、ちょっとずつ生地を塗ぬりつけていくんだよ」

　ルートの手には、卵に小麦粉、砂糖に溶とかしバター、香り付けにラム酒を少々、その他もろもろを加えた、ケーキの生地があった。

「ジェコブ、ハンドル回してくれ。一定の速さでな、じゃないと焼けムラができちゃうから」

「わかった」

　ルートに言われ、手回しのハンドルを回すジェコブ。

　それに合わせ、ルートは油を塗った鉄パイプに生地を塗りつけていく。

　熱したパイプ、そして火にあぶられ、生地はすぐに焼きあがり、香こうばしい匂においを漂ただよわせる……が。

「ジェコブ、もう少しゆっくり、生地が生焼けになっちゃう」

「うんしょっと！」

　ルートに言われ、少年はハンドルを回す手をゆるめる。

「ジェコブ、今度はおそすぎる。生地が焦こげちゃう」

「ぬぬぬぅ！」

　言われて今度は速くする。

「ジェコブ、速すぎる」

「だぁー！　わかんないよ、そんなちょうどいい回転数なんて。ルートが回せよ」

「できることならそうしたいんだが……俺は生き地じ塗ぬりつけなきゃいけないし」

　均等な厚さに生地を塗りつけるのも、回す以上に神経を使う。

「代わりますわ」

　見ていられなかったのか、ジェコブに代わって、スヴェンがハンドルを回す。

（炉の熱量、ならびに生地に含がん有ゆうするタンパク質、乳にゆう脂し肪ぼう分、糖分の分量を計算……さらにそこから導き出される、最適な回転速度と、回転数は……）

　素す早ばやく、最も焼きあがりに適した速さをはじき出し、ハンドルを回す。

「うん……スヴェン、そうそうそう、いい感じだよ」

　適度な速度、それを一定のリズムで、回すだけではない。

　生地は何層にも重ねて焼きあがっていき、一回転ごとに、炎ほのおにあぶられる面積は変化する。

　その変化を計算に入れ、どの面にも同じ熱量が加わるよう、回転速度を調整する。

　人間ならば、熟練の職人をもってようやく体に覚え込ませる技能を、スヴェンは機械ゆえの正確さで完かん璧ぺきに再現していた。

「ヘラで形を整えて………と」

　生地を塗り込めながら、かつ大小二つのヘラを用いて、起き伏ふくを直す。

　しばしして、生地は、まるで丸太のような形に焼きあがる。

「これを一いつ旦たん火から離はなして、よく冷ます……」

　粗あら熱ねつが取れたことを確認し、芯しんになっていた鉄パイプを引ひき抜く。

「そして左右を切り、形を整え……同じ太さに切り分けると………」
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　出来上がったのは、まるで木の年輪のように、幾いくつもの輪が重なったケーキが出来上がった。

「これが、バウムクーヘン？　へぇ、まさに木のお菓子バウムクーヘンだね」

　回転させながら生地を塗りつけ、火で炙あぶることでできた、個性的な形状に、ジェコブはおかしそうに笑った。

「食べてみていい？」

　焼きたてのバウムクーヘンが漂わせる香りに、食べ盛りの少年は我が慢まんできないとばかりの表情だった。

「もちろん」

　そして、それを断わるルートではなかった。

「美味うまい！　これ……なにこれ!!」

　ひとくち食べて、ジェコブはそれこそミリィばりの反応を示した。

「ふわふわしてて、でも何層にも重なっているから、口の中で解ほどけるような食感が……これ美味しいよ！」

「ワイルティアの北部の方で作られるお菓子でね、起源はどこかは俺もよく知らないんだが、俺が食べたフランドル市では、お祝い事のときに食べたりするそうだ」

「へぇ～……こんなお菓子があるんだねぇ」

　あっという間に、少年はぺろりと食べきってしまった。

「あ………」

　そんな光景を、スヴェンは不思議そうに眺ながめている。

　胸の中が、妙みように温かい。ざわざわとして、落ち着かない。

（なに、この気持ち……）

　それでいて、嬉うれしいような、恥はずかしいような、感覚になっていた。

「そういえば、二人でなにかを作るのって、初めてだな」

「あ――」

　ルートに言われ、スヴェンはようやく、自分のこの感覚の正体を理解した。

　この感覚なのだろう。

「自分の作ったもので、誰かが喜んでくれる」――

　ルートが、人生を賭かけてでも、得るに相応ふさわしいと信じる感覚。

「あ、あの、でも、その………！」

　スヴェンは戸と惑まどった。

　今まで、トッカーブロートの従業員として、何十人分もの働きをした。

　それはそれで、重要であり、立派なものなのだが、こうして、直接なにかを作ったのは、初めてのことだった。

「ですが、わたくしは、器械を回しただけです！」

　頬ほおを染め、沸わき立つ心を抑おさえながら、スヴェンは否定する。

　己おのれの主と同等の歓よろこびを感じるなど、従者として不ふ遜そんであると、そして機械人形たる自分が、そんな人がましい感情を得るなど、ありえないという思いがあった。

「そんなことないよ。このバウムクーヘンってね。これを作ることができたら、菓子職人として一人前って言われているくらい難しいんだよ」

　一見、簡単な製法に見えるが、火加減と焼き加減を熟知し、一定間かん隔かくで生地を焼き重ねることができなければ、美味しいバウムクーヘンは作れない。

「スヴェンのアシストがなかったら、本職じゃない俺じゃ作れなかったかもしれないよ」

「でも、わたくしは……」

　わずかに芽生える罪悪感。

　自分は機械である。

　計測し、計算し、実行する。

　それが機械の強みであり、それこそが機械の機械たるゆえんだ。

　人間のそれとは、話が違ちがう。

　スイッチを押されて、レバーを引いて、ペダルを踏ふんで、そうなるように造られた機械が、そうあるように作業しただけで、褒ほめられるなど、あってはならない。

「でも、嬉しいだろ？」

「えっと……」

　そんなことは、スヴェンは何よりも誰よりもわかっているはずだったのに、ルートの一言に、反論できなかった。

　今彼女は、確かに、喜びを感じていたのだから。

「スヴェン……俺たちは、あんまりいろんなことはできない。その……フランちゃんの悲しみを、なんとかしてやることはできない。だけどね」

　焼きあがったバウムクーヘンを手に、ルートは言う。

「それでも、美味いもん食って、ほんのちょっとでも、寂さびしさを紛まぎらわせる事ができるなら、それだけでも、意味はあると思うんだ……思いたいんだ」

　絶望は、「死に至る病」と表した者がいた。

　それは、絶望とは、非常に厄やつ介かいな、連続性と、持続性をもつからだ。

　寝ねても覚めても、いつ何時でも、心を悲しみに侵おかされ続ければ、そこから、人は腐くさり始める。

　目も耳も、心さえも、感じることを止めてしまう。

　だから、ほんの一瞬でも、絶望を止めることが必要なのだ。

　その一瞬で、人は我に返り、見えなかったものが、聞こえなかったものが、ほんのちょっとのきっかけで、感じられるようになる。

　そして、その「ほんのちょっと」が、落ちていく人間の心を、引き止める手がかりになるのだ。

「ほんのちょっとでも、作ろう。少しの間だけでも、笑顔になれるものを」

　どんな美食を口にしても、人生は大きく変わらないかもしれない。

　それでも、パン屋ができることは、パンを焼くことだけ。

　一瞬でも笑顔になれるように、その一瞬に、全力を注ぐ。

「さて、この調子でどんどん焼いていこう。その後、最後の仕上げだ」

「え？　まださらにやるの？」

　ルートの言葉に、ジェコブは驚きの声を上げる。

「これで十分美味しいと思うよ？」

「ありがとう。でもせっかくなんだから、十二分に美味しいものを作りたいんだ」

　ルート・ランガートに、妥だ協きようという言葉はなかった。

　そして、たっぷり十五時間後――

　街の人々がささやかなお祝いをしている間も、ルートとスヴェンはバウムクーヘンを焼き続け、さらに「もうひとひねり」を続ける。

　それらが終わり、一つ一つ紙箱に入れ包装が終わったときには、すでに日は暮れて、夜は深くなっていた。

「医者の不養生とは言ったものですわね」

　皆みなが祭りを楽しんでいる間、ひたすらしごとに明け暮れていた自分たちを、スヴェンは苦笑いしつつ表した。

　ちなみに、ジェコブは夕方前まで手伝ってくれていたが、本人は「最後まで手伝う」と言ったものの、家に帰した。

　いくら大人びているとはいえ、子どもは子ども、特別な日は家族と過ごさせてやりたい。

「いやぁ、そんなことないよ」

　だが、ルートからすれば、そんな特別の日に、誰かのためになにかができるということが、嬉しくて仕方がなかった。

　それこそ、聖誕祭の聖女とやらが、自分にくれた贈おくり物ものではないかと思うほどの。

「それにしても……我ながら似合うなぁ」

　そして、この夜、ルートとスヴェンには、もう一つ役割があった。

　スヴェンは「真っ白な聖女」、ルートは「真っ黒な悪魔」に扮ふんしなければならないのだ。

　この日のために用意した仮装をまとったルートは、様さまになりすぎる自分に、複雑な面おも持もちとなる。

「ま、まぁその、似合わないよりはいいではないですか」

　フォローするスヴェンもまた、「真っ白な聖女」がこれでもかと似合っている。

　元々人間離れした美少女ではあったが、正体を知っているルートですらも、現実味を失う姿だった。

　思わず、これこそが彼女の本当の姿だったのではと思ってしまうほどである。

「では、参りましょう」

　そして、ルートとスヴェンは、街を回り始めた。







　聖誕祭の聖女と悪魔に扮したルートたち。

　各家を回り、玄げん関かんから入るのではない。

　子どもの寝ている寝しん室しつの窓から入るのだ。

　段取りはこうである。

　まず、悪魔がのそりと部屋に入る。

　子どもは何事かと目を覚ますと、そこには巨きよ漢かんのルートが、悪魔の姿で立っているのだ。

　まずこれで、十割の子どもが泣く。泣なき叫さけぶ。

　そこに、満を持して聖女の姿のスヴェンが現れ、悪魔のルートを退ける。

　涙なみだを流す子どもに、「いい子にしていないと、来年こそはあの悪魔に連れて行かれますよ」と、告げる。

　日頃は生意気な子どもでも、さすがに起おき抜けに、この強きよう烈れつなインパクトは大きく、ブンブンと首を縦に振ふったところで、聖女から「ではご褒ほう美びを差し上げましょう」と、悪魔――もといルートが丹たん精せい込めて作ったお菓子の入った箱を渡わたす。

　ちなみに、スヴェンは日頃の営業スマイルで鍛きたえ上あげた笑顔を見せているが、ルートは特に何もしていない。

　ただ立っているだけで、それが自然の摂せつ理りであるかのように、子どもは泣き叫んでいた。




「さすがにこれだけ上手くいき過ぎるとちょっと悲しくなってきた」

　めぼしい家をほぼ回りきったところで、ルートは少しさみしそうにつぶやいた。

　たとえ嫌きらわれ役でも、嫌われ者ものよりは遥はるかにマシだと引き受けたが、そこまで自分のご面相が恐おそろしいものだと言われると、辛くもなる。

「暗がりでしたから……それもあるのだと思いますわよ？」

　あたふたと、フォローを入れるスヴェン。

「でもなぁ、普ふ通つうに挨あい拶さつした親おや御ごさんまで半分くらい悲鳴あげてたしなぁ」

　母親だけでなく、父親にまで「きゃあ!?」と叫ばれた日には、気も重くなる。

「何人か、顔なじみの人もいたんだがなぁ」

　トッカーブロートが繁はん盛じようし始めてから、ルートの姿をみて無条件で恐がる人は減っている。

　たまに店の様子を窯かま場ばから覗のぞき見みた時にも、それほど驚おどろかれないようになっていたのだ。

　無論、未いまだにルートに対して悪感情を持っているわけではない。

　それはルートもわかっている。

　単純に、恐れおののかれたということが、単純にちょっぴり痛かっただけである。

「逆にシャロデさんが一いつ切さい驚おどろかなかったことに驚いたけどね」

　シャロデとは、ジェコブの母親である。

　すでにネタバレはしているが、ここ数日色々と手伝ってもらい、さらに出張販はん売ばいでパートタイマーとして働いてもらっている間あいだ柄がらである。

　日頃の感謝の意味も込めて、菓子を渡しに行ったのだが、ドアを開けてルートの姿をみても、「あら、お疲つかれ様さまです」と微笑ほほえまれてしまった。

「さすが、ブリッツドナー少しよう佐さが惚ほれるだけのことはあるよな」

　穏おだやかな美人に見えて、どこか根こん性じようの据すわりが違うのだろう。

「今年も来られるんですかねぇ」

　ふと、数日前のジェコブとの会話を思い出したスヴェンは、今年も「赤いおじさん」が来るのだろうかと、疑問を口にする。

「どういう意味？」

「いえ、なんでも」

　ちなみに、ジェコブはすでに眠ねむっていたのだが、母親に、夜を徹てつして家々を回っているルートたちに、温かいレモネードを振る舞まうように言こと付づけていた。

「アイツはホント如じよ才さいないよなぁ」

　ちなみに、「お腹なかへっているだろうから」と、ちょっとした軽食まで作ってくれていた。

　さらに言えば、「疲れているだろうから」と、酸味と塩味が効いているピクルス付きである。

「十歳さいであれですから、ジェコブさん大人になったらどうなるのでしょう」

　人間を遥かに超こえる演算能力を持つスヴェンをもってしても、かの少年の将来は測定不能だった。

「さて……あとは教会だね……一いつ旦たん店に戻るか、持っていく菓子も補ほ充じゆうしなきゃいけないしね」

「ですわね」

　とことこと、仮装した主従は、拠きよ点てんに帰き還かんする。

　――と、どちらともなく、その足が止まる。

「………マレーネか？」

　ルートは元兵士、しかも存在自体が隠いん蔽ぺいされた特務兵〝ヴェアヴォルフ〟の一員。

「いえ……確かに、予定より遅おくれていましたので、迎むかえに来ている可能性はありますが、鍵かぎは持っていないはずです」

　そして、スヴェンは存在自体が戦争のために作られた、猟りよう兵へい機きである。

　その二人からすれば、店の前に立つ前に、容易に感知できる。

　自分たちの店の中に、誰かがいるということを――




　一方、その頃のトッカーブロート店内。

「ん～……なんかねぇかなぁ」

　店の中にいたのは、聖誕祭で街が賑にぎわう隙すきをついて、盗ぬすみを働こうとしたこそ泥どろであった。

「けっこう流行はやっている感じだから、溜ため込んでいるかと思ったんだがなぁ」

　あちこち探さぐってみたものの、小こ銭ぜにくらいしか見つけることができず、こそ泥は苛いらついていた。

「それにしても、こんな店いつの間にできたんだろ……昔はなかったよなぁ」

　こそ泥は、単独犯であった。

　しかも、今回が初犯である。

　というより、行きずりの犯行だったのだ。

「ったく、これじゃ……土産みやげの一つも買ってやれない……」

　独り言が多いのも、初めての悪事に、そうでもしなければ緊きん張ちようで心が押しつぶされそうだったからであろう。

「おっ」

　カウンターに置かれた、旧型のレジスターが目に入る。

「こん中なら、ちょっとは金が入っているか……？」

　手を伸のばすこそ泥。

　答えから言ってしまうと、この中にはお金は入っていない。

　一日の売上は、この店の敏びん腕わん看かん板ばん娘むすめが、しっかりと集計と帳ちよう簿ぼ付けを行った後、床ゆか下したの金庫に入れ、週に一度、銀行に預けてしまっている。

　それが毎週金曜日。

　ちょうど、本日の昼間に、一週間分の売上を預けた後なのだ。

「鍵かかっているな……こじ開けるか……なにか、道具はないかな？」

　そんなことを知るよしもないこそ泥。

　なにせ行きずりの犯行なのでろくな道具もない。

　店にも、ガラスをそこらに落ちていた石で割って入ったのだ。

「ん………？」

　ふと、誰かが近づく気配がする。

　表を見ると、扉とびらの前に誰かが立っていた。

「おい、中にだれかいるのか！」

　気づいたと思ったら、その誰かが、声を上げる。

（やばい――！）

　さすがにこれは口には出ださなかった。

　てっきり、祭りでどこかに泊とまりがけで遊びに出た店の者が、帰ってきたのだと思った。

　人を呼ばれては厄やつ介かいだ。

（確か、裏口があったはず……！）

　ろくな収しゆう穫かくはなかったが、捕つかまっては元も子もない。

　床ゆかを這はうようにして裏口に向かうこそ泥。

「にゃーん」

　その前に、一匹ぴきの白い子こ猫ねこが現れる。

　トッカーブロートで飼っている子猫のエリスだった。

「ああこらこら、邪じや魔まだから退どいてな、怪我けがしちゃうぞ」

　よいしょと、こそ泥はエリスを持ち上げ、横に動かす。

「え？」

　その先に、女の足が映る。

「……………」

　顔をあげると、そこに立っていたのは「聖誕祭の聖女」――スヴェンだった。

　単純な、そして初歩的な話である。

　店内に何者かが潜せん入にゆうしていると気づいたルートとスヴェン。

　表から、あからさまに声をあげて注意を向け、その間に裏口から入ったスヴェンが、退路を塞ふさいだのだ。

「え、えっと………？」

　こそ泥は、わずかに躊ちゆう躇ちよした。

　目の前の美しい少女が、まるで本物の聖女のように見えたからだ。

　その聖女は、冷たい顔で、こそ泥ではなく、店内を見回している。

　今さっき、こそ泥が荒あらした店内をである。

　このこそ泥も、ペルフェで生まれて育った者であった。

　聖誕祭のこの日に、悪行を犯おかした自分を、天からやって来た聖女が、静かに、冷たく、戒いましめているかのように錯さつ覚かくしたのだ。

　だが、事実はそうではない。

　トッカーブロートは、ルートの宝物、夢の結けつ晶しよう。

　その神聖なる場所を、土足で荒らしたのだ。

　しかも、こそ泥は、せめて持って帰れるものがないかと、店に置いてあった売れ残りのパンを手にしていた。

　ルートが、食べる人に、わずかでも幸せを感じてほしいと、祈いのりにも近い願いを込めて作ったものを、夜よる闇やみに紛れて掠かすめ取とろうとしたのだ。

「キサマ……」

　ゾッとするほど冷たい声で、スヴェンはつぶやく。

「殺すか」

「ひっ――！」

　こそ泥は、心からの恐きよう怖ふを味わう。

　そこにいたのは、美しい、聖女の姿をした、純じゆん粋すいなる殺意の塊かたまりだった。

「助けて――！」

「逃にがすか!!」

　慌てて逃げ出そうとするこそ泥、その背中に、餓が狼ろうのように迫せまるスヴェン。

　裏口が塞がれた以上、表から出るしかない。

　そこにも誰かがいるのはわかっていたが、たとえ相手が誰であろうと、この女よりはマシだと、こそ泥は思った。

　悪あく魔まのように恐ろしい顔をする聖女に比べれば、本物の悪魔のほうがまだマシ――

「待て！」

　扉を開けた時、こそ泥の前にいたのは、悪魔の装しよう束ぞくをしたルートだった。

「ほっ――」

　マヌケな声を挙げ、こそ泥はその場で気を失う。

　去りゆく意識の中で、こそ泥は思った。

　確かに、本物の悪魔のほうがマシだとは思った。

　でもやはり……

「本物は、違う」

　それが、こそ泥が気を失う前につぶやいた一言だった。




　丘おかの上の教会にある、マレーネの孤こ児じ院いん。

　すでに、聖誕祭のお祈りは終わり、日頃は清せい貧ひんを旨むねとしている食しよく卓たくにも、少しだけ贅ぜい沢たくなメニューが並んだ。

　しかし、フランの心は曇くもったまま。

　夜もふけて、明かりが消えて、皆みなが眠りについても、フランはじっと、ベッドの中で体を丸めていた。

　今年自分は、いい子にしていなかった。

　たったひとりの姉が、迎むかえに来てくれなかった。

　聖誕祭の日に迎えに来ると言ったのに、一年経たっても、来なかった。

　知っている。

　聖誕祭の聖女と悪魔は、大人の仮装だということは。

　だから、親も家族もない子どものところには、聖女も悪魔も現れない。

　だから、姉に見捨てられた自分のもとにも、現れない。

　最初の一年、フランは一いつ生しよう懸けん命めいいい子にしていた。

　そうしたら、姉が帰ってくると思ったから。

　次の一年、フランはずっと悪い子だった。

　そうしても、悪魔なんて現れないと知っているから。

　いいことをしても褒ほめてくれる人も、悪いことをして怒おこってくれる人も、自分にはいない。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、シーツにくるまるように、フランは身を丸める。

　この世界でたった一人――その孤こ独どくが、底なしの恐怖として彼かの女じよを覆おおっていた。

　ふと、窓を見る。

　聖誕祭の聖女と悪魔は、窓から現れる。

　でも来るはずがない。自分のところには、何も来ない。

「――え？」

　と、思っていたら、窓の外に、人ひと影かげが見えた。

　思わず、どきりと、心が揺ゆれる。

「はン！」

　でも、すぐに吐はき捨すてるようにつぶやく。

　知っている。

　シスターマレーネが、街のパン屋に、聖女と悪魔の仮装をしてくれるように頼たのんでいたことを。

　この前、そのパン屋の女が来ていた時に、話しているのを聞いたのだ。

　でも……

　なにか、様子がおかしかった。

　窓に立っているのは、一人だけだ。

　それに、あの店の店主は、かなりの大男で、それよりも背せ丈たけは低い。

　ならウェイトレスの女かというと、それよりも高い。

　心が、ざわついた。

　悪魔も聖女もいるわけがない。

　なら、何者なのだ……もしかして、泥どろ棒ぼうか、それとも……

　ガチャリと、窓が開き、人影が部屋に入る。

　フランはじっと息を潜ひそめる。

　部屋の中には、いくつものベッドが並び、他の子どもが寝ね息いきを立てている。

　その中で、影かげは、まっすぐ、自分のベッドに近づいてくる。

（もしかして、本当に、いたの……悪魔……）

　悪い子の自分を、地じ獄ごくに連れて行くために、ズダ袋ぶくろに投げ入れようとしているのか。

　ついに影はフランのベッドの脇わきにたどり着き、そこで、足を止める。

　手が、ゆっくりと、フランの体に伸びる。

　思わず。幼女は叫んだ。

「やめて！　やめてやめて!!　ごめんなさい!!　連れて行かないで!!」

　涙を流し、叫び、許しを請こうた。

　しかし、彼女が悪魔だと思った影は、意外な反応を返す。

「しー！　ダメだよフラン！　他の子が起きちまう」

「え……？」

　言っている意味が分からず、フランは戸と惑まどう。

　そこに、窓から、月の光が差し込む。

「トリス……おねえちゃん……？」

　口元に指を当て、バツの悪そうな笑え顔がおで立っていたのは、彼女の姉、トリスだった。

「ゴメンね、遅れちゃって……ゴメンね………フラン……」

　そう言って、トリスは妹を抱だきしめた。

「え………なんで………どうして……」

　フランにはわからなかった。

　なぜここに姉がいるのか、もしかして夢ではないのか。

　聖女も悪魔もいないはずなのに、そもそも、悪い子だった自分に、なんで、一番欲ほしかった贈り物――ずっと会いたかった姉――がされるのか。

　わからなかった。

　わからなかったが――

「ねえちゃん！」
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　理り屈くつなどどうでもよかった。

　ただそこに会いたかった人がいる。

　それだけで、フランには十分だった。




「上手うまくいったようだね」

　扉の隙すき間まから、姉妹の感動の再会を見守っていたのは、ルート、そしてスヴェンにマレーネだった。

「まさか、ウチにやってきたこそ泥が、あの幼女の姉だったとは……驚きですわ」

　偶ぐう然ぜん――ではあったが、ある程度理由のある偶然だった。

　それは………




　話は、小一時間ほど前―――

　予定の時間が過ぎてもやってこないルートとスヴェンを心配して、丘の上の教会のシスター、マレーネがトッカーブロートに訪おとずれると、そこには奇き妙みような景色がひろがっていた。

「とにかくさ、もう泣かないで、お腹へってたんだろ？　売れ残りのパンだけど、食いなよ」

　優やさしく声をかける悪魔。

「味わってお食べなさい。最後の晩ばん餐さんですわ。このこそ泥」

　冷たい声で告げる聖女。

「どういうこと……？」

　だが、マレーネが驚いたのは、聖人のような悪魔でも、悪魔のような聖女にでもない。

　その真ん中で、泣きながらパンを食っている、一人の女――こそ泥にだった。

「ま……マレーネさん？」

　来訪者に気づいた女もまた、驚いた表情で、マレーネの名を呼ぶ。

「え。君ら、知り合い――」

　ルートがそう言おうとして、マレーネの顔を見たところで、言葉を止める。

「こそ泥って、どういうことかしら」

　冷たい、とても冷たい、酷こく薄はくな表情であった。

　あまりにも怒いかりすぎて、もう顔面の表情筋では感情を表現できなくなるほど怒り狂くるっている人間の顔であった。

「あの……」

「ルート、悪いんだけど、目を閉じて、耳をふさいで、背中向けて、ちょっと奥おくに下がっててくれるかしら？」

「はい……」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、声をかけようとしたルートだったが、反論を許さないマレーネを前に、奥に下がらされてしまった。

「なんですの……？」

　不思議そうな顔をするスヴェンもよそに、マレーネはカツカツと足音を響ひびかせこそ泥女に近づくと、勢い良く、その頬ほおをひっぱたいた。

「あいたぁ!?」

「痛いじゃねぇよこのボケが!!」

　さらに続いて二発三発と平手打ちを繰くり出す。

　ビンタなどという生易しいものではない。

　腕うでのしなりとスナップを利きかせた、ムチのような連れん撃げき。

「一年以上も音おと沙さ汰たなしで、やっと帰ってきたと思ったら、どこで盗み働いてんだいこのバカ!!」

　さらには、踏みつけるように蹴けり始める。

　こそ泥女は抵てい抗こうもできず、ただただ「ごめんなさいごめんなさい」と、許しを請うていた。

「お知り合いですの？」

「うん……トリスって言ってね……ホラ、この前ウチの教会に来た時に会ったでしょ？　フランの姉」

「ああ！」

　ポンと手をたたくスヴェン。

　そうしている間にも、マレーネはさらにゲシゲシと、こそ泥女ことトリスを蹴り飛とばす。

「すんません姐あねさん！　しょうがなかったんです～！」

「なにがしょうがないんだい！　盗みはバレたら指落とされても文句言えないんだよ、このタコ！　しかもアタシの近所でやるなんて、何考えてんだい！」

「でも、この店できて間もないから、大だい丈じよう夫ぶかなって……」

　トリスは、オーガンベルツに古くからある店では、万が一マレーネに縁えんのある者かもしれないと考え、自分の知らない、比ひ較かく的てき最近できたトッカーブロートを狙ねらったらしい。

　しかし、その考えが裏目に出てしまい、まさかマレーネが思いを寄せる男の元に盗みに入ることになるとは、予想だにしていなかったのだろう。

「ったく！　クソマヌケなのは変わらないねぇ、このバカ！」

「すんません姐さん！　すんません！」

　トリスに物理的方法も合わせた説教をするマレーネの姿を見て、スヴェンは「う～む」と顎あごに手を当てる。

　マレーネは普ふ段だんは敬けい虔けんな聖職者、シスターとして振る舞っている。

　しかし、元はテロリスト、ペルフェ解放戦線のメンバーだった。

　だが、今、トリスに折せつ檻かんするそのさまは、それともまた違った別の顔であった。

「姐さんって……どういうご関係ですのよ？」

「その……昔、同じ救貧院で過ごした仲よ……」

「姐さんは、ラプチュリカの下町じゃ知られた愚ぐ連れん隊たいのリーダーだったんスよ！　私も昔は世話になったもんです～」

　言いにくそうな顔のマレーネだったが、何を勘かん違ちがいしたか、調子に乗ってトリスが補足説明を始める。

「余計なこと言わんでいい！」

「痛い！」

　過去の「やんちゃ」遍へん歴れきを語られ、口止めも兼かねたやや本気の蹴りをかました。

「あなた……どんだけ普ふ段だん猫ねこ被かぶってますの……？」

　さすがに呆あきれるスヴェン。

　街の住人たちのほぼ全すべてが、それどころか家族のミリィすらも、マレーネはただのシスターだと信じて疑っていない。

　スヴェンやルートも、出会った当初は彼女の正体に気づかなかったくらいである。

「色々あったのよ、色々と！　で、何やってたのよ、この一年！　フランほったらかしにして！」

「それは……」

　一転、暗い顔となり、トリスは語り始める。




　彼女は、決してフランを捨てようなどと考えていなかった。

　都会で働き、生活基き盤ばんを固め、迎えに行こうと考えていた。

　そのため、昼も夜もなく、身を粉にして働いた。

　だが、そうは上手く行かなかった。

　彼女が働いていたのは、戦災復興を名目とした官民一体の工場。

　最初の話では、工員寮りよう、もしくは住宅手当が支給され、かつ各種社会保障も完備の上で、労働基準法に基もとづいた環かん境きよう下で、適切な給金が支し払はらわれるはずだった。

　その契けい約やくどおりであるならば、一年もあれば、妹を学校に通わせてやれると、トリスは考えていたのだ。

　しかし、工場側は、いともあっさり、おそらく最初からそうであるように、それらの取り決めを破る。

　個室どころか、一人部屋に八人も十人も詰つめ込んでの、工員寮と言う名のタコ部屋。

　出される食事は貧しく、時には腐った肉やカビたパンが出される。

　安全性を考こう慮りよしない過酷な環境で、何人もケガをし、病気になる者も続出したが、病院に入れるどころか、退職金も支払わず解かい雇こ処分にし、追い出した。

「このままでは死んでしまう」――

　そう考えたトリスは、工場から逃げ出した。

　なにせ、退職願を出したりすれば、「オマエが辞やめたことで人員不足となり、工場に損失が発生する」として、賠ばい償しよう金きんを背せ負おわされるからだ。




「あんなの、地獄ですよ……給金も、制服代や、食事代名目で半分以上天引きされて……フランを迎えに行くどころか、自分ひとりが生きることすら………」

「そう……だったの……」

　トリスの語った地獄のような世界の話に、マレーネも怒りが静まり、それどころか、彼女への憐れん憫びんの情すら芽生えていた。

「むかつきますが……よくある話ですわね」

　スヴェンが、苦い顔で言った。

　戦争という大規模消費が終息したことで、肥大化した生産力は持て余され、エウロペア大陸だけではない、世界規模で、デフレーションが起こっている。

　そこに加え、戦災で職を失った者、復員兵など、人余りの状態となっていた。

　資本主義とは、極論すれば、「需じゆ要ようと供給」の天てん秤びんである。

　労働力が過か剰じように供給されながらも、正しい数の職の需要がなければ、労働力は安く買かい叩たたかれる――要は、人の価値まで低下するのだ。

　だから、そんなことが、「よくある話」としてまかり通っているのだ。

「その工場って……やっぱり、ワイルティアの経営？」

　スヴェンやルートには悪いとは思ったが、マレーネはそう聞かずにはいられなかった。

　ペルフェはワイルティアによって併へい合ごうされた。

　その事実を「ペルフェ人はワイルティア人より下だ」と受け取るワイルティア人は多い。

　その結果、ペルフェ人を奴ど隷れいのように酷こく使しするワイルティア人の経営者の話も多い。

「違ちがうよ、姐さん……アタシが働いてた工場は経営者ペルフェ人だよ……出資元はワイルティア政府らしいけど………」

「なんてこと………！」

　社会は、さらに歪いびつな形でねじれる。

　ワイルティアは、ペルフェでの統治運営に、可能な限りペルフェ人を採用した。

　そうすることが、両民族の衝しよう突とつを防ぐと考えたのだ。

　だが、管理を任されたペルフェ人は、「自分たちは特別な人間だ」と、特権意識を芽生えさせ、ペルフェ人がペルフェ人を差別するという構図が生まれる。

　中には、先祖より続くペルフェ式の名前を捨て、ワイルティア式の名を名乗り、自らを「名めい誉よワイルティア人」と称しようする者もいるほどだ。

「救いがない……！」

　悔くやしげに、マレーネは言葉を漏もらす。

　彼女は、元テロリストである。

　だがそのきっかけは、こんな、歪な世の中に憤いきどおりを感じたからである。

「工場から逃げたはいいけど……行き場はなくて……それでも、なんとか、金稼かせげないかと思ったんだけど……」

　都会の真ん中で、若い娘むすめが一人で金を稼ぐ方法など、限られる。

　ましてや、前職を逃げ出したとあれば、選せん択たく肢しはさらに狭せばまる。

　それこそ、実の妹には告げづらいものもあるだろう。

「アタシ……がんばったけど……アタシ……頭、悪いから……」

　トリスは、ガクガクと震ふるえだし、涙をこぼし始める。

　そんな彼女を見て、スヴェンは、ジェコブの母、シャロデを思い出した。

　彼女もまた、家の家計の足しにと、都会に出で稼かせぎに出て、最後には娼しよう婦ふにまで身を落とし、ジェコブを生んだ。

「もういい、トリス……もういいよ」

「姐さん……！」

　震えるトリスを、マレーネは強く抱きしめる。

「すんません……アタシ、借金もこさえちまって……フラウのところにも戻もどれなくて……でも、行くところ無くて……オーガンベルツに戻ってきちまって……そんで……」

　せめて、わずかでも妹になにか渡せないかと追おい詰められた彼女は、たまたま目についたパン屋に、こそ泥に入ったのだ。

「主さま……もう、いいですわよ」

　スヴェンは、店の奥に下がったルートに、声をかけた。

「話、半分くらいは聞こえたよ」

「そうですか……」

　半分でも十分な話だった。

「どう、いたしましょう………」

　スヴェンの声は、身を切るような辛さをはらんでいた。

「なんとか……してあげたいけど……」

　こそ泥だけならばいい。

　事情を知ったルートが、彼女を警察に突つき出すような真似まねはしない。

　だが、問題はそんなことではない。

　助けてやれるものなら、助けてやりたい。

　しかし、トッカーブロートも、経営は上向きになったとは言え、まだまだ借金経営である。

　一日二日しのげる額ならともかく、彼女の困こん窮きゆうを救えるほどの財力はない。

「白銀の狼おおかみ」とさえ讃たたえられし英えい雄ゆうでも、できることはなにもなかった。

「――――チッ」

　その時、小さな舌打ちが聞こえた。

「失礼……寝ね起おきなもんで」

　音の主は、ボサボサ頭にうずまき眼鏡めがねのモノカキ女――メアリだった。

「メアリさん？　いつからそこに……」

「ずっといましたよ」

　驚くスヴェンに、憮ぶ然ぜんとした顔でメアリは答える。

　ルートたちがバウムクーヘン作りに勤いそしんでいる間、メアリは最初はその光景を取材していたが、疲れが溜たまっていたのか、夜に備えて少し横になろうと、店の奥のスペースを借りて、携けい帯たいしていた寝ね袋ぶくろにくるまっていたのである。

「もうこんな時間……寝ねすぎたわ」

「よくお眠りで……」

　こそ泥どろ騒そう動どうが起こっている横で、まったく気づくこと無く熟じゆく睡すいするというのも、なかなか肝きもの据わった話である。

「ええっと……トリス、だったっけ、あなた？」

「あ、うん……あの……アンタ、なに？」

　いきなり現れた奇妙な女に、トリスも困こん惑わくしている。

「話は半分寝ながら聞いてたわ……で、なんとかしたい？」

「はぁ……？　なんとかしたいって……したいに決まってんじゃないか！」

　トリスの願いは、それほど大それたものではない。

　たった一人の妹と、ささやかでもいい、幸せに暮らしたいだけである。

「なんとかなるわよ」

「は？」

　下手くそな冗じよう談だんを言っているか、もしくはからかわれているのかと思った。

　そう思ってしまうほど、メアリは、あまりにも「こともなげ」に言い放った。

「オマエな……姐さんの知り合いかもしれないけど、舐なめた口叩いてんじゃ――」

「アンタの働いてたその工場、ワイルティア資本ってことは、一いつ旦たんペルフェ総そう督とく府ふを通っているはずよ、併合地での事業は市場独どく占せんを防ぐため、ワイルティア政府が監かん督とくしているはずだから」

　怒ど鳴なりつけようとしたトリスに、メアリは淡たん々たんと語り始める。

「つまり、ワイルティア政府も、関かん与よしている以上は、その運営に責任があるのよ。法的には逃げ道はあるかもしれないけど、道義的に逃げられない。逃げられない以上、やりようはある」

　これが他の国なら事情は変わるが、ワイルティアは先の大戦で勝利し、一等国を自負している大国家である。

　その国が、併合し、自国の国民としたペルフェ人を、経済奴ど隷れいに仕立て上げたなどと広まれば、沽こ券けんに関かかわる。

「ワイルティアは世界連盟で第一席を持つほどの国よ？　それが、どんな理屈でも、自国の民たみを奴隷化しているなんて広められれば、大きな損害になる」

　メアリは、かつてワイルティアの敵国だったグレーテンの人間である。

　しかも、取材として訪れている。

　そんな人間に知られては、政府は動かざるをえない。

「役人に、動いてもらうっていうのかよ……無理言うなよ、アイツらが動くかよ……」

　無む駄だ飯めし食ぐらいの怠なまけ者もの揃ぞろいの総督府。

　たとえ、必死の形相で「助けてくれ」と駆かけ込んでも、「休きゆう憩けい中」の札を指差し、お茶をすすることだろう。

「違う」

　だが、そんな諦あきらめているトリス相手に、メアリは強い言葉で指摘する。

「動いてもらうんじゃない……動かすの。動く責任と義務を持つ者に、正当な権利を持つ者が、正当な理由をもって、動かすの」

「動かすって……どうやって……？」

「腕のいい弁護士を何人か紹しよう介かいするわ。訴そ訟しようも辞さぬ態度ならば、窓口レベルで追い払はらわれることなんてない」

「でも、弁護士雇やとう金なんて……ない……」

「訴訟を起こすのも立派な権利よ。その権利は国家が守る義務がある。訴訟費用を立て替かえるか、もしくは免除されるはずよ」

　ずんずんと迫せまるメアリに、トリスは圧倒される。

「『権利の上に眠ねむるものは保護に値あたいせず』って言葉、知ってる？」

　権利とは、無条件に、自動的に行使されるものではない。

　それを持つ者が、価値と意味を知った上で行使することで、初めて効力を発揮するという、法格言である。

「あなたをなんとかする方法はあるわ。あなたがそれを知らないだけ」

　ペルフェ総督府が動き、工場に査察が入れば、いかなる理由があれど、労働者の搾さく取しゆを行っていた雇こ用よう主ぬしは厳げん罰ばつに処される。

　トリス個人でいうならば、不当に搾取されていた給金と、不当な過か剰じよう労働で発生した賃金、さらに、精神的肉体的賠ばい償しようの請求もできる。

　雇用者と雇用主は、対等ではない。

　圧あつ倒とう的てきに、雇用者の方が立場は弱いのだ。

　したがって、法は圧倒的不利な方の側に立って是ぜ正せいするように働く。

　そうでなくば、ワイルティアは法治国家ではないと、世界に知れ渡ることになる。

「いい、世の中、殴なぐり合いとかしなくても、どうとでもする方法はいくらでもあるの。権力やら財力やら暴力やら、そんなものを振りかざしてボス猿ざる気取っているクズどもを倒たおす方法は、必ずあるの。わかった？」

「は、はい……！」

　いつの間にか、トリスの見る目に、まるで天から舞まい降りた戦いくさ女め神がみを見るような、崇すう敬けいにも近い光が灯っていた。

「あの～……メアリさん？」

　そんなメアリに、スヴェンがおそるおそる声をかける。

「なにかしら？」

　ふんと息を吐き、メアリは振ふり返かえった。

「あなた……訛なまりが抜けてらっしゃいますわよ？」

「はっ!?」

　いまさら驚おどろいたような顔をするメアリ。

　しばし、バツが悪そうにうつむいていたが、意を決したように顔を上げる。

「あんらまぁ～、ついうっかり！　いつの間にか堪たん能のうにしゃべれるようになっちまったなす……」

　そして、いまさら元の訛り混じりの喋りに戻す。

「…………………」

「…………………」

　しばし、どっちらけたような空気が流れる。

「その……取材対象の方に、警けい戒かいされると、ありのままの姿が見えづらいのよね……だから、その……」

「わざととろっくさそうな仕草をしてたわけですのね」

　流りゆう暢ちようなワイルティア語――だけではない。

　わざとらしいグレーテン訛りがなくなったことで、メアリの別のお国訛なまりが垣かい間ま見みえた。

　スヴェン中のデータに誤りがなければ、それは――

「メアリさん！　あの、今言ってたこと、ホント？　この子、なんとかなるの？　一いつ緒しよに、妹と暮らせるようになるの!?」

　なんのかんの言っても、妹分の苦境に心を痛めていたマレーネが、希望が見えたことに喜び、興奮した面おも持もちでメアリに迫った。

「え、えっと……ええ、多分、九割の確率でうまくいくと思うわ。そもそも……いや、なんでもない」

　そもそも、その工場の経営者たちは、社会的に立場が弱く、ろくな教育も受けていないような者たちを脅おどしと暴力で言うことを聞かせていたようなものだ。

　法的な知識を持つ者たちがかかれば、あっさりと降参するだろう。

「とりあえず………私はもうおさらばさせてもらうわ。先にペルフェに戻って、段取り整えておくから」

「あ、あの、アタシはどーしたらいいんだ……スか？」

「ああ……」

　トリスに尋たずねられ、メアリは、どこか面倒くさそうな顔を、わずかにルートに向ける。

「あなたは、年明けにでも来なさい。それまでは……そうね、そこの男に間を持たせてもらえばいいわ」

　それだけ言うと、店に訪れたときとは比べ物にならない、颯さつ爽そうとした足取りで、メアリはトッカーブロートを出ていった。

「えっと………」

　間を持たせろ、と言われても、何をすればいいものか、ルートは戸惑う。

　だが、すぐに、トリスにしかできないことを思い出した。

「トリス……さん？　これから、一緒にフランちゃんの所に行きましょう」




　そして、時は戻る――

　三人は、フランとトリスの姉妹の再会を邪じや魔ましないように、そっと場所を移動し、礼拝堂に移った。

「これで、一件落着……なのかな」

「少なくとも、あの子にとって一番の贈おくり物ものは上げられたわ……ありがとう、ルート」

　マレーネは、丁てい寧ねいに、そして思いを込めたお辞じ儀ぎをした。

「俺おれはなにもしていないよ……あの、メアリさんって人のおかげだよ」

「あの人、フルネームはなんていうの？」

「確か……メアリ・クラリッサ……だったかな」

　う～んと、マレーネはしばし唸うなる。

「どっかで聞いた名前ね……」

　頭を捻ひねるが、いまいち思い出だせない。

「はいはい、お二人とも、紅茶が入りましたわよ。わたくしたちも、遅おそまきながら聖誕祭のお菓か子しを楽しみましょう」

　奥の炊すい事じ場ばで、スヴェンが紅茶を淹いれて、運んできた。

「ルート、確か、作ったのバウムクーヘンってお菓子なのよね」

「うん。そこに、もう一手間加えたんだけどね……食べてみてよ」

　箱を開けると、そこには、真っ白な王おう冠かんのようなリングがあった。

「なに……これ……！　きれいね～」

「バウムクーヘンをバタークリームでコーティングして、フランドル・クランツ風にしてみたんだ」

　フランドル・クランツとは、ワイルティアにあるフランドル市で祝儀の時に供されるケーキのことである。

　クランツとは、「王冠」を意味するワイルティア語だ。

「美味おいしい！　このクリーム、濃のう厚こうなのにサラッと口の中で溶とけて……いくらでも食べられるわね」

「バタークリームはそのままだと濃こすぎるんで、メレンゲで口当たりを軽くしたんだ。アーモンドシュガーを加えたのも正解だったなぁ」

　美味しそうに食べるマレーネに、ルートは解説をする。

「これは……来年からはこの時期に売り出せば、いい名物になりますわね」

　一方敏びん腕わんウェイトレスは、早くも来年に展開するキャンペーンを計画していた。

「むぐぐ！」

「がっつきすぎですわよ、そういうところミリィに似てますわね」

　勢い良く食べすぎて、喉のどにつまらせたマレーネに、スヴェンは呆あきれつつも紅茶のカップを渡わたす。

「ゴメンね、お客さんにさせちゃって」

「いいですわよ。あなたよりわたくしのほうが淹れるの上手いですから」

「あ、あれから……上達したと思うんだけどなぁ！」

　美人ではあるが、基本的に不器用と、妹分のミリィに言われるマレーネ。

　特に紅茶の淹れ方は壊かい滅めつ的てきで、ルートをして、「紅茶にうるさいグレーテン人が飲んだら、宣戦布告と勘違いする」と評した程ほどである。

「メアリさんはグレーテン人らしいから、紅茶にはうるさいんだろうな。せっかくだから、食べていってほしかったが……」

　去り際ぎわに、彼女にフランドル・クランツ風バウムクーヘンを渡しておけばよかったと、ル―トは少し後こう悔かいした。

「主さま……あの方、グレーテン人ではありませんわ」

「え？　でも、グレーテンから来たんだろ？」

「いえ……」

　グレーテンから来たのは本当だろう。

　だが、彼女の出身は、また別の場所だった。

　スヴェンの聴ちよう覚かくセンサーは、わざとらしい彼女のグレーテン訛りのその先、彼女が本来持っているお国訛りを解かい析せきしていた。

「あの方……ハウゲンの生まれですわ」







　一夜明け――

　メアリ・クラリッサは、オーガンベルツの隣となり町まち、サウプンクトに一泊ぱくし、その後、列車に乗って、ペルフェの旧首都ポナパラスへ向かっていた。

　車内にはまばらにしか人はおらず、四人がけのボックス席も、座すわっているのはメアリ一人だった。

　なので、周りを気にせず、彼かの女じよは自身の〝偽ぎ装そう〟を解除する。

　ボサボサだった髪かみの毛けをまとめ、分厚い眼鏡を外し、口の中に入れていた綿を吐はき出し、顔に施ほどこしていたそばかす風のメイクを拭ふき取る。

　ただでさえ、ダボダボの男性用の衣服に、内側に重ね着をして体型をごまかしていたが、それも全部脱ぬぎ去り、スラリとした肢し体たいが顕あらわになる。

「お疲つかれ様さまでした。どうでした？　オーガンベルツは」

　ろくに誰だれも乗っていない車内であるにもかかわらず、メアリの席のすぐ後ろに座った男が、背中越ごしに話しかけてくる。

「普ふ通つうの田舎いなか町まちだったわ。聖人ではないけど、悪人ではない……日々を一いつ生しよう懸けん命めい生きる、当たり前に、そして尊い人たちが生きる、普通の街だったわよ」

　メアリはさして驚くこともなく、旅行用トランクから取り出した服に着き替がえる。

「サモン氏が、官憲に逮たい捕ほされたそうです」

　背後の男は、一週間ほど前に、王都ベルン郊こう外がいの士官学校で起こった事件――本来なら、軍関係施し設せつでの醜しゆう聞ぶんということで、表おもて沙ざ汰たにはされていなかったはずのそれを、メアリに告げた。

「あら……あのセンセ、名前だけは有名だから、もうちょっと頑がん張ばってほしかったけど……まぁしょうがないわね」

　口とは裏腹に、メアリはさほど気にしていないといった雰囲気だった。

　士官候補生たちを扇せん動どうしての武装蜂ほう起きなど、成功しても失敗しても、同等に意味はない。

　そんなことをしなくても、目的は達せられる。

　復讐は、叶う。

「久しぶりにね、あの男に会ったわ……もう何年ぶりかしら、十年はいってなかったと思うんだけどね」

　顔も体も、すっかり変わっており、そうと知らなければ、別人だと思ったほどだ。

　正直に言えば、あの男が、かの「白銀の狼おおかみ」と同一人物とは、信じがたかった。

　ただの同姓同名ではと、直前まで疑っていた。

　しかし、直接顔を合わせ、その疑念は一いつ瞬しゆんにして晴れた。

　あの男の、ルート・ランガートの顔を見た瞬しゆん間かん、理屈ではなく本能で、殺意が沸わき上がった。

「アイツは私だって、気づかなかったみたいだけどね」

　あのトリスという女の苦境を知って、黙だまっていられなかったということもある。

　だが、その苛いら立だちが、本来なら、最後まで凡ぼん庸ような記者もどきを演じるはずであったのに、つい、地を出させてしまった。

「時間が解決するなんて、無理ね」

　むしろ、長い年月をかけて、煮に詰つまった怒りと憎にくしみは、高純度に凝ぎよう縮しゆくされていた。

「なにより許せなかったのは……あの男……自分の店の名前に、おじいちゃんの名前を使いやがった……！」

　メアリ・クラリッサ――グレーテン帝てい国こくの、新進気鋭の作家である。

　しかし、その名前はペンネームであり、本名は、マリー・ヴィル・メイル。

　そして祖父の名は、トッカー・メイル。

　かつてハウゲン王国にあった、今はなき都市ラプチュリカで、パン屋を営んでいた。
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第四章「人間の定理」







　王都ベルン――ゲーニッツの反乱も終息し、ようやく平へい穏おんと日常を取とり戻した都。

　その一角に、上流階級の皆みな々みな様さまの間では評判のレストランがあった。

　エウロペア大陸のみならず、遠くエイジアやゴンディーナといった他大陸からも食材を仕入れ、シェフはフィルバーヌの三星レストランで修業をしたという超ちよう一いち流りゆう。

　従業員はウェイターに至るまで完かん璧ぺきな接客を以ってもてなし、店内の装そう飾しよくや調度品も高級感に溢あふれ、華はなやかに彩いろどられつつも、調和された空間は、訪おとずれし者に平穏をもたらす。

　まさに、最高級の一店であろう。

「どうですソフィアさん～。このお店、大貴族の方々はおろか、公王陛下もお忍しのびで来られるという名店ですよ？」

「どういうことだ……」

　相も変わらぬ、おどけた陽気な口調で話すダイアンを、ソフィアはにらみつける。

「なにか……お気に召めしませんでした？」

　二人がこの店に来ているのは、前回の約束を果たすためである。

　先の事件で、ソフィアは、ダイアンに命を助けられた。

　直接的な形と、間接的な形。で、二回。

　借りを作るのが嫌いなソフィアは、前々から断り続けていたダイアンとのディナーの誘さそいを了りよう承しようしたのだ。

　だが、それでやって来たこの店に入って早々、ソフィアの顔は不ふ機き嫌げん極きわまりなくなった。

「これはどういうことだ？」

　ぴっと、店内を親指で指し示す。

「なにかおかしなことが？」

　すっとぼけるダイアン。

「誰も居ないぞ」

　店内には、二人がついた席の他に、いくつものテーブルがある。

　だがそこには誰もいない。誰も座っていない。

　ベルンでも一二を争う名店に、キャンセル待ちにさえ予約が必要な店に、客が二人しかいないのだ。

「貸し切りにしたほうが、落ち着けるじゃないですか」

「やっぱりか……」

　眉み間けんにさらにシワを寄せるソフィア。

「私は今夜の食事は、割わり勘かんだといったはずだ、オマエに奢おごられるいわれはないからな」

「ええ、わかってますよ。食事代は、でしょ？」

「くっ……！」

　それだけは譲ゆずれないというラインを設定していたのだが、斜ななめ上の方向で攻せめてきた。

　ソフィアは「店は私が手配します」と言ったダイアンの言葉をスルーしたことを、今いま更さらながらに悔くいる。

「こういう馬鹿げた真似まねを、私が喜ぶと思っているのか」

　世の中には、男が自分のために無茶をすればするほど、「愛されている証あかし」とのたまい、愉ゆ悦えつにひたる女がいる。

　手に入りにくいレアな贈り物を要求したり、夜中だろうが早朝だろうが呼び出したり、中には男同士を争わせるような性しよう悪わる女もいる。

　ソフィアはそういうタイプではない。

　むしろ、そういう女を見るとはっ倒したくなるタイプである。

「このお店、高級なお店なわけじゃないですか」

　だが、そんな不機嫌なソフィアを前にして、ダイアンは相変わらずのふざけた態度と口調で、話を進める。

「だからなんだ？」

「そんなお店に、王都随ずい一いちの変人な私と一緒じゃ、名家ルンテシュタット家のご令れい嬢じようとしては、困るんじゃないかなぁ～って思っただけです」

「むっ……！」

　ソフィアは、数百年の伝統を誇る名門貴族の生まれである。

　そんな家に生まれれば、放っておいても様々な、知ったような口を叩かれる。

「言ったでしょ？　この方が、落ち着いて話せる、って」

　ましてや、この店は上流階級御ご用よう達たしの店である。

　普段ならば、名門貴族の方々が席を埋うめている。

　たとえ個室を用意させたとしても、同じ屋根の下にあらば、目ざとく見つけることだろう。

　社交界のことなどどうでもいいと口にしているソフィアだが、余計な面倒事が増えて構わないと言っているわけではないのだ。

「オマエの、そういうところが、嫌いだ……」

　ポツリと、ソフィアはつぶやく。

　いい加減で、お調子者で、道化じみて芝しば居いじみたことばかりするこの怪かい人じん。

　それでいて、時にその思考は、ソフィアの考えのはるか先を行く。

「いいじゃありませんか。おいしくご飯を食べましょうよ。私今日は、朝からウキウキ気分で楽しみにしていたんですからね♪」

　そんなソフィアの気持ちを知ってか知らずか、ダイアンは相も変わらぬおどけた口調で、ウェイターが運んできたシャンパンの入ったグラスを手にとった。

　ディナーは始まり、運ばれる料理は、どれも超一級のものばかりである。

　しかし、それを口に運ぶソフィアの顔は苦い。

「オマエ……意外にテーブルマナーちゃんとしているんだな」

　貴族の家に生まれ、教育係に厳しくしつけられたソフィアが見ても、ダイアンのナイフとフォークを操あやつる手の動きは見事なものだった。

「僕ぼく、手先が器用なんですよ。あと自慢じゃないけど覚えがいいんで。力のいらない作業なら一回見れば覚えちゃえるんですよ」

　ニコニコ笑いながら、スマートな動きでホタテのソテーを切り、口に入れる。

「うん、美味うまい！　ベルンでも、新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいが食べられるようになりましたよねぇ」

　内陸部に位置するベルンでは、魚介類はごちそうである。

　少し前までは王侯貴族でも難しかったが、冷蔵技術の発達が、その敷しき居いをぐっと低くした。

「科学技術の発達が、人の暮らしを豊かにした証左ですね。いやまったく。あっはっはっ」

　ダイアンも科学者と呼ばれる人間だが、彼かれの場合は兵器開発が専門。

　とはいえ軍事技術は、時に民間に転用され、彼の言うように暮らしを豊かにする事に貢こう献けんするが、享きよう楽らくで殺人兵器を作るような男が、果たして本当に、心からそう思っているかどうかは疑問だった。

「……………………」

　ただでさえ感情的で、考えていることが顔に出やすいソフィアである。

　そんなダイアンの不気味さを思えば、不機嫌な顔がさらに不機嫌となる。

「ふふっ……」

　なのに、ダイアンはそれすらも楽しそうに、彼女を見て笑った。

「やっと最近気づいたんですよねぇ。ソフィアさんのそういう顔、僕の母親によく似ているんですよ」

「母親……？　オマエ、母親いたのか？」

「ひどいですねソフィアさん。いくら僕でも木の股からは生まれませんよ」

　ダイアンの言葉は、おそらく本当なのだろう。

　彼は、普ふ段だんは「私」と自分を称している。

　だが気づかぬうちに、「僕」と言うようになっていた。

「ま、義理の母なんですがね。目元の辺りが特に似ていますよ。ええ、あの人も美人さんでしたから」

　それこそ、普段とは違う、本心からの飾かざらない言葉の現れだからなのかもしれない。

「オマエは……何者なんだ？」

　ふと、今までしてこなかった質問を、ソフィアは投げかける。

「オマエの経歴は、どれもこれも謎なぞだらけだ。ブリトニスに留学していたという話もあるが、どうせそれも嘘うそだろう」

　ダイアンが何者なのか、それはワイルティア公国の諜ちよう報ほう機関アプヴェーアでもついに調べあげることができなかった、最大の謎。

「そんな怪人を、国の重職に就つけていることなど、非常識甚はなはだしいがな」

　それでもワイルティアが彼を必要としたのは、それだけダイアンは、超ちよう法ほう規き的てきな天才だからとしか言いようが無い。

　ソフィアはダイアンという男が、人間ではなく、なにか人間以外の怪物のように思える時がある。

　それだけに、彼が「母親」という、誰もが持つものの言葉を口にしたことに、驚おどろいた。

「ソフィアさんが……僕をどう思っているかは、なんとなく察しがついていますよ」

　ダイアンは科学者ではあるが、大たい佐さ相当官の扱あつかいを受けている。

　対してソフィアは少しよう佐さ。

　本来なら、「キサマ」だの「バカが！」だの言っていい相手ではない。

　ダイアン自身がそういうことをあまり気にしないということもあるが、本来なら許されないことである。

　ましてやソフィアは、本来は軍律に厳しい人間だ。

　そんな彼女がダイアンを悪あしざまに言うのは、彼への「怯おびえ」の裏返しである。

「私は、キサマを恐ろしく感じる時がある。キサマは人間を人間としてみているのか、たまにわからない時がある」

　ソフィアにとって大切なモノ、軍人としての誇ほこり、戦友や部下、そんなもの全すべてを、この男にはくだらないことと思われているのではないか。

　まるで人間が虫を観るような、そんな、「人でなさすぎる」者のように思えてしまうのだ。

「なのにお前は、その……前に、私を助けてくれた」

　ゲーニッツの反乱事件の際、ソフィアはダイアンに身を挺ていして救われた。

　後でわかったことだが、ダイアンは防ぼう弾だん仕様の衣服をまとっていた。

　だが、逆に言えば、いかな彼でも鉛なまり弾だまを喰くらえば死ぬということだ。

　防弾部分に当たったからいいようなものの、それでも肋ろつ骨こつにヒビは入った。

　もしも、自慢の頭脳に当たれば、死んでいた。

「お前は……どっちなんだ……？」

　ソフィアは戸と惑まどっていた。

　目の前の怪人が、血の通わぬバケモノにも、自分と同じ人間にも見えてしまったから。

「ソフィアさんは優やさしい人ですね」

　だが、そんなソフィアの迷いを聞いてなお、ダイアンはおどけたような笑え顔がおを浮かべている。

「お前なぁ！」

　さすがにソフィアも声を荒あららげたが、それを、ダイアンはゆっくりとした動きで手をかざし、制する。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕は人間ですよ。刺さされても撃うたれても、毒を飲んでも首を絞しめられても、ご飯食べないだけでも死んじゃいます」

　目の前のディナーを口に入れながら、ダイアンは言う。

「そしておそらく、あと五十年もすれば、老いさらばえて、寿じゆ命みようを迎むかえ、死ぬでしょう」

　それは人間として当たり前のことである。

「そう、僕は人間ですよ。ソフィアさん、あなたと同じね。だから死ぬ、絶対に……ただ、ねぇソフィアさん。もし『死』がない者がいたとしたら、それは人間と呼べるんでしょうかねぇ？」

「なんの……話だ？」

　いきなりの問いかけに、ソフィアは面食くらった。

「人が人たりえる証明とはなんなのでしょう。ねぇソフィアさん。もしソフィアさんが、右腕うでを切り落とされたら、どうなります？」

「可か及きゆう的てき速すみやかに止血を行う。痛みによってショック死、もしくは錯さく乱らんによって舌を噛かみ切る可能性があるので、いっそ後頭部などを殴なぐり意識を失わせる」

「あ、相変わらず、ストロングですね……」

　軍隊式の応急処置法を当たり前にように口にするソフィアに、ダイアンは乾かわいた笑いを浮うかべた。

「そうではなくてですね。切り落とされた腕と、体、どちらが〝ソフィア〟さん、ですか？」

「なにを言っている……そんなの、体の方に決まっているだろう」

　落とされた腕に、人格はない。

〝切り落とされたソフィアの腕〟であり、ソフィアではない。

「ええ、そうですね。腕がなくても人間は人間です。なら脚あしがなければ？」

「それでも、同じだ」

「はい、では下半身がなくなれば？　臓器がなくなれば？　目がなくなれば？　舌を失えば？　耳をそがれれば？」

　最終的に、残るものは、〝心臓〟と〝脳〟であろう。

「あくまで自説ですがね。〝心臓〟がなくても、人は人のままだ。まだ実用化も試験もされていませんが、他人の心臓を移植しても、人格は変わらない」

　ならば、人格……〝心〟はどこに宿るのか？

「ならば脳みそこそが人間なのか……それも僕は違ちがうと思っています。脳は、あくまで記録媒ばい体たいであり、演算器のようなものです」

「つまり、人を人たらしめているものは、情報だといいたいのか？」

「ソフィアさん、鋭するどいですねぇ」

　歌を収めたレコード盤のようなものだ。

　その歌の素す晴ばらしさは、レコードではなく、そこに収められた音の情報である。

「でも、僕はそれすら違うと思うんですよ。この世の中にある物質の根源を突つき詰つめるとね、ゆらぎなんだそうです」

「ゆらぎ？」

「全ての物質の最小のもの、全ての大本は、一本のひもという説がありましてね……そのひもが弾はじけることで生ずる振しん動どうが、万物の属性を定めると……」

「まるで魔法だな？」

「科学と魔法はさほど離はなれていませんよ？　僕の二つ名、忘れました？」

　ダイアンの通称は、〝魔導師〟である。

「だからね、僕は思ったんですよ。人を人たらしめている根源もまた、元素の中の元素の振動なのではないかと。その振動を受け入れることができたならば、それは人が産んだ肉の体でなくとも、人たりえるのではないかと」

「お前の研究している……〝人間型猟りよう兵へい機き〟か……？」

　ダイアンが、兵器開発局で行っている、最高機密の研究。

　数多くの画期的な新技術、新理論も、さらにはワイルティアを勝利に導いた猟兵機の誕生すらも、このためのものと言われている。

「以前、ソフィアさんは遭そう遇ぐうしましたね。スズカさんと一緒の時に……あれはまぁ、失敗作です」

　そのうちの一つと、ソフィアは前回の事件で遭遇した。

「黒の魔ま槍そう」と呼ばれた自分と、武の神に愛されたとも言われる女の二人がかりで戦っても倒しきれなかった、まさに「人間の姿をした怪物」。

「あれには、その振動とやらを受け入れる力がなかったということか？」

「いえ、その最初の振動が得られなかったというべきでしょう。知ってますかソフィアさん。すべての生命はね、太古の昔、アミノ酸の海に落ちた一発の稲いな妻ずまをきっかけとして生まれたそうですよ」

　あれには、その最初の一いち撃げきがなかった。

　バラバラのパーツを融合させ、有機的な〝心〟を生む、わずかなきっかけがなかった。

「それさえあれば、もしくは……ま、過ぎた話です」

　ダイアンが作ろうとしているのは、兵器ではない。

　彼は、人間を生み出そうとしているのだ。

「心がなければ生きているとはいえない。生きていないものは、死ねないんです」

　死とは、生を全うしたものにだけもたらされるもの。

　故ゆえに、死のないものに生はなく。

　生のないものは、生物ではない。

　ましてや、人間ではない。

「ソフィアさんがね、僕を気味悪がっている理由は、何となく分かるんです。僕はね、人間を作りたい。人間を作るには、人間を知らなければならない。人間を知るためには、己おのれを、人の世界の外に、半歩出さなければならない」

　人間でありながら人間を観察する者になったダイアンは、人でありながら人外の者になったようなものである。

　それが、彼を見る者を不気味な気持ちにさせるのだ。

「ねぇソフィアさん……もしもね、あの人間型猟兵機のように、人間そっくりの姿をした、機械じかけの存在が、心を宿したとします。果たしてそれを人間と証明するには、どうすればいいと思います？」

　ダイアンの脳のう裏りには、ソフィアも会ったことがある、銀ぎん髪ぱつの少女の姿があった。

「人間のように笑い、人間のように怒いかり、人間のように……誰かを愛することができる機械人形が……人間になるには、最後の証明が必要なんです」

「それは………なんだ……？」

　ソフィアの問いに、ダイアンは、静かに、だが確信を込めて答える。

「死ぬことです。機械は死にません。壊こわれるだけです。死ぬことで、初めて機械人形は人間となるのです」







終章「魔導師の追憶」







　食事を終え、ソフィアとダイアンは、店を出る。

　直前に、予あらかじめ呼んでおいた車がソフィアを待っていた。

「キサマは？」

　ダイアンがどこに住んでいるのか、ソフィアは知らない。

　だが、同じ方向ならば、乗っていくか？　と、いう意味合いで尋たずねた。

「ああ、僕はけっこうですよ。少し飲みすぎましたね、夜風に当たりながら、酔よいを覚ましつつ帰りますよ」

「待て待て待て……それはオマエ……」

　その返答に、ソフィアは驚おどろく……というよりも慌あわてた。

　ダイアンは、間ま違ちがいなく世界最高の頭脳である。

　先の戦争で、ワイルティアが勝利した要因の一つである。

　そんな男が、夜道を一人で歩くなど、見過ごせるわけがない。

「私は、開発局の警備部隊長だ。今はプライベートだが、見過ごすことはできん」

　本来のマナーで言えば、男性が女性を送るところなのだろうが、この二人の場合、事情はやや異なる。

　よほどの凶きよう悪あくな戦せん闘とう能力の持ち主でもなければ、ソフィアに勝つのは難しい。

　なにせ、以前など、素す手ででグレーテンの機械兵を倒した程ほどの格かく闘とう術じゆつの使い手である。

　今日も、当たり前のように、腰こしには愛用の短剣を下げているし、コートには愛あい銃じゆうを納めたホルスターが内蔵されている。

「キサマは……オツムはともかく、体は平均以下だろ」

　身体能力だけなら、ダイアンはソフィアの半分どころか、下手すれば五分の一くらいであろう。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。色んな人達たちが僕を守ってくれてます」

「どういう意味だ……？」

　ダイアン個人が、なんらかの護衛を雇やとっているという意味の口ぶりではなかった。

「軍の特務の方とか、アプヴェーアとか……ああ、あと最近できた、保安部の方々も」

　先の反乱事件で、最初に襲撃を受けたのは、ダイアンの根城、兵器開発局だった。

　その際ゲーニッツは、秘ひ密みつ裏りに、ヤマト大使館に保護を求め、さらに王宮奪だつ還かんの協力も求めた。

　結果として、それはいい方に働いたが、もし彼がこの時、国外逃とう亡ぼうを目もく論ろんでいたら……

　それはワイルティアにとって大きな損失となったはずである。

　改めてその危険を再さい認にん識しきしたワイルティアの各部門は、それぞれが、ダイアンに監かん視しの目を光らせていたのだ。

　これだけ周りに監視がいれば、たとえ盗とう賊ぞく団だんに襲おそわれても、指一本触ふれる前に、「対処」されるだろう。

「なにせ、僕はモテモテですからねぇ。ありとあらゆる国から、お誘いが来ますよ」

「キサマ……そういうことは、あまり口にせんほうがいいぞ……」

　緊きん張ちよう感かん無くうそぶくダイアンに、ソフィアは、真っ青な顔で告げる。

　ワイルティアはダイアンを、なんとしても奪うばわれたくない。

　それは、自国の損失というだけではない。他国の利益になるのだ。

　それを防ぐためならば、国家は、躊ちゆう躇ちよない一手を打てる。

「ええ、最悪、ワイルティアはよそに流れるくらいなら、僕を殺すでしょうね」

「わかっているの、お前は……」

　呆あきれたような、そして同時に、「理解できん」と言うように、ソフィアは首を振ふる。

「僕はワイルティア国民じゃないですからねぇ。どうしても信用してもらえないんでしょ……でも、少なくとも今現在は亡命とか国外逃亡とか、そんな事考えてないですよ」

　それは紛れもない、ダイアンの本音だった。

「なにせワイルティアにはソフィアさんがいますから」

「お前なぁ……」

　この期ごに及およんでふざけた態度を取るダイアンに、ソフィアはもう怒りも湧わかなかった。

「なぁ一つだけ答えろ……お前がワイルティア人じゃないのは知っている。どこの生まれなんだ？」

　せめてそれだけでも、この正体不明の男の手がかりを得たかった。

「エウロペアですよ。生まれも、育ちもね」

「なんじゃそりゃ」

　再び、ソフィアは呆れる。

　生まれも育ちもエウロペアだというならば、大陸に住む者はほとんどがそうだ。

　ソフィアも、今までいたレストランのウェイターも、車の運転手も、ダイアンを監視しているであろう特務の者たちも、オーガスト連れん邦ぽう人も、グレーテン帝てい国こく人も、フィルバーヌ共和国人も、ハウゲン王国人も、みなエウロペア大陸生まれの、エウロペア大陸育ちだ。

「いいじゃないですか、同じ大陸のどこであろうが、細かいことは」

「細かいって……ホントにお前は……」

　その、「細かいこと」で、どこからどこがどこの国かという線引きで、世界は十年間戦争をしていたのだ。

　そして、ソフィアもその戦争に参加していた一人なのだ。

「ああそうだ、ソフィアさん。これ、どうぞ」

　いまさら思い出したように、ダイアンは小箱を渡わたした。

「なんだこれ……指輪……？」

　小箱を開けると、中には虹にじ色いろの宝石が飾られた、銀のリングがあった。

「こういうのは……その……」

　ソフィアは、苛か烈れつな性格ではあるが、基本的に美人である。

　しかも貴族のご令嬢、いい寄る男は数知れず。

　そして、宝石やらなにやらと、贈られるプレゼントも数え切れない。

「お前にこういうことされるのは、なんか……やだ」

　だがソフィアは、そういったやり取りがあまり好きではない。

　まるで、自分の好意を、金で買い取ろうとされているような気分になるからだ。

　そして、このふざけた魔導師にまで、そんな者たちと同じことをしてほしくなかった。

「ご安心ください。その石、宝石じゃないです。研究中に出来た副産物でしてね、宝石商に売っても、ガラス玉と同じ値しか付けてくれませんよ」

　そんな彼かの女じよの心中を察したように、ダイアンは微笑む。

「大丈夫、人体に悪あく影えい響きようはありません。ただ、きれいに輝かがやくだけです。ソフィアさんに似合うと思ったんですよ。ただそれだけです」

　指輪にはまった石は、生きているように、七種に色を変化させている。

　まるで、虹を固めて結けつ晶しようにしたようであった。

「ちなみに、リングの部分の装飾も僕がやりましたから、１００％手作りです」

「なに!?　これかなり精せい緻ちだぞ!?」

「言ったでしょ。僕、手先器用なんですよ」

　見ただけで大たい概がいのものは真似まねできると、食事中に豪ごう語ごしていたが、それは誇こ大だい表現ではなかったらしい。

「もらって、いただけませんか？」

「む………」







[image: ]







　ここまでされると、却かえってもらわないほうが失礼になる――というか、少しだけ、そこまで自分のためにしてくれたことが、嬉うれしくもあった。

「い、頂いておく……いずれ、礼は必ず」

　わずかに照れくさそうな顔で、ソフィアは答えた。

「ふふ……」

　楽しそうに、ダイアンは笑う。

　その心中では、「そういうところがまた可愛かわいいなぁ」と言おうとしていたのだが、言えばソフィアは顔を真っ赤にして怒おこるだろうとも思ったので、あえて口にしなかった。

「ではソフィアさん、今日はありがとうございました。また機会あれば、お食事を楽しみましょう」

　そして、ダイアンはくるりと背中を返すと、言ったとおり、ベルンの夜道を一人歩みだした。

「あ、おい……あ、えっと……」

　しばらく、ソフィアはその背中を見送る。

　不思議と、なんとなく、目が離せなかった。

　車の運転手に、「乗らないんですかい？」と尋ねられるまで、彼女はその場で立ち尽つくしていた。




　ソフィアと別れ、一人夜道を行くダイアン。

　今日は楽しい夜だった。

　心から、そう思える一夜だった。

　そんな日だからだろうか、彼は、ふと、昔を思い出した。

　あれはもうどれくらい前だろう。

　自分がいくつくらいの時だったかは忘れてしまったし、正確に自分の年ねん齢れいを覚えていないので、いまいち断言しづらいが。

　それでも、なにがあったかは、覚えている――




「私は、もう終わりみたいだ」

　ある日、ダイアンは彼にそう言った。

　全てのものに永遠はない。

　かつて、永遠の繁はん栄えいを願い、「神」をも作ったエウロペアでも滅びたように、永久に続くものなど存在しない。

「私の可動限界が近づきつつある。おそらく、あと八千秒ほどで、私は止まる」

　レザニムリアクター……ダイアンの心臓であり、脳でもある部分の耐用年数は、せいぜいが千年。

　それ以外の部品ならば、プラントの力を使い、代だい替たい品ひんを用意することもできたが、こればかりはどうしようもない。

「なぜもっと早く言ってくれなかったのか」

　と、彼かれは、ダイアンに詰め寄った。

　生まれたときから――正しくは、冷れい凍とう睡すい眠みんカプセルから取り出だされてから十数年、ずっとともに過ごしてきた、たった一人の存在との別れを惜おしむ時間すらない。

「そんな顔をするな。だから直前まで言わないでいた。お前のそんな顔は、好きではない」

　言いながら、ダイアンは笑っていた。

　皮肉げな笑い、ではない。心から、ダイアンはそう思っていたのだ。

　彼と過ごした五億秒と少しの時間は、ダイアンにとって、十分に充実したものだった。それ以前の何百億秒もの日々など、欠片かけらも意味をなさなくなるほどに。

「私は感謝している。お前がいなくば、私はただ止まるだけの存在だった。なんの意味もなく、ただ消えるだけの存在だった。お前がいたおかげで、私は少しだけ、人間に近づけた」

　謎掛けのようなダイアンの言葉の意味を、彼は考える。

「あなたは、人間ではないのか？」

　正解を答えた彼に、ダイアンは笑う。

「そうだ。私は人間ではない……いや、人間でなかったと言ったほうが近いか……。なぜなら、お前のおかげで、私は死ぬことが出来るのだ」

　死とは、ただの「終わり」ではない。

　ただ動かなくなるだけならば、それはただの停止だ。

「終わって」しまった者を、悼いたみ、その存在が「終わり」、この世から消えたあとも、記き憶おくに留まり続けることが、人間の死なのだ。

「お前が在り続ける限り、その中に私も在り続ける」

　ダイアンは横になったまま、つぶやく。

　もはやその身を動かす力も消え始め、残った動力は、全て思考に回していた。

「いや、違うな……もっと単純に、簡単に言おう」

　だが、ダイアンは今一度、片かた腕うでだけ動かし、横に座る彼の目元に手を伸のばす。

「自分がこの世から消える寸前に、泣いてくれる者が一人でもいないと、やっぱ寂さびしいじゃないか」

　涙なみだを流す彼の目元を、そっとぬぐった。

「お前には、私の知る全すべてを教えた。知識も、知恵も、生きる術すべを全て叩たたき込んだ。大丈夫、一人でだって、余よ裕ゆうで、ぬくぬくと生きていけるさ」

　保守管理要員であるダイアンが機能を停止させれば、「塔」は内部の安全が保証されないと判断し、外界への出口が開くようになっている。

　本来なら、もっと早くそうすべきだったのかも知れないが、ダイアン自身に、自分で自分の機能を停止させる権限はない。

　だから、自然に、動力切れを起こすまで、待つしかなかった。

「ああ、そうだ……その前に、お前に上げなきゃいけないものがあったなぁ」

　すっかり忘れていた。

　彼が、表に出る際に必要なものがある。

　今までは、この「塔」の中に二人だけだったから、呼び合うにしても不都合がなかった。

「君には名前がなかったな」

　だから、これからも歩みゆく者に、ダイアンは最後の贈おくりものを与えることにした。

　どうせ自分はもう使わないのだから、せめて最後に、自分の持っている者を全てくれてやろうと思ったのだ。

「これからは、君がダイアン・フォーチュナーと名乗るといい」

　これが彼女にできた、最後のことだった。

「――――――」

　彼が――いや、ダイアンは、最後に、消え行くダイアンに言葉をかける。

「――！」

　消え行くダイアンは、少し驚いたような顔をしてから、嬉しそうに笑った。

「ははっ……そんな呼ばれ方も、悪くないねぇ」

　最後の時が迫せまっていた、残る時間は十秒もない。

「ああ、そうだ……」

　その最後の時を使って、消え行くダイアンは、最後に言い残した。

　それは――







　王都ベルン――王立兵器開発局。

　その最重要機密区画に、ダイアンはいた。

　ここは、スヴェンやレベッカなどを生み出した、開発局の中でも最も機密度の高い区画。

　そこに、ダイアンは小さな隠かくし部屋を作っていた。

　一見すればただの壁かべ。

　その継つぎ目めに、特とく殊しゆなカードを差し込み、音声、指し紋もん、網もう膜まく、その他二十四種のチェックをくぐらなければ開かないようにできている。

　ここに入ることが出来るのはダイアンだけ。

　この部屋のことを知るのも、ダイアンだけである。

　先のゲーニッツの反乱事件の時でも、親衛隊はこの場所を見つけることができなかった。

　なにせ、軍司令部に登録されている、施し設せつ内見取り図にも記き載さいされていない。

　ダイアンが極秘に作った、彼だけの場所なのだから。

　そこには、もうすでに動くことはない、最後の瞬しゆん間かんの、笑え顔がおのままで時を止めた女がいる。

　それは一体の機械人形、そして、「人としての死」を得た者。

　ダイアンに、名前をくれた者。

　安置されたケースには一枚のプレートが貼られている。

〝ORIGINALオリジナル NULL・ゼロ〟――スヴェンやレベッカ、リーリエと名付けられた者、全ての人間型猟兵機の、モデルとなった存在。

　彼女の前に立ち、ダイアンは物言わぬ彼女に、語りかける。

「もう随ずい分ぶんになりますね、僕ぼくがあの日、『塔』を出てから……そう、十八年前の、今日のことでしたね」

　あの日、ダイアンがその長い長い稼働を止め、新たにダイアンとなった彼が、開放された〝扉とびら〟から、外界に出てちょうど十八年が経たっていた。

　聖誕祭のその日に、ダイアンは古に封じられた古代の遺産、〝扉〟から、外界へと姿を現した。

「生まれも育ちもエウロペア」――

　彼は、そうソフィアに言った。

　その言葉に間違いはない。

　彼はこの世界に残った、たった一人の、最後のエウロペア帝てい国こく民みんなのだ。

「外の世界は、色々と面白おもしろいですよ。たくさんの発見がありますし、新鮮な感動に満ちています。大変可愛らしい女性とも出会えましたしねぇ」

　日ひ頃ごろは、「魔導師よりも道化師という方がお似合いだ」と言われる彼にしては、珍めずらしく、心からの優やさしい笑顔だった。

「あなたのおかげですよ、母さん」

　最後に、彼女が名前をくれた日に、初めてそう呼んだ。

　もっと早く、そう呼ぶべきだったと、未いまだにダイアンは思う時がある。

「しかし、あなたの最後の言葉だけが、未だにわからない」

　今日この日だからこそ、余計に、それが気になって仕方がなかった。

「〝それ〟が、エウロペア帝国を滅ぼしたと……一体、それはどういう意味だったのですか？」

　あの時、消え行くダイアンは、彼に告げた。

「お前はこれから外の世界に出る」

「お前の持つ知識と技術があれば、どんな世界でも生きていける」

「だが、一つだけ、気をつけろ」

「彼らがお前のそばに現れたなら、持ちうる全ての手段を使って、逃にげろ」

「あの二人が、エウロペアを滅ぼした」

「あの、〝聖女〟と〝悪あく魔ま〟が――」

　大陸暦れき９２０年12月25日――それは、エウロペア帝国が滅びてから、ちょうど千年となる日でもあった。










了







あとがき







　はい、というわけで「戦うパン屋と機械じかけの看板娘オートマタンウエイトレス」六巻、お読み頂き、ありがとうございました！

　今回は、今までより刊行ペースに間が空いてしまい、年末駆かけ込み発売でございます。

　ただでさえ忙いそがしい時期に負担を増やしてしまい、様々な皆様に、心から謝罪を、そして感謝を、その上でもっかい謝罪を[image: ]

　特に、イラストのザザ氏、ゴメンな罪!!

　今回は、初の短編集構成という形でお送りいたしました。

　前回で一区切りしたので、あらたな「第二部」的な前段階のエピソードをチラホラと。

　キャラが多くなってきましたので、諸もろ々もろ出番を作りたいということと、まだ語りきっていない諸々の方々の過去をクローズアップしたかったという意図もございます。

　さらに、若じやつ干かん濃いキャラがいくつか生まれてしまいました…

　今回明かされた事実と、新たに出てきた彼ら彼女らが、今後どのように絡からむのか、ぜひとも、見守っていただけますよう、よろしくお願いいたします！

　ってなわけで、恒例の謝辞などを…

　イラストのザザ氏、重ねて、今回もいろいろとすいませんでした。

　そしてありがとうございます！

　担当のＯ氏、なんかおごってください。

　校正、印刷、デザイン、流通、書店の皆々様、いつもありがとうございます！

　ファンレターを下さった皆様、サイン会に来てくださった皆様、ステキな贈おくりものを送ってくださった方々、ありがとうございます。墓まで持って行きます。

　そしてなにより、いつも手にとって下さっている皆様に、心よりの感謝と、新たなる年の幸福と幸運を、心よりお祈り申し上げます。

　次は七巻でお会いいたしましょー！

　それでは、私は聖地ユーハイムに取材に行ってきます♪




ＳＯＷ　
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